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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ブラコン妹はいつもポケットにパンツ









【俺には、ＪＣのくせにＦカップという巨乳の妹がいる。

「あたしがアニメ化したらさぁ」その妹がまた訳のわからないことを言い始めた。

「こないだの合唱コンが第十話だよね。ここから最終回に向けてグングン盛り上がっていくみたいな。あ、一期の話ね。二期は高校生編だから」

　どうやら妹が描いた漫画とかじゃなく、妹の人生そのものをアニメ化するって話らしい。

「なんで一般人の人生をアニメ化するんだ？　しかもすでに二期決定かよ」

　とうとう頭がおかしくなったかと心配していたら、さらにため息混じりにつぶやいた。

「きっと受験勉強なんて、十一話Ｃパートとかであっさり終わっちゃうんだろうなぁ」

　なるほど受験ストレスで逃避してるのか。ここは兄として優しい言葉をかけてやろう。

「むう。アニメ化したら、ブルーレイを全巻揃そろえなきゃな」

「うわぁ、謎の光がなくなった妹を見たいなんて、ドン引きだよ」

「あのなぁ……」兄の優しさを返せ。

「このシスコンめぇ。しょうがないなぁ、じゃあ特別にあたしのＣＶを誰にするか会議に参加させてあげるよ」

「えっ、自分のアニメ化なのに自分で声やんないの？」

　声優さんを付けるんだ。その発想はなかった。

「あたし的には、三○すずこさんがいいなぁ」

　しかも意外に大物希望だな！】




　つぶやきアプリに投稿すると、俺はベッドに寝転がった。

　このつぶやきは、全くの嘘うそ。俺の考えたフィクションだ。ＪＣの妹がいるにはいるけど、残念ながら推定Ｂカップ将来性に期待しかない。

　私立華はな村むら学がく園えん高校二年Ｃ組、卯う曽そ月づき誠斗まこと。

　成績はほどほど、容姿は中の下、帰宅部、彼女無し。

　ごく普通の高校生にすぎない俺のつぶやきなんて、本来誰の興味も引かないものだ。だがこうやってつぶやきに嘘のフレーバーを加えることで大勢の人の目に留まり、いいねをもらえるようになった。一時期、嘘をつくことへの罪悪感から休止してたんだけど、なんだかんだで俺の嘘を楽しみにしている人もいるのかなと再開することにした。

　以来一日も休まずつぶやき続け、嘘つぶやきは再び俺のライフワークになった。

「うん、妹をＥカップからＦカップにしてさらに反応が良くなったぞ。やっぱり嘘とおっぱいは大きい方がいいってことだな」

　数分でいいねがつき始める。休止中に減ったフォロワー数もほぼ回復していた。

「どうだデビ、すごいだろ」

　得意顔で天井を見上げたが、もちろん返事はない。アラビアンナイト風のスケスケ衣装に身を包んだ嘘つき妖精の姿はそこにはなかった。

「あいつがいなくなって、そろそろ一か月か」

　思わずため息がこぼれる。

　今年の五月、片かた想おもいの大おお空ぞら真ま森もりを彼女にするため、俺は嘘つき妖精を名乗るデビと契約し、嘘をついて貯ためたＵＰウソポイントで願いを叶かなえるというＵＰキャンペーンに参加した。三か月の間、俺の頭上でグダグダ文句ばかり言っていたデビは、契約が終了すると同時に魔界に帰ってしまった。

　念のために言うと、俺はデビがいなくなったことを寂しがっているわけじゃない。

　実はデビの正体は悪魔で、ＵＰキャンペーンは契約者を破滅させる罠わなだった。そんな奴やつがいなくなったら、清々するのが当たり前ってもんだ。

　俺がため息をついたのには、別に理由がある。

　ＵＰを貯めるため、俺は隣の席の春はる霞がすみ陽はるに嘘をつきまくった。そしていつのまにか、嘘に騙だまされまくってくれる春霞を好きになった。なんだかんだあってもう一歩で恋人同士になれそうだったんだけど、土壇場でデビの存在を春霞に話してしまった。

　それは重大な禁則事項で、俺はペナルティを受けることになった。

　ペナルティとは、「俺の本心からの言葉を春はる霞がすみが信じられなくなる」というもの。

　つまり俺の告白を聞いても、春霞は嘘うそとしか思わない。それどころか、俺の嘘と引き換えに大おお空ぞらとの仲を取り持とうとするようになってしまった。

　なんとかしてペナルティを解除したいけど、そのためにはデビの力が必要不可欠だ。

（デビのヤツ、なにやってんだよ。きっとまた会えるみたいな思わせぶりな言葉を残したくせに、あれから一度も連絡してこないなんて）

　そうこうするうちに、はや九月。こんな状況ではため息の一つもつきたくなるってもんだろう。文化祭も終わって、辺りはすっかり秋の気配だ。

　耳を澄ますと、窓の外から虫の声が聞こえてくる。

　しかしいくら綺き麗れいな虫の音を聞いたって、気が晴れるはずが……アレ？

《……ト……ん、……コト……ん、マコト……ん》

（この鳴き声は、南米原産幻のマコトン虫!?　って、そんなわけあるかい！）

　聞き覚えのある声に頭上を見上げると、ミニチュアサイズの女の子が宙に浮かんでいた。体長は30センチ。真っ白なローブを着て、背中には白い羽が生えている。さらに金色の長い髪の上には、丸型蛍光灯のような光の輪がキラキラと輝いていた。

　これは、どう見てもアレだ。アレにしか見えない。見えないんだけど……

《私はエンジェといいマス。あなたを救済に来た天使デス》

「いやいや、どう見てもデビだよね！」

　たしかにその格かつ好こうは天使以外の何物でもない。けれど、顔と言い、声と言い、喋しやべり方かたと言い、ほんの数週間前までずっと俺の頭上にいた嘘つき悪魔デビそのまんまだった。

《デビ？　はて、それはいったい誰でしょう？》

「とぼけるな、この嘘つき悪魔！　それだけ顔も声も一緒でよくごまかせると思ったな！」

　掴つかみかかろうとする俺の手をくぐりぬけ、自称天使はヤレヤレと肩をすくめた。

《私とその嘘つき悪魔とやらがよく似てるとおっしゃるわけデスか》

「よく似てるどころじゃないだろ！　ほぼ同じだっつうの！」

　違うのは白い肌と金色の髪、そして衣装くらいだ。

　彼女が身に着けているのは、絵本に出てくる天使のようなシンプルなローブだった。ただ絵本よりもだいぶ丈が短く、真っ白な太ふと腿ももが三分の二くらいまで露出している。それが頭上を舞っているわけだから、さらに奥の見えちゃいけないものまで見えちゃいそうだ。

　もしかしたら、ほぼ半裸だったデビよりもエッチな格好かもしれない。

（天使ってパンツ穿はいてるのか？　いや、普通穿いてないよな）

　そんな俺の不ふ埒らちな考えを知ってか知らずか、天使はエヘンと咳せき払ばらいして言った。

《しかしデスね、それは当然のことなんデスよ。天使や悪魔などの高次元存在がこの世界に転移する際、対象者が最も好意を抱く外見で顕現するのは基本仕様デスからね》

「どういうことだ？」

《つまり私と嘘うそつき悪魔の顔が同じなのは、この顔が誠斗まことさんのタイプってことデス》

　そう言うと、自称天使はホレホレと顔を近づけてきた。

「別にタイプじゃないから！　あんまりくっつくと鼻毛が見えるぞ！」

《いやん、見ないでください！って、天使には鼻毛なんかないデスよぉ！》

　照れ隠しに否定したものの、正直彼女の顔も声も可愛かわいいと思う。それが俺の好みだと言われれば、そうかもしれなかった。

　じゃあ、目の前のコイツは本当にデビじゃないんだろうか？

　そういや、俺が「本当は天使だろ」と言う度に、デビは物もの凄すごく嫌な顔をしてたっけ。そんなデビが、たとえどんな理由があるにせよ、大嫌いな天使に化けるとは思えない。

《そんな難しい顔しないで話を聞いてください。私は天界にある嘘撲滅組織Organization of Untruth Stamping Out、略してＯｏＵＳＯオオウソから派遣された天使デス》

「ＯｏＵＳＯって、その略称ヒドいな」

　デビが所属していた組織は、ＵＳＯだったっけ。で、今度はＯｏＵＳＯ。なんだか考えるのがバカバカしくなってきたぞ。

　俺は、エンジェとデビが同一人物かどうか詮索するのを放棄した。

　そんなことは、実は俺にとってはどうでもいいことなんだ。

《私の目的は、最近人間界で悪事を働くＵＳＯという悪魔集団に騙だまされた哀れな小羊たちを救うことデス。どうデスか？　私と契約して、この世界から嘘を一掃するＵＡＰウソアバキポイントキャンペーンに参加しませんｋ》

「参加するぞ」

《いやいや、そうおっしゃらずに──ええっ！　参加する!?》

　食い気味に参加宣言されることは想定していなかったらしく、デビそっくりの天使は急にオロオロしはじめた。

《ええと、私が言うのもなんデスが、もう少し話を聞いてからが良くないデス？》

　超絶うさん臭いし、信じられる要素は微み塵じんもない。

　でも、ＵＰキャンペーンのペナルティでおかしくなった春はる霞がすみとの関係を修復するには、どんなに怪しくても悪魔や天使の力を借りる以外にない。コイツに裏の目的や意図があろうがなかろうが、持ち込まれた話には食いつくしかないんだ。

「エンジェとか言ったな。じゃあ聞くよ。今度のはどんなキャンペーンなんだ？」

《はい。誠斗さんは悪魔に騙され、嘘に溺れて、酷ひどい目に遭ってしまったわけデス。その胸の内には、さぞかし嘘を憎む気持ちがふつふつと沸き立っていることでしょう》

「いや、別にそんなことはないけど。デビには良くしてもらったし」

《シャラップ！　悪魔に良くしてもらうとかありえないデス！　わかりました、洗脳デスね。誠斗まことさんは、悪魔に洗脳されてしまったんデスね！》

　どうにも面倒臭い奴やつのようだ。こっちはとっとと話を進めてもらいたいのに。

《しかも今、私のこと面倒臭い奴だと思ったでしょ！》

「思ってないない。面倒臭い上に勘のいい奴だ、と思っただけさ」

《あ、そうだったんデスか？　ちなみにそれって誉ほめ言葉デスか？》

　これが誉め言葉に思えるとは、天使ってのは面倒臭くて勘がいい上に、脳のう味み噌そお花畑らしい。かなり不安な気がするけど、心底面倒臭いのでごまかして先を急ぐことにした。

「もちろん誉め言葉に決まってるだろ。そんなことより天使様、あわれな小羊に早くお話の続きをお聞かせください」

　指を組んでお願いすると、自称天使エンジェは《ならば語って聞かせましょう》と胸を張った。なんてチョロい。

《ＵＡＰキャンペーンの参加者には、この世に蔓延はびこる人間どもの嘘うそを暴いてもらいマス。嘘を暴くことにより世界に正義をもたらすわけデス。もちろんその報酬として、暴いた嘘に応じて「ＵＡＰウソアバキポイント」をプレゼントしマス。貯たまったＵＡＰを使えば、あーんなことやこーんなことをし放題というわけデス》

　なるほど、前回のＵＰキャンペーンとは真逆。嘘をつくんじゃなくて、嘘を暴くことでポイントがもらえるわけか。

「一つだけ確認事項があるんだ。ＵＡＰで何ができるかって話なんだけど──」

　軽く咳せき払ばらいをして、俺は絶対に必要かつ不可欠なたった一つの質問をぶつけた。

「ＵＰキャンペーンのペナルティを消すことはできるか？」

《そんなエッチなことはできませんっ！　……ありゃ、全然エッチじゃない？》

「いったい俺が何を願うと思ってたんだ？」

《いやぁ、すっかり男子高校生特有の熱い情欲のほとばしりのような願いかなと》

「それが天使の考える事かよ！　いいから答えてくれ。ＵＰキャンペーンでついちまったペナルティを解除することはできるんだろうな」

《できマスよ。天使の力は悪魔より強力デスから。ただし、１００万ＵＡＰが必要デスけどねぇ、グヘッヘッヘッ》

　得意げに言ってからエンジェは天使にそぐわない下卑た笑いを浮かべた。しかし──

「よし、なら問題ない」

　俺は再び即答した。ペナルティを解除し、俺の本心からの告白を春はる霞がすみに信じてもらいたい。そしてできれば正真正銘の恋人同士になりたい。その願いを叶かなえるには、どんなに困難だろうが、Ｕなんちゃらキャンペーンを頑張る以外に方法はないんだ。

　しかし、エンジェはなんだか不満そうだった。

《ちょっと違うんデスよねぇ。こちらとしては『１００万ＵＡＰなんて高すぎるぞ！』的なリアクションを期待してたんデスけど》

「ごちゃごちゃうるさいな。いいから話を進めてくれ。どうせチュートリアルとかあるんだろ。まずは愛あいを相手にやってみようぜ」

　俺はやる気を見せない天使の後襟を掴つかんで部屋を出た。

《ちょっと、ひっぱったら見えちゃいマス！　私、天使なんデスよ！　下着なんか穿はいてないんデスからね！　モロなんデスから！》

　ずり上がったローブの裾を押さえ、エンジェは真っ赤になって悲鳴を上げる。

「やっぱ穿いてないのか。でもまあ、天使なんて尻出してナンボみたいなとこあるし、気にすんな。ほら、さっさと行くぞ！」

《気にしマスって！　もぉ、積極的なのはいいけど、なんか想像と違いマス！》




　涙目の天使を連れて、俺は妹の部屋の前にやってきた。

「よし、じゃあ、妹を呼び出すからチュートリアル頼んだぞ」

《は、はい、じゃあお願いしマス》

　ノックして愛を呼び出す。

「お兄ちゃん、何？　こんな夜中に……」

　現れたのは、ミニチュアダックスの着ぐるみパジャマに身を包んだマイシスター。

　胸のあたりは少し寂しいけど、そこらのアイドルにも負けない美少女だ。本当に俺に似なくて良かった。もう寝るつもりだったのか、トレードマークのツインテールを解いている。こういう姿を見られるのも、兄の特権ってやつだろう。

「悪いな、愛、寝てたか？」

　すると愛は、毛先をいじりながらモジモジとつぶやいた。

「寝てたけどぉ、愛は昼でも夜でも準備ＯＫだから。お兄ちゃんが魔法使いを諦めたんならいつでもいいからね」

　まあ、時折何を言ってるのかサッパリわからなくなるのが玉に瑕きずなんだけどな。

　そしてそんな妹の頭上には、灰色の雲が乗っかっていた。

《その雲は嘘うそのバロメーターデス。嘘といっても必ずしも言葉にしてついた嘘だけではありません。今回のＵＡＰキャンペーンでは、隠している秘密だったり、人を欺く行為も「嘘」にカウントされマス。とにかくやってみましょうか。リピートアフタミー、コレカラオマエノウソヲアバク》

　言われるがままに繰り返す。

「これからおまえの嘘を暴く？」

「お兄ちゃん何言ってるの？　アニメのセリフ？　てか、なんで疑問形なの？」

　妹は不思議そうに小首をかしげた。そりゃ、いきなりこんなこと言われたら心配にもなるだろう。でも心配なのは兄も同じだ。

（なんなんだよ、「これからおまえの嘘うそを暴く」ってのは？）

《ＵＡＰキャンペーンの決め台詞ぜりふデス。なかなか格かつ好こいいでしょ。この台詞を言ってからＵＡするとポイントが加算されマス》

（ＵＡするって、そんな動詞あるのかよ）

《今、神がお創りになりました。神の御意志が私の中で新しい言葉を生み出したのデス》

（それ、エンジェが適当に言ったってことだよな）

《神の御意志は偉大デス。小さなことにはこだわりません。さあ、ここからが本番デス。初ＵＡしちゃってください。タンスカラオレノパンツヲヌスンダノハオマエダナ》

「タンスから俺のパンツを盗んだのはおまえだな！」

　エンジェのヤツ、何言ってんだ？　そして俺、何言ったんだ？

　たしかに最近パンツが減ってるなと思っていたけど、そんなの洗濯サイクルの問題だし、そもそもＪＣが兄のパンツを盗む理由がないし、とにかく愛あいがパンツ泥棒なわけがない。

「だ、だって、お兄ちゃんのパンツってゆったりして穿はき心地いいんだもん！」

　パンツ泥棒だった！

　すると、視界の右隅に懐かしい数字が表れた。０→１０００

《こんなふうに、他人の嘘を暴くとＵＡＰが上昇しマス。そして今みたいに大したことのない嘘の場合、得られるＵＡＰは少量デス》

（おいおい、妹が兄のパンツを盗んでたって、そこそこ大したことだろ！　普通なら家族会議が招集される案件だぞ！）

　しかし俺の心のダメージに比べて、愛の頭上の雲は少し小さくなっただけだ。まだついている嘘があるってことなのか。エンジェは続けた。

《モウヒトツウソヲアバク、センタクカゴカラオレノパンツヲヌスンダノハオマエダナ》

「もう一つ嘘を暴く、洗濯カゴから俺のパンツを盗んだのはおまえだな！」

　言われるがままのセリフを口にして、俺ははてと首をかしげた。

（アレ？　これってさっきのと何が違うんだ？　洗濯カゴからって……まさか？）

　まさか、使用済みの下着ってことか!?

「べ、別にこれは脱ぎたてパンツの匂いを嗅ぎたいからとかじゃないし。ええと、そう、体調管理のためよ。こうやってパンツの汚れからお兄ちゃんの健康を確認してるの！」

　そう言うと、愛はポケットから俺のパンツを取り出して両手で股間部分を広げてみせた。

　なんだってこいつは、ポケットに俺のパンツを携帯してるんだ？

「妹が自分のパンツであやとりしてる図を見せられるって、なんの罰ゲームだよ！」

　慌てて奪い取る。するとなぜだか愛は照れたように身をくねらせた。

「ってことは愛あいのパンツあやとりが見たいの？　もぉ、変態さんなんだからぁ」

「変態さんはおまえだろっ！」

　いつのまにか、妹の頭上からはすっかり雲が晴れている。

　ＵＡＰも上昇していた。１０００→３０００。

《こんな感じで、当人が暴かれたくない嘘うそを暴けば大量のＵＡＰが貯たまりマス。ドゥユーアンダスタン？》

　嘘つき悪魔ならぬ嘘暴き天使は、眼鏡をずり上げながら得意げに言った。

　どうやら一つの嘘を暴いて得られるＵＡＰは、以前のＵＰキャンペーンで一つの嘘をついて得られるＵＰより多いらしい。それだけ嘘を暴くのは難しいってことなんだろう。

　たしかに理解はした。したけど……

（あのなぁ！　おまえのせいで折せつ角かく修復された兄妹きようだいの絆きずなにヒビが入っちまうだろ！）

《まあまあ、兄と妹なんて年に一回口を利けば良い方じゃないデスか》

（エンジェんちはそうかもしれんけど、ウチは仲良し兄妹なんだよ！　まったく、天使とか悪魔とかは、どこも家庭環境に問題アリなのか!?）

《そこまでおっしゃるなら、じゃあこの契約はなかったということで》

　俺のツッコミにふてくされたエンジェは口を尖とがらせる。慌てて引き留めた。

（それとこれとは別問題、契約するのはもう決定事項だ。どうした？　もっと喜んだらいい。前みたいにクラッカー鳴らしてパフパフドンドンしていいんだぞ）
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《はて？　なんのことデス？》

　カマを掛けてみたが、さすがにそれに引っかかるほど馬鹿じゃなかったか？　それとも本当にコイツはただの天使なんだろうか？

　首をひねっていると、愛あいが不思議そうに訊たずねてきた。

「お兄ちゃん、何かいいことあったの？　すごくうれしそうな顔してるよ。手に入れた同人誌が貧乳妹モノだったときみたいな」

「フン、兄を甘く見るなよ。最近は巨乳モノも嗜たしなむように、って何言わせるんだ！」

　どうやら、いつのまにか頬ほおが緩み切っていたらしい。まあ、しかたあるまい。

　念のため言っておくが、デビ（？）と再会できて嬉うれしいわけではけっしてない。

　これでようやく春はる霞がすみのペナルティを解除できるめどが立った。もちろんこのまま簡単に事が運ぶとは思わないけれど、まったく打つ手のなかったさっきまでと比べると大きな一歩を踏み出したんだ。

　俺は、新しい（？）相棒に向かって宣言した。

（よし、これからじゃんじゃんＵＡしてやるぞ！　卯う曽そ月づき誠斗まことのウソキャンペーン挑戦第二章のはじまりはじまりだ！）






第一章　嘘うそ暴き天使は罪を憎まない









（……マジかよ）

　翌日の早朝、通学電車に乗った俺はそこで目にした光景に思わずため息をついた。

　電車内の乗客全員の頭上に雲が乗っている。大小濃淡はさまざまだが、雲のない人間は一人もいなかった。つまり、ここにいる全員が嘘をついてるってことだ。

　嘘つき悪魔のデビと過ごした三か月。

　俺は春霞陽はるにたくさんの嘘をついた。彼女は俺の嘘が好きだと言ってくれたけど、内心ずいぶん傷ついたはずで、その点については海より深く反省している。

（でも考えてみりゃ、まったく嘘をつかずには生きていけないのが人間だよなぁ）

《何甘いこと言ってるんデス！　神様は嘘なんてものは金輪際お許しになりません。いや、たとえ神が許してもこの私が許しません。さあ、ＵＡ戦士誠斗よ！　罪深き嘘つき人間どもをＵＡしてやりなさい》

（ＵＡ戦士って、いつのまに俺はそんな日曜朝っぽいキャラになったんだ？）

《細かいことは気にしない！　人類救済のためデス！　嘘つき人間を蹂じゆう躙りんし粛清し殲せん滅めつするのデス！》

　エンジェは俺の頭の上で純白の旗を振りかざしていた。

　人類救済のために嘘うそつき人間を蹂じゆう躙りんせよって、まるで健康のためなら死んでもいいとかいう小話みたいだ。いつも暇そうに寝転んでいたデビの姿を思い出して、俺はふと「いつか人類を滅ぼすとしたらそれは悪魔じゃなくて天使だろう」なんてことを思った。

（けど、嘘を暴けと言われてもさあ。見ず知らずの他人がどんな嘘をついてるかなんてわかるわけないだろ。これじゃあ、前のＵＰキャンペーンの方が楽だったな）

　俺のこぼした愚痴を聞いて、エンジェはプンスカと頬ほおを膨らませる。

《なんデスと！　悪魔のキャンペーンの方が良かったなんて心外にもほどがありマス！　では、こうしましょう。１０００ＵＡＰを使って、キーワード表示をしてあげマス》

「キーワード？」

《まあ、見ていてください。せーの！》

　エンジェの掛け声に合わせて、ポンという茶筒が開くような音がする。

　途端に、周囲の人々の頭上に文字が表示されるようになった。

（なんだなんだ？）

《頭上の文字がその人の嘘に関するキーワード。ヒントみたいなものデスね》

　そう言われて辺りに目をやると、右隣の小学生男子の頭上には、『テスト』の文字があった。点数が悪かったテストを親に隠してるんだろうか。

　さらに目の前に座ってイチャついているカップル。男性の頭には『合コン』。女性の頭には『元カレ』。仲が良さそうに見えて、互いに隠してることがあるみたいだ。

　その隣に、華はな村むら学がく園えんの制服を着た男子がいた。その頭上の文字は『櫟いちい原はらみらの』。二年Ｂ組の女子の名前だ。もしかしてこっそり好きだったりするのかな。

《どうデス？　ヒントがあると、俄が然ぜんＵＡしやすいでしょう。さあ、やっちゃってください！　「これからおまえの嘘を暴く、ビシッ」って》

　得意げなエンジェに、俺はやれやれとため息をついた。

（無理無理、こんな不確かなヒントで赤の他人にそんなことしたら、即通報案件だぞ）

《えー、やりましょうよ。通報くらいいいじゃないデスか。誠斗まことさんアレデス？　赤信号のとき、車が全然来てなくても渡らないタイプデスか？》

（タイプとかじゃなくて渡らないって！　それ軽犯罪だから！　罪だから！）

　すると天使エンジェは一点の曇りもない清らかな笑顔でこう言い放った。

《嘘を憎んで、罪を憎まず。私は嘘暴き天使なんで、ぶっちゃけた話、他の犯罪は殺人とか強盗とかでもスルーしマス》

　マジかよ、縦割り行政の弊害は天界にまで及んでるのか？

（とにかく、電車の中ではＵＡ禁止！　ＵＡダメ絶対！）

《ＵＡは痴漢じゃないデスよぉ！》

　愚ぐ図ずるエンジェをなだめすかして、俺は電車を降りた。

　とはいえやる気がないわけじゃないんだ。通学路を歩きながら、辺りに目を配る。

　よく知ってるヤツが相手なら、キーワード一つでもそこそこ嘘うそを絞り込めるし、仮に間違えたことを言っても冗談で済むだろう。

「さあて、どこかにすぐにわかる嘘をついているやつはいないかな？」

　まだ朝早いせいか、人通りはほとんどない。この時間に通学路を歩いているのは、朝練のある運動部くらい──そんなことを考えていたら、背後から声を掛けられた。

「おはよー、相変わらず早いね。あ、これ、ディスってるんじゃないよ」

「朝っぱらから、なんの話してるんだ？」

「だから登校時間の話だってば。話は変わるけど、江戸時代の武士って本当に『なんとかで候』とか言ってたのかな？　それってセクハラじゃない？」

「話変わってないよな！」

　小鳥のさえずりのような涼やかな声でささやかれる、サイテーの下ネタ。

　振り返るまでもなく、俺が一年間片かた想おもいしていた陸上美少女、大おお空ぞら真ま森もりだ。

「おう、大空おはよう。今日も朝練か、頑張ってる……な……」

　隣に駆け寄ってきた大空を見て、一瞬言葉を失った。

　軽快なステップに合わせて、ミニスカートが太ふと腿ももで翻る。ショートボブから覗のぞく日焼けした顔には、ひまわりのような笑顔が浮かんでいた。

　まさに無敵の真夏の太陽、最上級の美少女。それはいつも通りなんだけど──

　その頭上は灰色の雲に覆われていて、そこにあるキーワードは『卯う曽そ月づき愛あい』。

（なんで、愛の名前？）

　大空と愛は、六月に俺の家でやった勉強会で顔を合わせているけど、それ以外に接点があるって話は聞いたことがなかった。

「ええと、最近俺の妹となんかあった？」

　すると大空のヤツ、露骨にギクリとしやがった。

「え、ええと、ＩＤ交換して時々メッセしてるけど？　勉強わからないトコとかウチの高校のこととか教えてあげたり。あたし兄弟いないから、妹みたいな感じでさ」

　頭上で渦巻く雲がだんだん濃くなっていく。あやしい。そういえば勉強会の時、大空は妙に熱いまなざしで愛のちっぱいを覗き込んでいたっけ。

「ふうん、ちょっと確認しておくけど、大空は百ゆ合りじゃないんだよな」

　今年の五月、春はる霞がすみとの仲を疑う俺に大空は「自分は百合じゃない。彼氏が欲しい」と断言したはずだ。ところが、どうでしょう。大空はいつもの竹を割ったような態度から一転、人差し指と人差し指を合わせてモジモジしはじめた。

「も、もちろんだよ。でもほら、あたし卯曽月クンにフラれたばっかりなわけだしさ」

　いつ俺が大おお空ぞらをフッたんだ？　そう言おうとしてやめておいた。

　実際には、好きだったと告ったのは俺で、ごめんなさいをされたのも俺の方だ。

　けど今の俺が好きなのは春はる霞がすみなんだから、結局は同じことだろう。

「それですぐ他の男子に乗り換えるなんて、ちょっとハレンチがすぎるでしょ。でもその点、女の子が相手ならセーフっていうか、あーもちろん、愛あいちゃんと恋人同士になりたいとかそういうんじゃないんだよ。エッチなこととかは一切考えてなくて、ただ癒いやされたいっていうか、だって愛ちゃんってホント天使そのものなんだもん」

《あら、妹さんも天使だったんデスか？》

（いや、アイツの本性は天使ってより悪魔だと思うぞ）

「とにかくあたしたちは健全で純真で清純な関係だから。全然オッケーなヤツだから」

　聞かれてもいないのに真っ赤になってプラトニックを力説する大空。さすが俺の初恋の人だけあって、その照れた表情は思わず涎よだれが出そうなくらい可愛かわいい。

　だがその可愛さとは裏腹に、頭上の雲はこれ以上はないほど真っ黒になっていた。

　嘘うそをついていることは間違いない。

　ここで嘘を暴けば、さぞかし大量のＵＡＰを獲得できることだろう。しかし──

「は、ははは、ならこれからも愛と仲良くしてやってくれよ」

「う、うん、それじゃ、あたし朝練だから先に行くね」

　笑顔をひきつらせながら、大空真ま森もりは猛ダッシュで去っていった。スカートが捲まくれて、スパッツが露あらわになるのもお構いなし。あっというまに後ろ姿が見えなくなった。

《なぜＵＡしなかったんデスか？　「俺の妹を性的な目で見てるだろ、ビシッ」って》

（そんなこと言えるわけないだろ！　めっちゃ気まずくなるじゃんか！）

　ルールを聞くだけと、実際にやってみるのとはかなり違う。

　相手が知っている人間で、ついている嘘を簡単に見破れたとしても、その後の人間関係を考えたら簡単にＵＡできるとは限らないわけだ。

　どうやら、今度のＵＡＰキャンペーンもなかなかに手ごわいらしい。




　大空と別れた俺は、新校舎にある二年Ｃ組の教室に向かった。早朝のこの時間、校舎にはまだほとんど人影がない。

　思い出したようにエンジェが、はてと首をかしげた。

《そういえばなぜこんな早くに登校してるんデス？　私の見立てによれば、誠斗まことさんは夜中までゲームして寝落ちして、朝は遅刻ギリギリで教室に駆け込むキャラデスよね》

（見た目で人を判断しちゃいけませんって、おまえの神様は言わないのか？）

《いいえ、我らが神の御み言こと葉ばを集めた日めくりカレンダーの一月一日には「人は見た目が１２０％」と書かれてマスね》

（正月早々それかよ！　絶対に入信したくない宗教だな）

《はい、こちらからも１２０％お断りデス》

（くそぉ、悪魔にもそこまで言われたことなかったのにぃ）

　俺が朝早いのは、もちろん朝一の教室で春はる霞がすみが俺を待っているからだ。相変わらず春霞は俺が大おお空ぞらを好きだと思い込んでいて、俺の恋を応援するつもりでいる。そんな歪ゆがんだ関係でも、二人きりで過ごせる朝の時間は俺にとって貴重なひと時だった。

　それを知らないってことは、やっぱり天使は悪魔じゃないんだろうか？

《なるほど春霞さんが相手なら、ＵＡし放題ですね。よく知った相手だから嘘うその中身はわかりやすいし、気心が知れているから多少失礼なことを言っても関係が壊れないし》

（そうはいかないと思うぞ）

　たしかに前回のＵＰキャンペーンのときは春霞が得点源になってくれた。けどあれは春霞が俺の嘘を大好きで、ついた嘘をなんでも信じる特異体質（？）だったおかげだった。

　今回のＵＡＰキャンペーンは、状況が全然違う。

　そもそも春霞の嘘を暴くためには、春霞が嘘をついていなきゃいけない。以前の春霞ならともかく、今の春霞には俺に嘘をつく理由がない。

「おはよう」

　挨拶をしながら、教室のドアを開ける。

　窓際一番後ろ、いわゆるラノベ主人公席で本を読んでいた春霞が、俺に気がついてぴょこんと顔を上げた。その顔に、花が咲いたように笑顔が広がる。

「卯う曽そ月づきくん、おはようございます！」

　まるで、ご主人様の帰りを喜ぶ子犬だ。しかし机の上に乗っかった巨大な二つの塊だけは、全然子犬じゃなかった。最近気がついたんだけど、この重い二つの塊から肩を休めるため、春霞は人が見てないときにはちょくちょく机に胸を乗っけて「乳休め」をしている。以前よくオタク友達と「転生したら何になりたい？」なんてくだらない話で盛り上がったけれど、今なら絶対に春霞の机だ。だって考えてみて欲しい。机を擬人化した場合、まず天板＝顔だろう。つまり机のヤツ、顔面に春霞の下乳を乗っけてることになるじゃないか。まったく羨ましいにもほどがある。

「おう春霞、おはよう。今日も早いな」

　無機物つくえにジェラシーを感じながら、隣の席に向かった。

　五月以降、席替えの度に俺は様々な手段を講じて春霞の隣をキープしていた。

（ふふん、この席だけは譲れない。なんといっても俺の一日は、この巨乳美少女ＪＫとの楽しい会話から始まると決まっているんだからな──って、ええっ！）

　一瞬、目が点になった。春霞の頭上で真っ黒な雲がとぐろを巻いていたからだ。

（なんでこんなに黒い雲が！）

《なんでって、そりゃ陽はるさんが嘘うそをついてるからでしょ》

　エンジェが涼しい顔で言う。

　たしかに今年の八月、春はる霞がすみは俺にたくさんの嘘をついた。

『最初から俺のことは好きじゃなかった』

『俺よりカーストが上の男子とつきあうから別れてくれ』

　でもあれは俺のためについた嘘で、今はもうそんな嘘をつく必要はないはずだ。

「は、はるがすみ、あ、あのさ……」

　今度はいったいどんな嘘をついているんだろう？　まさか、他に好きな男ができたとか？　震える足取りで春霞に近づく。頭上に浮かぶ文字が見えてきた。

（な。なんだこれは？）

　そのキーワードは──『からあげさん』

　からあげさん!?　それが新しい男の名前か！　……ってわけないよな。これは、あれだ。某コンビニで売ってる、小ぶりでコロコロした唐揚げだ。

　俺は咳せき払ばらいを一つして言った。

「ええと、これから春霞の嘘を暴くぞ」

「えっ？　急に何です？　やだなぁ、わたし卯う曽そ月づきくんに嘘なんかついてませんよぉ」

　大きな黒目がちの瞳が右斜め上を向く。丸くて赤いほっぺはプニプニして栄養満点といった感じだ。

「ダイエット頑張ってるって言ってたけど、昨日コンビニでからあげさん食ったろ」

「……そ、それは」２０００→３０００

　どうやらＵＡに成功したらしい。けど、まだ黒い雲は晴れない。

　頭上の文字が変わって、次のキーワードが表示された──『フレチキ』

「それだけじゃない。別のコンビニでフレンドチキンも食べたな」

「ど、どうしてそれを？」３０００→４０００

　さらに次のキーワードが表示される──『マッキンリーフライドチキン』

「まだまだあるぞ。白い髭ひげ爺じいさんの店のチキンも食べた」

「だってだってぇ、お父さんがお土産に買ってきちゃったんだもん」３０００→４０００

　そうして俺は、春霞の頭上が真っ白になるまでＵＡし続けた。

「ごめんなさぁい。ダイエットしてるだなんて、全部嘘でしたぁ」

　全てを暴露された春霞は涙目で机に突っ伏す。けれど胸がエアバッグになって全然机に顔がついていなかった。

「別にダイエットなんかする必要ないだろ」

　心の底からの正直な感想だ。春霞は、体重や体型的にいって全然太っていない。ただ奇跡的に胸が大きいだけだ。それはもう思わず跪ひざまずいて拝みたくなるレベルだった。

　もちろん、春はる霞がすみの魅力は胸だけじゃない。顔は超可愛かわいいし、表情は見ていて飽きないし、性格はいじらしくて抱きしめたくなる。

　けれど、それとこれとはまったく別の問題なのだ。もし誰かが春霞にダイエットを吹き込んだせいで彼女の胸が一ミリでも小さくなったとしたら、そいつへの刑罰は懲役２００年だと俺国憲法の第一条第一項で定められていた。てか、世界遺産認定はまだか？

「気休めはいらないです。卯う曽そ月づきくんだって、痩せてるまもちゃんが好きなくせに」

「俺は、いまのままの春霞が一番好きだよ」

「もぉ、卯曽月くんの嘘うそつき！」

　春霞はふっくらした頬ほおをさらにぷうっと膨らませる。ハムスターみたいで超可愛い。

　ここはひとつ、春霞が喜ぶアレをしてあげよう。

「そういえば、北きた菊きく谷やの駅ビル、三百年続いていた改装工事がやっと終わったらしいな」

「三百年!?　ということは江戸時代から工事してたんですか、すごいです！」

「ああ、だから初めのうち藁わらぶき屋根だったトコが途中から鉄筋コンクリートに継ぎ変わって、って嘘に決まってるだろ！　サグラダファミリアかよ！　三年だ、三年！」

「へへへ、またダマされちゃいました」

　騙だまされたと言いながらも、春霞は今日も嬉うれしそう。

　そうなんだ。春霞は、俺に騙されるのが大好きなんだ。

「でもまあ、三年でもなかなかだよな。今度の日曜日、行ってみないか？」

「まもちゃんとデートですか？　いいですね。今の嘘のお礼にわたしがばっちりセッティングしてあげます」

「……いや、そうじゃなくて、春霞と二人でなんだけど」

「それはダメです。わたしはあくまで応援団、卯曽月くん専属チアガールですから」

　こんなに可愛い専属チアガールがいるなんて幸運すぎて怖いくらいだが、チアガールに手を出すのは厳禁らしい。デートに誘ってみたものの、あっさり断られてしまった。

《フフフ、残念でした。陽はるさんとデートするには、ＵＡＰを貯ためてペナルティを解除しなきゃダメってことデスよ！》

　春霞の嘘を暴いてゲットしたＵＡＰは４０００。１００万までは程遠い。

　今回も春霞にはポイントゲッターを期待したいけど、幸か不幸か彼女の嘘はおやつ隠れ食い程度だ。大量のＵＡＰは望めそうもなかった。

（むう、ちょっとこれは作戦が必要だな）

　ちょっと整理してみよう。

　今回のＵＡＰキャンペーンについて、わかっていることはこんなところだ。

『まず、ＵＡの前に「これから嘘を暴く」と宣言しなければならない』

『ＵＰキャンペーンと違って、嘘とは「言葉にした嘘」だけじゃなく、「隠しごと」や「秘密」も含む。ただし本人が自覚していない嘘うそは嘘に入らない』
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『一つの嘘を暴いて得られるＵＡＰは、一つの嘘をついて得られるＵＰより多い。消費してできることはＵＡＰとＵＰでほぼ同じ。つまり、ＵＡＰキャンペーンの方が効率がいい』

『ついている嘘は一つとは限らないけど、表示されるキーワードは一つずつ。一つ嘘を暴けば、別の嘘のキーワードが表示される』

　さて、どうすれば攻略できるだろう？




　そして、昼休みがやってきた。

　いつもは俺と春はる霞がすみと大おお空ぞらの三人、屋上手前の塔屋で昼食を取るのが日課になっているんだが、今日は春霞も大空も用事があって塔屋には来られないという。

「二年Ｃ組、卯う曽そ月づき誠斗まこと君、至急生徒会執行部室まで来なさい」

　校内を呼び出し放送が流れる。だが、氷ひ鳥とり沢ざわ会長からの呼び出しはロクな用件じゃないと予知できたので、無視して新校舎一階のピロティで張り込みをすることにした。

　ここは学食と購買に向かう生徒たちの通り道だ。

《たしかに人通りは多いデスけど、どうするんデス？》

（まずはターゲットを探す。多少不ぶ躾しつけに嘘を暴いても今後の学生生活に支障をきたさないそこそこの知り合いだ。で、そいつのキーワードから嘘を推定できそうなら、積極的にＵＡを仕掛けていくぞ）

　早速、顔見知りの男子三人組がやってきた。

　去年美化委員会で同じだった山やま田だと又また吉よしと高たか山やまだ。今年になってまだ一度も話してないけど、当時流は行やっていたアニメの話題で盛り上がったオタク友達。その頭上にはご多分に漏れず黒い雲が乗っていた。コイツらなら、ＵＡしても冗談で済ませてくれるだろう。

「よぉ、久しぶり」まずはフレンドリーに話しかける。

「卯う曽そ月づき、この裏切り者め、死ね！」

「人魚姫を彼女にするなんて、どんな卑ひ怯きような手を使ったんだよ、はやく死ね！」

「まあ自分は三次の女になんか興味ないけど、とにかく死ね！」

　なんだか想像したのとは違う反応が返ってきたけど、とりあえず三人の頭上の文字に目をやった。そこに書かれたキーワードは、

『プールの水』『アイドル声優の弟』『イケメンオーク』。

（どんな嘘うそをついてるのかさっぱりわからん！　てかイケメンオークってなんだよ、オークにイケメンもフツメンもないだろ！）

　しかたない、ここはスルーして他のヤツを探そう。




　次にやってきたのが、同じクラスの陸上部女子だ。たしか大おお空ぞらと仲が良かったはずで、接点はなくもない。集団の女子に話しかけるなんてありえないけど、うまい具合に一人きりのようだ。

「やぁ、坂さか本もとさん……だったよね」

　さりげなく近づいて、頭上を確認する。そのキーワードは……『妊娠検査薬』

（ダメだ、重い重すぎる！）

「ん？　ウチに何か用？」

「い、いえ、なんでもないです」

　怪け訝げんな顔で問いただされ、俺は尻尾を巻いて逃げ出した。




　そんな感じでしばらく空振りが続いたが、ついに格かつ好こうのターゲットがやってきた。

　俺と同じ中学出身の石いわ清し水みず疾はや人と。中学時代から常にクラスの中心にいる陽キャオブ陽キャで、そのくせ俺みたいな陰キャにも優しい好青年だ。

　石清水なら、俺が嘘を暴くとか言っても笑って流してくれるだろう。

　こっそり後ろから近づくと、その頭上に『櫟いちい原はらみらの』の文字。

　朝も目にしたその名前には覚えがあった。櫟原みらのは、俺や石清水と同おな中ちゆうだ。

　ただし中学時代に言葉を交わしたことはたった一度しかない。櫟原は、俺とまったく接点のないゴリゴリのカースト上位グループだった。同じ高校に進学したことすらすっかり忘れていた彼女の名前を目にしたのは、今年の八月、生徒会執行部室でだ。

　櫟いちい原はらは、生徒会長が極秘に作成している『急に服装が派手になった要注意生徒リスト』の栄えある第一位だった。リストによると、彼女は今年のＧＷ明けから急にギャルデビューしたらしい。まじめな生徒ばかりの華はな村むら学がく園えんにはかなりレアな存在だった。

（なるほど、これはいけそうだぞ）

《どんな嘘うそかわかったんデスか？》

　陽気なイケメンの石いわ清し水みずと、派手なギャルになった櫟原。

　なかなかお似合いのこの二人は、実は二人とも国文志望の二年Ｂ組だった。

　同じ中学出身で高校でも同じクラスとくれば、二人がつきあっていても何の不思議もない。なのに、そんな話は聞いたことがない。

（きっと石清水は櫟原との交際を内緒にしてるんだよ。つまり石清水のついている嘘、というか隠してる秘密はズバリ、『櫟原みらのとつきあってる』ってことさ）

《なるほど。でもどうして内緒なんデス？　お似合いなんだから隠すことないのに》

（それはホラ、周囲に隠れてこっそり交際してる間が一番盛り上がるから、とか？）

《あーすみません。誠斗まことさんに恋愛のことを訊きくなんて、無意味で無駄で無遠慮でしたね。いやもちろん、これは誉ほめ言葉デスよ。一生清らかさを貫くなんて、誰にでもできることじゃないデス。神様もきっとお喜びになりマス》

（俺だって一生は貫かないよ！　てか貫かない予定というか、貫かなきゃいいなぁ）

　すっかり脱線してしまったけど、とにかく石清水がついている『櫟原みらの』がキーワードの嘘なんて「二人がつきあっている」以外には考えられない。

　俺は、通り過ぎようとする石清水の行く手をさえぎってこう宣言した。

「石清水疾はや人と、これからおまえの嘘を暴くぞ！　櫟原みらののことだけど」

　おまえらつきあってるんだろう、そう言おうとした途端、石清水の目つきが変わった。

「卯う曽そ月づき、ちょっと来い」

「えっ？　ええっ!?」

　急に腕を取られて、ぐいぐい引っ張られる。

　抵抗する間もなく、人ひと気けのない体育館裏へと連れていかれた。

　華村学園には有名なスポットがいくつかある。

　一つは旧校舎裏の温室前の花壇。ひかれ合う二人が集う場所で、意中の相手を連れて来て告白すれば九割以上の確率で成功するという、おなじみの告白の聖地だ。

　それと双璧なのが、この体育館裏。いがみ合う二人が集う場所で、渦中の相手を連れて来て議論すれば九割以上の確率で殴り合いになるという、果し合いの聖地だった。

「オレが嘘をついてるだと？　しかも櫟原のことでって、どういう意味だ？」

　石清水は俺を壁に押し付けて凄すごんだ。コンクリの壁が後頭部にあたって地味に痛い。

《キャー、これって壁ドンってヤツデスか？》

（何言ってんだ、男同士で壁ドンも床ドンもポセイドンもないだろ！）

《男同士でポセイドン!?　なんか私すごいの想像しちゃいました》

（鼻血ふけ、このダメ天！　そんなことより石いわ清し水みずだよ。いきなりどうしちゃったんだ？　別に櫟いちい原はらとつきあってるとかバレて困ることじゃないし、そもそもコイツはめっちゃ明るいパーティピーポーで、こんなキレキャラじゃないはずだぞ！）

　しかし石清水は、普段の好青年からは想像もつかないドスの利いた声でこう言った。

「卯う曽そ月づき、おまえ櫟原みらのの何を知ってる？　誰に聞いたんだ？」

「べ、別に、俺は何も知らないし、誰にも聞いてないよ」

「とぼけても無駄だぞ！　正直に白状するまで逃がさないからな！」

　あわてて弁解するが、信じてもらえなかった。そりゃそうだよな。おまえの嘘うそを暴くって最初にズバリ言っちゃってるもんな。

　頭上の天使に問いかける。

（なあ、ちなみにＯｏＵＳＯオオウソのことを他人に話しちゃったりしたら、どうなる？）

　すると、どこかで聞いたような返答が返ってきた。

《もちろん、口にするのも憚はばかられるような世にも恐ろしいペナルティが待っていマス》

（だよなぁ）

　その間に、石清水はスマホを取り出して誰かとやり取りし出した。

　一分もしないうちに校舎裏に十名近い生徒が現れはじめる。男子生徒だけじゃなく、数名の女子も混じっていた。どうやら全員石清水と同じ二年Ｂ組のようだ。

（わかったぞ。コレはアレだ。ドッキリ的なモニタリング的なヤツだ）

　そのうちに誰かが『大成功！』の札を持って出てくるに違いない。そんな希望を抱きながら集まってくるＢ組の連中を見ていた俺は──我と我が目を疑った。

《……あれま、こりゃ壮観デスね》

（……いったいどういうことだ？）

　集まった生徒たちのキーワードは全て同じ、『櫟原みらの』だった。

　こっちも櫟原みらの、あっちも櫟原みらの、櫟原みらののバーゲンセールだ。

《ええと、さっきの誠斗まことさんの推理からすると、ここにいる全員がみらのさんとつきあってるってことになりマスね》

（全員って、いったい何股だよ!?　いくらギャルでもそんなわけないだろ！）

　どうやら石清水と櫟原がつきあっているというのは俺の勘違いだったらしい。

《じゃあ、なんでここにいる皆さんのキーワードが『櫟原みらの』なんデスか？》

（それがわかりゃ、とっくにＵＡしてるって！）

　俺の知る櫟原みらのの情報は、ほんの噂うわさ話ばなし程度だ。

　学年で五本の指に入る美少女。性格は真面目で、頼まれたら嫌と言えない姉御肌の人気者。中学のときはテニス部だったけど、高校では部活に入っていない。

　しかもそれも去年までの話だ。彼女は今年のＧＷ明けからギャルデビューし、学校も休みがちになっている。校内では当時ちょっとした騒ぎになったらしいけど、俺はその頃ＵＰキャンペーンで忙しかったため、すっかり話題から取り残されていた。

「おまえ、Ｃ組の卯う曽そ月づきだな。嘘うそを暴くとか言ったらしいじゃん」

「いったい何を、どこまで知ってる？」

「櫟いちい原はらの話を誰から聞いたんだ!?」

「春はる霞がすみさんと大おお空ぞらさんと二股掛けてるってのはホントか？」

「正直に白状しないと、後悔するぞ！」

　どうやら集まったＢ組の連中は、櫟原みらのに関するなにか重大な秘密を俺に知られてしまったと勘違いしているらしい（約一名ポイントが違うヤツもいるみたいだけど）。

　俺は取り囲まれ、壁に押さえつけられ、白状しろと迫られた。

　俺だって白状できるものならしたいけど、知らないものは白状のしようがない。

　なにがなんだかわからなかった。確実なのは、ここにいる全員が『櫟原みらの』に関する嘘をついてるってことだけだ。櫟原みらのにいったい何があったんだろう。彼女が急にギャルになったことと関係があるんだろうか。

　俺が黙っていると、石いわ清し水みずが腹立ちまぎれに言った。

「こうなったら身体からだに聞くしかないな」

　皆も口々に賛同する。

「そうだな！」「やっちまおう！」「その方が早いな！」

「えっ？　身体に聞くって、それ拷問的な？　冗談だろ、ウチそんな高校じゃないぞ！」

　我が私立華はな村むら学がく園えんは品行方正なお坊ちゃんお嬢ちゃん学校のはずだ。

　俺は必死で懇願したが、石清水は無情にも首を振った。

「卯曽月が悪いんだよ、正直に白状しないから」

「いやいや、そんなツンデレ魔法少女みたいに言われてもさ！」

　こうなったらしかたない。俺は力を振り絞って男たちの腕を振りほどくと、アスファルトの地面に土下座した。

「拷問なんて勘弁してくれ！　んでもって、もしそれがダメでどうしても拷問するんなら、是非後ろにいる女子のみなさんにお願いします！」

　………しばしの沈黙。その後で悲鳴が響き渡る。

「うわっ、こいつキモっ！」「マジでアタオカじゃん。もうやっちゃって！」

　女子たちの号令一下、むくつけき男どもの腕が振りかざされる。

　殴られるのか、と思ったらその腕は俺の制服のボタンを外し始めた。顔が青ざめる。

（ちょっと待て！　身体からだに聞くって、そうゆうこと？）

《もしかして誠斗まことさん、こんなところで魔法使いの権利を失うんデスか？》

　そして、次の瞬間──

「ギャハハハ！　やめて、やめてくれ！　ギャハハハハハハ！」

　メチャクチャくすぐられた。男たちの指が腋わきや腹や内うち腿ももを容赦なく這はいずり回まわる。

《さすが華はな村むら学がく園えん、リンチまで上品デス》

（なに暢気のんきなこと言ってんだ！　コレ普通に殴られるより全然きっついぞ！　ああ、せめて女子にくすぐられるんならご褒美だと割り切れたのにぃ！）

《うわっ、マジでキモい。私天使なのに死ねばいいとか思っちゃいましたよ》

（そんなこと言わず助けてくれ！　俺もう、かなりＵＡＰ貯たまってるだろ！）

《では、どんなにくすぐったくても顔に出ない「不器用な男スキル」でどうデス？》

（顔に出なくてもくすぐったいんじゃ意味ないよな！）

《じゃあ、くすぐったさが快感に変わる「くすぐられマニアスキル」ならどうデスか？　これならこのくすぐり地獄がエクスタシー天国に早変わりデス！》

（なんて使えないんだ、このダメ天使！）

　まったく役に立たないエンジェのせいで、俺はただただくすぐり地獄を耐えるしかなかった。腹筋が崩壊し、鼻水と涙と涎よだれがあふれ出るがどうしようもない。

　白状しようにも、『櫟いちい原はらみらの』のことなんて何にも知らないからだ。

「こいつ、しぶといな」「このくすぐり攻撃に耐えるとは」「ホントに秘密を知られたのか？」

　耐えて耐えて、ようやく連中もくすぐり疲れたらしい。助かったと思いきや、再び石いわ清し水みずが言った。どうやらこの櫟原みらの軍団のリーダーは石清水コイツらしい。

「よし、こうなったら最終兵器投入だ」

　よくわからないが何かとてつもなく恐ろしい予感がする。

「斗と影かげ、おまえの靴下で鼻を塞げ」

「なんで俺の靴下が最終兵器なんだ？」

「いいから早くしろって！」

　石清水に急せかされて、背の高い男子がしぶしぶ靴を脱ぎはじめた。たしか彼は剣道部だったはず。そんなことを考えていると、突然モワッとした臭気が漂ってきた。

（剣道部員の靴下！　それ、ガチの最終兵器じゃん！）

　予感的中だ。思わず顔を背ける。鼻を摘つまみたかったが、手は押さえられていた。

（もう、ダメだ……チクショー、死ぬ前に一度でいいから春はる霞がすみの胸を揉もみたかった）

《うわっサイテー、本気でもうとっとと死んだ方がいいデスね》

　斗影が指で摘み上げた靴下からは、おぞましいオーラが立ち上っている。これはアレだ。めっちゃステータス異常を引き起こす系のヤツだ。

　あまりの破壊力に周りの生徒たちも思わず一歩離れる。

　その瞬間を、俺は見逃さなかった。

「先手必勝、乾けん坤こん一いつ擲てき！」

　素早く斗と影かげに飛びついて靴下を奪い取ると、ナイフよろしく振り回す。拡散されるドブのような臭いに、女子たちは悲鳴を上げ、男子たちは顔を青くしてうずくまった。

「くらえ！　アルティメット・ファイナル・ジャスティス！　相手は死ぬ！」

　石いわ清し水みずの顔面に靴下を叩たたきつけると、俺は脱だつ兎とのごとく逃げ出した。




「まったくひどい目に遭った……うわぁ、この臭い落ちねえなぁ」

　グラウンド脇にある人ひと気けのない手洗い場で右手を洗い続けること五分。

　ようやく最終兵器の汚染から解放されホッと一息をついた、その時だった。

「つき……た、たす……」ズボンの裾を引っ張られた。

　ぎょっとして振り返ると、足元に女子が倒れていた。ズボンを握った指がかすかに動いているから意識はあるらしい。慌てて抱き起して、また驚いた。

　倒れていたのは、ギャルだった。小麦色の肌にばっちりメイク。背中まで伸びたストレートヘアはプラチナブロンドに輝いている。

「おい、大丈夫か？」

「おな……いた……けど、く……りの……ばなお……」

　おなか痛いけど薬飲めば治る、そう言いたいようだ。

　握った右手を開くと、薬のカプセルがあった。どうやら腹が痛くなって薬を飲もうと水道まで来たけど、あと一歩で力尽きたらしい。

「これを飲ませればいいんだな。よし、口開けて……水だな」

　カプセルを口に放りこみ、水道の蛇口から水を手ですくって流し込んだ。

「飲めたか？　どうする？　苦しいなら、保健室に行くか？」

　すると金髪ギャルは薄目を開けた。少し楽になったらしい。

「薬飲んだから、もう大丈夫だと思う……それよりおなか擦さすって」

「なんですとっ!?」

　予想外の申し出に驚いて、ギャルの姿をチラ見した。制服のベストとシャツのボタンが外れて胸の谷間が全開になっている。そのうえ、ただでさえ短いスカートがずり上がって、奥にあるピンク色の布がちらちら覗のぞいていた。ぶっちゃけ、めっちゃエロい。

（この人、なにが嫌でこんなにエロに極振りしちゃってるんだ？　それとも前世がサキュバスだったとか？）

　けれどよく考えたら着衣の乱れは腹痛のせいだ。病人相手に邪よこしまな気持ちを起こしたら、たとえ決戦兵器のパイロットでも変態として永遠にＡＡで晒さらし上げられてしまう。

　慌てて顔を背ける俺の耳に、苦しげな声が聞こえた。

「早くぅ、おなか擦さすってよぉ」

（……マジかよ）思わずゴクリとつばを飲み込んだ。

　自慢じゃないが、俺はこんなエロギャルからいきなり「おなかを擦って」とお願いされて戸惑わないほどの経験値は積んでない。というより経験値はこの世にインストールされたときと同じ初期値のままだ。ビビっていると、頭上の天使に叱り飛ばされた。

《なに恥ずかしがってるんデスか！　これは人命救助、人助けなんデスよ！》

　言われてみればその通りだ。恐る恐るシャツの上から腹部に手を当てる。

　すると、金髪ギャルは苦しそうに眉間に皺しわを寄せて言った。

「ダメ……直接擦ってくんなきゃ」

「ちょくせつぅ！　無理無理！　だって赤ちゃんできちゃうだろ！」

《ふざけてる場合じゃないデス！　人命救助デス！　人の命は地球より重いんデスよ！》

　エンジェに急せかされて、俺はギャルのシャツのボタンに手を掛けた。美少女の縦長なおへそが露あらわになる。顔は日焼けして小麦色なのに、おなかの部分の肌は真っ白だった。

　意を決して、手を滑り込ませる。

　温かくて柔らかい感触が指先に伝わってきた。

　ふと春はる霞がすみの顔が浮かぶ。

（違うぞ。これは浮気じゃない。人命救助だから）

　雑念を振り払い、心を無にしておなかを摩擦した。すると──

「そう、その調子、いい、だんだん良くなってきた、あっ、あん、キミ上手かも」

　ギャルの口から艶なまめかしい声が漏れる。腹痛が良くなってるってことなんだろうけど、もう全然違う意味にしか聞こえない。

　頭の中の春霞がプウと頬ほおを膨らませて怒りはじめる。

（だから誤解だ！　これは人命救助！　人の命は地球より重いんだから！　つまりこれはもう地球を救う的なヤツだからな！）

　弁解しながら擦り続けること数分。ようやく腹の痛みは消えたらしい。

「ふう、ありがとう、もういいみたい」

　金髪ギャルは微笑ほほえみを浮かべて身体からだを起こした。

「ホントに大丈夫なのか？」

「うん、大丈夫大丈夫、いまもうすっかり賢者タイムだから」

「賢者タイムってそういう意味じゃないだろ」

「んー？　じゃあホントはどんな意味？」

「それはもちろんアレの後の、って言えるか！」

「ニシシ、でもマジでおなか擦るの上手だったよ、見かけによらず経験豊富とか？」

「腹痛女子の腹を擦さするなんて初めての経験だよ！　で、本当に保健室行かないのか？」

「大丈夫大丈夫。原因がわかってるからね。実は、さっき道に落ちてたチョコレートを拾って食べちゃったんだ。きっとそのせいじゃないかな」

「だろうな！」

　想像の範囲外から飛んできた腹痛の原因に、思わず目が点になった。

「拾い食いって、野生児かよ！　ギャルってそういう日常送ってんの？」

「そんなわけないじゃん。アタシだって好きで食べたわけじゃないし。でもね、道に落ちてたチョコの声が聞こえたんだよねぇ。『キミに食べてもらえなきゃ、ボクはゴミになっちゃう。他のチョコはバレンタインのプレゼントになったりするのに、ボクだけ誰にも食べてもらえないなんて、そんなのヤダよぉ』って泣いてたんだよ。それを聞いたらさ、いてもたってもいられないっつうか、『アタシが食べてあげる！』ってなるじゃん？」

「へぇ、捨てられたチョコの声が聞こえるなんて、キミって実は心の優しいギャルだったんだね。感動だなぁ、ってそんなわけないだろ！　本当のところはどうなんだ!?」

「テヘッ、甘いものに目がなくて、ついパクッと。これが乙女の性さがってヤツ？」

「乙女が拾い食いして腹痛かよ。まったく……ホントにもう大丈夫なのか？」

「うん、おかげさまでもう全然平気。見ててよ。アタシ完全復活ぅ！」

　金髪ギャルはピョンと手洗い場の流しに飛び乗ると、ニカッと笑ってサムズアップしてみせた。元気になったのはいいけど、めくれ上がったスカートの中が丸見えだ。

「ええと、さっきから結構な勢いでパンツ見えてるぞ。もちろん俺は見てないけど」

「別に見てもいいんじゃない？　だって見せパンだし」

（何言ってんだ。苦しんでる女子のスカートを覗のぞくなんて俺そんな外道じゃないよ）

「見せパン？　なんだよ、それならビビってないでガッツリ見とけば良かった！」

《誠斗まことさん、テレパシーと声が逆になってマス。ボケが古典的すぎデス！》

　すると金髪ギャルはプッと噴き出しながら、意外な名前を口にした。

「さすがボチ月づき、言うことが最低。てかボチ月づきに助けられるなんてちょーウケる」

　ボチ月ってのは中学時代のあだ名だ。どうやら彼女は俺の中学の頃を知ってるらしい。

「それに、相変わらずスケベだし」

《たしかに誠斗さんはスケベデスが、相変わらずってどういう意味デス？》

（知らないよ！　ってか、コイツ何者なんだ!?）

　もう一度、ギャルの姿に目をやる。派手なメイクのせいで素顔はほとんどわからないけれど、その笑顔にはなんだか見覚えがある気がした。いや、待てよ。

　ウチの学校にはギャルなんてめったにいない。そのレアキャラの一人が、生徒会作成『急に服装が派手になった要注意生徒リスト』第一位の櫟いちい原はらみらのだ。

「もしかしてキミ、櫟原みらのか？」

《あれま、まさかのご本人様登場！》

　二年Ｂ組の櫟いちい原はらみらの。俺や石いわ清し水みずと同じ中学出身者。それよりも何よりも、さっきまで俺をくすぐってた連中のキーワードその人じゃないか。

「気がついてなかったの？　まあ、ボチ月づきらしいと言えばらしいけど」

「なに暢気のんきなこと言ってるんだ！　こっちは櫟原のせいで死にそうになったんだぞ！」

「アタシのせいで死にそうに？　それどういうこと？」

　櫟原が怪け訝げんな目でこっちを見る。俺は言葉に詰まった。櫟原の名前がキーワードに出てきたなんて話をバカ正直にするわけにもいかない。

「ええと、あのぉ、Ｂ組の連中に囲まれてさ。なんかあいつら勘違いしてたみたいで、櫟原には近づくな的なことを言われたんだ」

　それっぽいことを言ってごまかすと、櫟原はさらに楽しそうに身を乗り出してきた。

「なにそれ？　それってもしかして、ボチ月がアタシにちょっかい出そうとしたのを、ウチのクラスの連中が止めてくれたってこと？　あいつらグッジョブじゃん！」

「ちょっかいって昭和かよ。俺はそんなつもりじゃなかったのをあいつらが勝手にさ」

「そんなつもりじゃなかった？　マジ？　全然？　まったく？　１００パーセント？」

「１００パーセントだよ！」

「それは嘘うそっぽいなぁ。鼻の下伸ばしておなか擦さすりながらおパンツ覗のぞいてたくせに」

「人聞きの悪いこと言うな！　俺がやったのは人命救助！　櫟原が死にそうな顔で『おなか擦って』とか言うからだろ！」

「はいはい、それについては感謝してるって。たしかに、死にそうなところを助けてもらった命の恩人だもんね。じゃあ、クラスの子たちにはちゃんと言っておくよ。アタシとボチ月には一切何の関係もないから手を出すなって、ボチ月に言えって言われたって」

「言い方！」

　悲鳴混じりにツッコむと、櫟原はまた楽しそうにけらけらと笑った。親切で助けてあげたのに、すっかりイジられの対象になってしまったようだ。

「じゃあ俺は行くから。とにかくＢ組の連中にはちゃんと言っておいてくれよ。それから、もう拾い食いなんかするんじゃないぞ」

　そう言って立ち上がった瞬間、今度はぐうと盛大に俺の腹が鳴った。

「なにぃ？　ボチ月、おなか空すいてんの？」

「しょうがないだろ。Ｂ組のやつらのせいで昼飯食えなかったんだから」

「ふうん、じゃあ行こっか」

　手洗い場から飛び降りると、櫟原は俺の腕を掴つかんで胸に抱えた。肘にやわらかな胸の感触が伝わって、いやがおうにも心拍数が上がってくる。

「い、行こうかって、ど、どこへ？」

「命の恩人をこのまま帰せないじゃん。はーい、これからドーハンシュッキンでーす！」

「同伴出勤って、おまえはキャバ嬢かよ！」

　どうやら、波乱の昼休みはまだ続くらしい。




　そして五分後──

　俺と櫟いちい原はらみらのは学食のテーブルをはさんで座っていた。

　金髪ギャルはなぜだかずっと上機嫌でニコニコしている。

「さぁ、アタシのおごりだよ。食べて食べて」

　俺の前にはカレーが置かれている。助けてもらったお礼にと、櫟原がおごってくれたやつだ。昼飯はもう済んでいるという櫟原の前には、水の入ったコップだけがあった。

「本当に大丈夫なのか？」

「大丈夫だって、見せパンだから。ちなみにこっちは見せブラね。ボチ月づきラッキーだよ。今日のは特にお気にの可愛かわいいヤツだから。ほらほら見て見て」

　胸元を引っ張ってパンツとお揃そろいのピンクのブラを見せてくる。慌てて顔を背けた。

「女の子がはしたない真ま似ねするんじゃありません！　そうじゃなくて腹痛の話だよ！」

「腹痛の話？　ああ、負けても負けても立ち上がる」

「それは、不屈の闘志！　てか、ボケが強引すぎるわ！」
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　どうやら、さっきの腹痛は完全に治まっているようだ。それなら折せつ角かくだから、こっちの聞きたいことを聞かせてもらおう。Ｂ組の連中が櫟いちい原はらに関するどんな嘘うそをついているのか、それがわかれば一気に全員分のＵＡができる。

「櫟原さ、Ｂ組のやつらと仲いいのか？」

「うーん、アタシ最近あんま学校来てないからさ。その割には仲良くしてる方かな」

　それは、おかしい。

　俺を襲ったＢ組の連中のキーワードは『櫟原みらの』だった。つまり奴やつらは全員、櫟原に関する嘘をついてるわけだ。そんな連中と仲良くなんてできるだろうか。

　頭上の雲を確認すると、さっきまでと比べて明らかに色が濃くなっている。

　やっぱり嘘をついているのか、と思いきや──キーワードは『カレー』

（カレーって、どゆこと？　櫟原のヤツ、カレーに関するどんな嘘をついてるってんだ？）

《ええと、この学食のカレーはスパイスにこだわった本格派で、厨ちゆう房ぼうで三日間煮込んで作られているそうデスよ。はっ、もしかして実はこのカレー、レトルトだとか？》

（仮にそうだとしても、その嘘を櫟原がつく必要はないよな）

　戸惑っていると、櫟原が聞き返してきた。

「ボチ月づきの方はどうなんよ？　中学のときはめっちゃボッチだったじゃん」

「そういや最近はボッチじゃないな、てか、そもそも俺の名前ボチ月じゃねえし」

「あーそうらしいねえ。聞いたよ。学園の人気美少女に二股掛けてるって」

　二学期が始まって俺と大おお空ぞらと春はる霞がすみが三人でいることが多いせいか、校内にはすっかりそういう噂うわさが広がっていた。そのせいで俺の評判はダダ下がりだ。いや、元からか。

「ええと、だから、それは……」

「なかなかやるじゃん。こりゃもうボチ月じゃなくて、モテ月づきだね」

　え？　ポジティブ評価なの？　ギャルの倫理観ってそんな感じ？

「あのさアタシ、そんなモテ月に話があるんだよね」

「お礼ならもういいって。あんな状況なら誰だって助けるさ」

「そうじゃなくて、中学のときのこと。ずっと言いたかったことがあるんだ」

「えっ？　何？」

「そ、それは……ちょっと言いづらいっていうか。その前に食べて食べて。モテ月がカレー食べ終わったら話すから」

　櫟原は急にモジモジしはじめた。

《みらのさん、いったいどうしたんでしょう？》

　俺は改めて、櫟原みらのに目をやった。

　髪はブロンドに近い薄い金髪。全身の肌色はこんがり小麦色。ただしこれらは明らかに人工的な産物だ。中学時代も高校一年のときも、彼女は普通に黒髪と白い肌で、陽キャだけど真面目な生徒だった。そんな櫟いちい原はらが今のギャルスタイルで登校してきたのは、高二のＧＷ明け。いったいなぜそんな中途半端な時期にデビューしちゃったんだろう。

　すると突然、エンジェが妙にハイテンションな声で叫んだ。

《わかったデス！　これきっと告白デス！　みらのさん、中学時代から想おもい続けていた誠斗まことさんに二年越しの恋を告白しようとしてるんデスよ！　いやん、ロマンチックぅ》

（なんで、エンジェがそんなに嬉うれしそうなんだ？）

《実は私、嘘うそ暴き天使なんかより、キューピッドになりたかったんデスよ。憧れるなぁ、恋人たちの仲を取り持つ天使オブ天使、キューピッド！》

（ふうん。残念だけど、おまえキューピッド向いてないな。だってありえないだろ。俺と櫟原って中学ん時一回口を利いたことがあるだけだぞ）

《その一回で、みらのさんが一目ぼれした可能性も微レ存じゃないデスか！》

（いやだから、俺の人生はそんなんで女子に好かれるようなイージーモードじゃないって）

　俺が否定しても、エンジェのハイテンションはおさまらなかった。

《どうしマス？　みらのさんに告白されちゃったりしたら！》

（どうしますって言われても）

　俺にはもちろん春はる霞がすみがいるわけで、櫟原に告られてもお断りするしかない。けどかつての同級生が俺を好きだったというのなら、それはそれで悪い気はしなかった。

《ねえねえ、その一回こっきりの会話ってどんなだったんデス？　教えてくださいよぉ！》

　脳内お花畑の天使に急せかされて、俺は記憶の糸を手繰り寄せる。

（ええと、たしかあれは中三の文化祭のときだったと思うんだけど）

　文化祭の当日、俺は校内の浮かれた雰囲気を避けて非常階段で携帯ゲームをしていた。

　そこへ、櫟原が通りかかったんだ。なんかすごく急いでたせいで転びそうになって、片っ方の上履きが脱げて俺の目の前まで飛んできた。

《そこで誠斗さんが上履きを拾ってあげたんデスね。それで彼女はフォーリンラブ！》

（そんなわけあるか！）

　そのときの会話はこうだった。

「あーん、間に合わないよぉ。なんで時間ギリギリまで店番引き受けちゃったんだろ……ちょっとそこのキミ、上履き取って」

「無理、今忙しい」

「忙しいって、ゲームしてるだけじゃん。うわっ、しかもなんかエロいやつだし」

「エロくねえよ」

「てか文化祭なのになんで一人でゲーム？　イジメられてるなら先生に言ったげようか」

「別にイジメられてないから。急いでるんならさっさと行けば？」

「なに、その言い方？　もう少し空気読みなよ。そんな風だからボッチになるんだよ」

「別にボッチになったわけじゃないさ。俺自らが進んで孤独を選んでいるんだ」

　だいたいそんな会話だった。

（あーわかったぞ。さっき「あいかわらずエロい」って言ったのはあのゲームのことだ。あれは別にエロ目的じゃなくて、パズルゲームとしての完成度が高かったんだけどな）

《ちょっと待ってください。それだけデスか？》

（それだけじゃないぞ。パズル部分だけじゃなくて合間のシナリオもなかなか良かった）

《馬鹿デスか！　そうじゃなくて、櫟いちい原はらさんとの会話はそれだけなんデスか？》

（……それは、まあ、そうだけど）

　するとエンジェはがっくりと肩を落とした。

《はい消えた！　告白ルート消えました！　そもそも、誠斗まことさんは大事な中学最後の文化祭当日に何やってるんデスか？》

（いやいや普通にいるって、文化祭が嫌でゲームで暇潰す奴やつ。これチャットで話すと、メッチャ共感集めるエピソードだから。それに俺にとってのあの日は文化祭じゃなく、隠しヒロイン海外留学生の御み崎さき・シャーロット・真ま璃り々りを攻略した記念日なんだよ）

《おー神よ、哀れな小羊を救いたまえ》

　天使は、俺の反論を無視して神に祈った。まったく失礼なヤツだが、今はエンジェより櫟原のことだ。告白じゃなければ、話したいことっていったいなんだろう？

「ちょっと、さっきから何ぼおっとしてんの？」

　過去を回想していると、櫟原からデコピンされた。地味に痛い。

「早くカレー食べてってば、話があるって言ったでしょ」

　嘘うそがなにかわからないまま食べるのは気味悪いけど、こうなったら食べるしかない。思い切ってカレーにスプーンを突っ込む。すると、ゴクンという喉の鳴る音がした。

（？？　なんだ？？）

　顔を上げると櫟原が真剣な表情で俺を、いや、俺のカレーを見ていた。

「食べたいのか？」

「別に、アタシはもうお昼食べたからお腹なかいっぱいだって言ったでしょ」

「そうか、じゃあ、いただきます」

　ご飯とカレールーをひと混ぜして、スプーンですくって口に運ぶ。スパイスの香りが鼻に広がった。腹が減っているせいもあって、一段と美お味いしく感じられる。

「あーもー、カレーなんて見るのもイヤ」

　櫟原がこれみよがしにつぶやいた。

「だいたいカレーって見た目ヤバいよね？　う〇こみたいだし」

　思わず噴き出しそうになる。

「女子が、う〇こなんて言うんじゃありません！」

　俺が叱りつけると、口笛を吹きながらそっぽを向いた。なにがなんだかわからない。

　とりあえずもう一口食べた。辛さが後から来る。後をひく辛さってヤツだ。

「よくそんなもの食べられるね。アタシなら絶対ごめんだし」

　さらにもう一口。口の中でジャガイモがとろける。カレーにジャガイモは入れないという人もいるが、俺は絶対入れる派だ。すると──

「カレーかう〇こか、どっちか食えって言われたら一晩悩むもん」

「いい加減にしろよ、さっきからいったいなんなんだ？」

　さすがにキレそうになって顔を上げると、櫟いちい原はらは口をあんぐりと開け、涎よだれを垂らさんばかりの表情でカレーを凝視していた。

（櫟原がついてる嘘うそって、これか）《間違いないデスね》

　俺とエンジェは顔を見合わせてうなずく。よろしい、ならばＵＡだ。

「これから櫟原の嘘を暴くよ。椿原さ、メッチャカレー喰くいたいだろ」

「な、何言ってんの？　バカじゃないの？」

　小麦色の頬ほおが赤くなった。６０００→９０００

　どうやら、「昼ご飯はもう食べたから自分の分のカレーはいらない」というのが櫟原のついた嘘だったらしい。

　しかし、金髪ギャルは頑として認めなかった。

「そんなわけないでしょ。カレーなんか大嫌いだって言ったじゃん。カレーかう〇こか一晩悩んで、結局う〇こ食べるレベルだしぃ」

「んなわけないだろ！　てか、食堂でう○こを連呼するな！　男子小学生かよ！」

「へーんだ。そもそも肉の入った食べ物なんかチョー嫌いですから」

　今度は頭上に『肉』の文字が浮かび上がる。

「また、嘘を暴くぞ。メチャクチャ肉好きだよね」

「うっさいなぁ。黙って食べれば」９０００→１２０００

　またＵＡＰが上がった。やっぱり図星だったようだ。そんなに食べたいなら、食べればいいのに。スプーンにすくって顔の前に差し出す。

「一口食べるか？　ほら、あーん」

「そんな恥ずかしい真ま似ねしないし！　それにアタシのあーんはそんなに安くないっての」

　ＵＡＰの上がり具合からして食べたいのは間違いないんだが、ギャルのプライドが許さないのか、それとも俺のあーんがキモかったのか、櫟原はプイとそっぽを向いた。

「じゃ櫟原の分は俺がおごってやるよ。腹減ってるんだろ。チョコ拾って食うくらいだもんな。でも拾い食いはやめとけ。今度は腹壊すくらいじゃすまないぞ」

　しかたない。ここは一つ、俺が金を出すとしよう。ＵＡＰを６０００も入手したからには、学食のカレー３８０円くらいどうってことない。

　しかし櫟いちい原はらはここでも首を縦に振らなかった。

「それじゃアタシがおごった意味ないじゃん。別にアタシは貧乏で落ちてたチョコ食べたわけじゃないし。チョコが『ボクを食べて！』って言ったからだし」

「じゃあ、カレーだって言ってるぜ。『みらのちゃん、ボクを食べて！』」

「みらのちゃん言うな、このキモ月づき！　なんか鳥肌立ったんですけど！」

「そんなムキにならずに食べなって。なんか食べられない理由でもあるのか」

「理由って……ええと、ダイエット？」

「なにゆえ疑問形？　てか、ダイエットなんかやめとけよ。俺の好きな子は無む茶ちや苦く茶ちや食うけど、超かわいいぞ。女の子はたくさん食べる方が魅力的だって、はい、あーん」

　カレーを載せたスプーンを櫟原の前に突きつけた。

　アーモンド型のきれいな瞳が、黄茶色の物体にくぎ付けになる。喉がゴクリとなった。どうやら、我慢の限界らしい。やっぱり、メチャクチャ食べたかったんだ。

「そこまで言うんなら……一口だけ」

　艶つやめく唇が上下に開いた。

「その代わり……モテ月づき、アンタ責任とってよね」

（あれ？　またモテ月に戻ってる？）そう思ったその時だった。

「だめーっ！」

　背後から悲鳴のような叫び声と、同時にボコッという大きな音がした。

　ギョッとして後ろを見ると、テーブルの下に人影が──

「春はる霞がすみ？」

「痛っ、うううっ」

　春霞が天板にぶつけた頭を押さえて悶もだえ苦しんでいる。その姿はまるっきり巣穴から出るのに失敗した野ウサギだ。

「春霞、大丈夫か？　てか、なんでテーブルの下そんなところにいるんだ？」

「それは卯う曽そ月づきくんが知らない女子と学食に来るのが見えたからこっそり偵察に、じゃない、違くて、ちょうどここにチョコが落ちてたんで拾って食べようかなって」

「なんだそりゃ。チョコの拾い食いってＪＫの間で流は行やってんのか？　ていうか、今日は用事があるって言ってたよな」

　俺が手を差し伸べると、春霞はへへへと笑って立ち上がった。

「はい、美み川かわくんに呼ばれてました。新しい映画に出ないかって話だったんですけど」

　文化祭で上映された美川太た一いち監督の「人魚姫の唄」（もちろん、俺がデビの魔法で作ったのとは違うオリジナルのバッドエンドバージョンの方だ）は大評判で、学内だけでなく動画サイトでも注目を集めていた。主演の春霞はちょっとした学園のアイドル的存在になり、早くも次回作を望む声が上がっている。

「すぐに終わっちゃいました。断りましたから」

　まるで芸能人からの偽メールを消去したとでも言わんばかりのあっさりな物言いだ。

「断ったのか？」

　たしかに春はる霞がすみが映画に出演したのは、俺と釣り合う女の子になりたかったからだ。もともと目立つことは嫌いで、女優志望だったわけじゃない。けど撮影が進むにつれ、春霞が人魚姫の役に夢中になっていったのは傍はた目めから見ても明らかだった。

「やればいいのに。演技するの楽しかったんだろ」

「いいえ、卯う曽そ月づきくんの応援の方が大事ですから。それに、断って良かったです。わたしにはもう一つ大事な任務があることに気がつきました」

「もう一つ大事な任務？」

　俺が問い返すと、春霞はぷうっと頬ほおを膨らませる。

「卯曽月くんの監視です。言っておきますけど卯曽月くん、浮気はダメですよ。わたし、まもちゃんとの恋を応援する約束はしましたけど、他の女の子となんて聞いてませんから。それに、たくさん食べる子が好きって誰のことです？　まもちゃんはそんなに大食漢じゃないですよね。まだ他に好きな女の子がいるんですか？」

「あのなぁ、なんでわからないんだ？　俺が好きなのは春霞に決まってるだろ」

「はわわ……卯曽月くんの嘘うそつき、それにわたしだって別に大おお喰ぐらいじゃありません！」

「ふふん、おまえの嘘を暴くぞ。春霞陽はるは間違いなく大喰らいだ」

「ひどぉーい」１２０００→１３０００

　視界右隅の数字が上昇する。一応、自覚はあるんだ。

　すると、それまで俺たちのやりとりを眺めていた櫟いちい原はらが呆あきれ顔がおで立ち上がった。

「これがバカップルってやつ？　まさか実在してたなんて。なんかもうマジでおなかいっぱいだわ。じゃあヒモ月づき、昼休みもおしまいだからアタシはもう行くね」

「あれ？　何か話があるんじゃなかったのか？」

「また今度でいいや。彼女の前でするような話でもないし」

「あ、あの、わたし、彼女じゃありませんから！」

　彼女扱いされた春霞は顔を真っ赤にして慌てふためく。すると櫟原は俺の鼻先に指を突きつけて──

「安心していいよ。アタシ、こんなヒモ月に全然興味ないから」

　そう捨すて台詞ぜりふを吐くと、いきなり鼻ピンして食堂を出ていった。

「痛いってえ！」

「卯曽月くん、大丈夫ですか？　まったくなんなんですかあの子、卯曽月くんに暴力を振るうなんて！　卯曽月くんもあんな子には全然興味ないですよね！」

　春霞は俺の腕を引っ張りながら、必死な顔で訴える。理屈はよくわからないが、春霞の中では「大おお空ぞらは良くて、櫟いちい原はらはダメ」という謎理論が成立しているらしい。

（うーん、でも全然興味がないかと言われれば、そうでもないんだよな）

　ただのエロいギャルかと思ったけど、櫟原みらのには謎が多すぎる。

　つい半年前まで生真面目でいい子ちゃんの正統派美少女だったのに、なぜいきなりギャルになったのか？　Ｂ組の連中は彼女に関するどんな嘘うそをついているのか？　そして、櫟原が俺に話したいことってのは一体なんなのか？

《誠斗まことさん、浮気は良くありませんよ、悔い改めてください》

（浮気じゃなくて春はる霞がすみのためだよ。あんな大勢の生徒が櫟原に関する嘘をついてたわけだろ。それがどんな嘘かわかれば、まとめてＵＡＰをゲットできるじゃないか）

《なんだかちょっと怪しいデス。本当に浮気じゃないんデスか？　そういやさっきも妙にいやらしい手つきでおなかを揉もんでましたもんねぇ》

（揉んでねえ、擦さすっただけだ！　てか人命救助だっていったのは、エンジェだろ！）

　ふと我に返ると、春霞が不満そうに口を尖とがらせていた。

「また、透明人間と話してるでしょう」

　エンジェは俺以外の人間には見えないはずなんだが、春霞は気配を感じられるようだ。

「許しません！　卯う曽そ月づきくんはまもちゃん一筋じゃなきゃダメです！　こうなったら、デートです！　まもちゃんとデートして、初心に帰ってください！」






第二章　アラサー女教師はショタに弱い









【妹がまたくだらない事を言い始めた。

「お兄ちゃん、なぞなぞだよ。パンはパンでも食べられないパンはなんだ」

「そりゃ、フライパンとか」

「ブブーッ！　フライパンはパンじゃありません、調理器具でーす。答えは──」

「カビの生えたパンって言うんなら、それはなぞなぞじゃない。事実だぞ」

「ぐぬぬ、もちろんなぞなぞだよ。ええとね、パンツだとお兄ちゃんは愛あいのパンツなら食べちゃうし」

「喰くわねえよ！　あのなぁ、なぞなぞならちゃんと答えを考えてから言いな」

「わかった……ええと、うん！　あのね、パンはパンでも食べられないパンはパーンダ」

「よしよし、答えを考えすぎて先に言っちゃったんだな。でもそれ、いざとなったらギリ食えるぞ」

「お兄ちゃん、それ人として最悪。ドン引きだよぉ」】




　今度の日曜日、俺は春霞に命令されて大空とデートをすることになった。デートをして大おお空ぞらを好きだという気持ちを再認識しなきゃいけないんだそうだ。けれど、そもそも俺が好きなのは春はる霞がすみだから再認識もない。それにＵＡＰキャンペーンがあるからそんなに暇じゃないんだが、俺には作戦があった。




誠【どこに行くかは、俺が決めていいんだな】

陽はる【はい。まもちゃんの喜びそうなデートコースを考えてください】

誠【じゃあ、十二時に北きた菊きく谷や駅で待ち合わせにするぞ。春霞もついて来てくれるんだろ】

陽【卯う曽そ月づきくんとまもちゃんのデートに、なんでわたしが？】

誠【だって、応援してくれるって約束じゃん】

陽【……わかりました。ちょっと離れて二人を尾行しながら、スマホでアドバイスします】

誠【よろしく頼むぜ】




　さらに根回しを行う。春霞が俺と大空の仲を応援しているように、大空の方も俺と春霞の仲がうまくいくように手伝ってくれてるんだ。




誠【というわけなんだ】

大【わかったよ。じゃあ、直前に『今日は行けない』ってメッセを送ればいいんだね】

誠【悪いな。面倒な役を押し付けて】

大【いいってことよ。言ったでしょ、ハルと卯曽月クンが仲直りするためなら何でもするって。さあて、どういう言い訳にしようかなぁ。お祖じ父いちゃんはこのあいだ捻挫したばかりだから、今度はお祖ば母あちゃんがお餅をのどに詰まらせて危篤とか？】

誠【縁起悪いだろ！　嘘うそでもそんなこと言うのはおやめなさい】

大【じゃあ頭痛かな。まあとにかく楽しんで来て。ハルの弱点は左の耳だよ】

誠【弱点？】

大【右より倍は感度いいからさ。告白するなら左からがおススメだね】

誠【なんでそんなことを知ってるんだ、この幼おさな馴な染じみは！　そうだ。話変わるけど、陸上部の坂さか本もとさんに最近変わったことない？　悩んでることがあるとかさ】

　坂本さんってのは、キーワードが『妊娠検査薬』だった子だ。赤の他人の俺が口を挟めるレベルの話じゃないけど、仲の良い大空には伝えておいた方がいいかもしれない。

大【坂本っち？　大変だったよぉ、先週まで飼い犬がいなくなったって大騒ぎでさ】

誠【いやそんなことじゃなくて、悪い男に騙だまされてるとか、彼氏とトラブルがあるとか】

　すると、大空から大爆笑のスタンプが届いた。

大【ないない。坂本っちって、あたしと同じで彼氏いない歴＝年齢だもん。あの子は犬が恋人みたいな感じでさ。待ち受けは犬だし、休日はいっつも犬と走ってるし、しかもその犬でさえメスなんだよ。もし坂さか本もとっちに男がいるなんて話があったら】

誠【あったら？】

大【きっと、あたし自殺する。なにそれ？　どこ情報？　マジなの？　縄はどこ？】

誠【おいおい、早まるな！　死んだらハイジャンできないぞ！】

　どうやら坂本さんは「妊娠検査薬」から想像されるような発展家女子ではないらしい。ちょっとホッとした。

誠【デートがうまくいったら、お礼に愛あいが犬ぐるみで踊ってる動画見せてやるよ】

大【アナタが神か!!　誠斗まことお兄ちゃん、頑張ってね！】




（うん、コイツは当分彼氏できないな）

　最近、大おお空ぞらと会話しても以前のようなぎこちなさが無くなった気がする。それはすごく嬉うれしいんだけど、大空のお兄ちゃん呼びからは邪気しか感じないのはなぜだろう？

　まあとにかく、これで日曜日は春はる霞がすみと二人きりだ。ペナルティのせいで正式な恋人同士になれないのはわかっているけど、二人で楽しく過ごすくらいはできるはず。色々と忙しい毎日だけど、たまにはこういう息抜きが俺にも春霞にも必要だよな。

　となれば、あとはデートコースを考えなきゃ。

《そんなとき役に立つのがＵＡＰデス。陽はるさんが泣いて喜ぶデートコースをセッティングできるデートコース考案スキルを、今なら１０００ＵＡＰでお届けしマス》

（ニッチすぎだろ、このポンコツ天使。どうせなら本番にデートスキルを上げるよ）

　とはいえ、俺に女の子が喜ぶデートコースなんてわかるわけがない。

　誰かに相談しようにも……大空と会長はデートなんてしたことなさそう。愛はデートくらいしてそうだけど、俺が春霞とデートだと知ったらヤンデレ発動しそうだもんな。

　自分の交友関係の狭さに涙が出そうになる。

（こうなったら最後の手段だ。あの人に聞いてみるか。あっちの話もあるし）




　母親の作った肉じゃがを持って家を出た。

　俺の家の隣には、ワンルームマンションが建っている。その２０３号室に俺の母の妹、つまり叔母が住んでいた。

　インターホンを鳴らしてドアを叩たたくが、返事がない。現在、午後十時。部屋の電気はついているし、この時間ならもう仕事から帰ってきているはずだ。合鍵で中に入った。

「叔母さん、いる？」

　すると玄関を入ってすぐの廊下に、全裸の女性が倒れていた。

《うわっ、大変デス！　死んでマス！　殺人事件デスよ！》

（あー大丈夫大丈夫。この人のこれは通常運転だから）

　慌てる天使をなだめながら、俺はバスタオルを拾って丸出しの尻に掛ける。

「きっと泥酔して帰ってきて、シャワーを浴びようと服を脱いだけど、面倒臭くなって途中で寝ちゃったんだ。いつものことだよ」

　それから、女性の頬ほおをペシペシと叩たたいた。

「叔母さん、起きて、そんな格かつ好こうで寝てたら風邪ひくよ！」

　起きる気配がない。しょうがない。俺は奥の手を使った。

「千ち夏なつ姉ちゃん！　起きて！　まこりんだよ！」

　耳元でささやくと、女性はガバッと跳ね起きる。

「まこりん!?　どうしたの？　もしかして、結婚!?　結婚しに来たの!?」

　露あらわになった上半身を手近なシャツで隠しながら、俺はやれやれと肩をすくめた。

「だから、叔母と甥おいは結婚できないって何度も言ってるだろ。てか、もうちょっとしっかりしろよ。近所にはウチの学校のヤツもいるんだからさ」

　彼女の名前は、古ふる館だて千夏。

　華はな村むら学がく園えんの英語教師にして、俺ら二年Ｃ組の担任でもある。結婚願望が果てしなく、合コンと婚活パーティに明け暮れるアラサー女教師だ。千夏っちの愛称で生徒たちから人気のある彼女だが、酒癖が悪いのが玉に瑕きずなんだよなぁ。俺の母親の年の離れた妹で、名字は違うけど、れっきとした血縁だ。

　彼女が教師になる前は俺の家で同居していて、就職を機に隣のマンションで一人暮らしをはじめた。俺が小さい頃は留守がちな両親に代わってよく面倒を見てくれたから、今でも俺を幼稚園児か何かと勘違いしているらしく妙に可愛かわいがりたがる。それが超絶面倒臭いので学校内ではできるだけ距離を取り、親戚ってことも内緒にしていた。

「はいはい、お水飲んで。風邪ひかないうちにこれ着て」

　俺はコップに水を汲くんできて飲ませ、下着とパジャマ代わりのスウェットを出してやった。酔っぱらった彼女の介抱は慣れたもんだ。

「母さんの肉じゃが持ってきたから冷蔵庫入れとくぞ」

　ビールしかない冷蔵庫に肉じゃがを突っ込んでいると、背後でバスタオルの落ちる音と下着を拾って身に着ける音がした。

「ありがと、でもまこりんがわざわざ来たってことは、他に何か用があるんだよね」

「察しが早くて助かる。俺さあ、今度デートするんだ」

「ふうん？　陸上姫？　人魚姫？　まさかウチの女王様じゃないわよね」

「ウチの女王様って……あー、氷ひ鳥とり沢ざわ会長か。千夏姉は生徒会顧問だもんな。いやいや、会長はないだろ。春はる霞がすみだよ。言っとくけど、俺は春霞一筋だから」

「そっかあ、いいなあ、若者は」

「で、彼女をどこに連れて行けばいいか、大人の女性の意見を聞いてみたいと思ってさ」

「お、ということは大人のデートをしたいのかな？」

　スウェットの襟から髪を出しながら、女教師はニヤリと笑った。

「大人のデートって、そんな下心があるなら教師に相談しないだろ」

「なーんだ、残念。でも大人のデートじゃないなら、他人に聞かず自分で考えなさい。恋人未満のデートは、デートコースを選ぶときからすでに始まってるの。相手のために一生懸命計画を立てることで想おもいはさらに深まる。相手は、そうやって考えてもらったことに心を打たれる。そうやって二人はさらに深い関係になっていくわけ」

「ふーん、なんか説得力あるけど、千ち夏なつ姉にそんな深い関係になった男の人っていたっけ？」

「フッフッフッ、真理の追究にはネガティブデータも重要なの。成功だけじゃなく、失敗から得られることの方が多かったりするものなのよ」

「難しそうに言ってるけど、要するに振られっぱなしってことでＯＫ？」

「ＯＫよ。わかったらもう帰りなさい。それとも昔みたいにお医者さんごっこする？」

「ノーサンキューです」

　やっぱり参考にならなかった。いや、予想外に参考になったのか？

　けど、ちゃんと考えるって難しそうだ。

「あ、あともう一つ聞きたいことがあるんだけど」

「何？　年収とバストは教えられるけど、年齢とウエストは極秘事項だよ」

「櫟いちい原はらっているじゃん。二年Ｂ組の。あいつさ、あんな格かつ好こうでなんで怒られないんだ？　それに学校にもちゃんと来てないみたいだけど、問題になってないのか？」

　ウチの校則では、髪を染めるのも化粧をするのも一応禁止されている。五月からずっとお咎とがめなしというのは、ちょっと解せなかった。何か理由があるんだろうか？

　もしかしたらそのあたりに『櫟原みらの』に関する嘘うそのヒントがあるかもしれない。

　すると、千夏姉は英語教師らしくオーバーに肩をすくめてみせた。

「いくら可愛かわいいまこりんの頼みでも、そいつばかりは教えられないねぇ。本気でそれを聞きたいんなら、婚姻届けにサインして持ってきてくれなきゃ」





　　　　＊　＊　＊






　そして迎えた日曜日。大おお空ぞらとのデートの日だ。

　その日は朝から晴天だった。九月も半ばを過ぎているが、まだまだ残暑が厳しく、駅の階段を上ると軽く汗ばんでくる。

　待ち合わせ場所は、地元から急行で二駅行った繁華街の駅前ロータリー広場。

　約束の正午ピッタリにたどり着いた。

　とはいえ、ここにデート相手の大おお空ぞらはやって来ない。

　ピッとスマホが鳴って、事前の約束通り大空からドタキャンのメッセが送られてきた。同じものが春はる霞がすみにも送られているはずだ。

「さてと」

　広場の周辺を見回した。大きな植栽の高こう野や槙まきがゆさゆさと揺れている。

　近寄ると、春霞が夢中で植え込みに手を突っ込んでいた。何かを拾いたいんだろう。

「いったい何をやってるんだ？」

「緊急事態です！　尾行してる間に食べようと思ってたチョコを落としちゃいました！」

「落としたチョコを拾って食べる気か？　おなか痛くなるぞ」

「ちゃんと包装されてるから大丈夫です。そうそうおなか壊したりしませんよ」

　言われてみればその通りだ。ということは、櫟いちい原はらみらのは剥むき出だしのチョコが落ちてるのを食べたわけか。野生児というか、チャレンジャーというか。

「アレ？　わたし誰と話して……はわわ、卯う曽そ月づきくん！」

　俺に気がついた春霞はぴょんと飛び上がると、ハムスターのように植栽の陰に隠れた。

「なんで隠れるんだ？」

「だってわたし、今日は二人を尾行する予定ですから！」

　今日の春霞は、胸元の開いたアースカラーのワンピースに、もこもこしたニットの半袖カーディガン。まるでファッションモデルのような美少女ぶりなんだけど……

　植栽の陰にしゃがんだ春霞を上から覗のぞき込むと、大きな胸の上半分が丸見えだ。

　そして俺は偉大な発見をした。この形はそう、ギリシャ文字のオメガΩだ。パイのくせにオメガとはこれいかに。しかも大文字Ωのときはおっぱい一個なのに、小文字ωになったらおっぱいが二個になる。って何言ってんだ俺は？

「ええと、とりあえずこっちに来い。でないと俺の知的レベルが超絶退化してしまう」

「でも尾行は？」

「尾行は中止だ。いま、大空からメッセが来たんだ。春霞にも来てないか？」

「あ、来てました。……まもちゃん、来れないんだ」

「まあ、お祖ば母あちゃんが頭痛なら仕方ない」

「え？　わたしのメッセにはお祖母さんが水虫だって書いてありましたけど」

「あーそうそう水虫。頭が水虫になって、それで頭痛なんだって」

「へえ、それは大変そうですね」

　なんとか春霞を丸め込むと、俺は咳せき払ばらいを一つして本題を切り出した。

「それでなんだけどさ。大空の代わりに春霞が一緒に来てくれないか？」

「えっ！　わたしと卯曽月くんの二人でですか！　……ええと、それは」

　春霞は一瞬嬉うれしそうな顔をして、プルプルと首を振る。

「だめですよ。わたしは応援をするんですから」

「でも映画のチケットもあるし店の予約もしてるし、もったいないお化けが出るだろ」

「もったいないお化けは困りますけど……」

「じゃあ、こうしようぜ。これから大おお空ぞらとのデートの予行練習をするってことで、春はる霞がすみが練習相手になってデートの採点をしてくれ。そういうのも応援なんじゃないか？」

「たしかに、それはそうかも……わかりました。まもちゃんの代わりにデートするんじゃなく、あくまで練習相手ということなら」

「よっしゃあ！」

　ちょっとした発想の転換だった。デートに誘うのはＮＧでも、応援ならＯＫなんだ。

「じゃあ早速行こうぜ。人魚姫、どうぞこちらへ」

　エスコートしようと手を差し出す。すると春霞はまた首を振った。

「ダメです。今日はデートじゃなくて練習ですからイチャイチャするのはダメなんです」

「そうかな？　デートコースの採点って、どこに行って何をするかだけじゃなくて、途中の立ち振る舞いや会話の中身も評価の対象にするべきだろ。だからむしろ今日は本番さながらに春霞を本物の恋人だと思って、イチャイチャしなきゃダメなんじゃないのか？」

「そうなんですか？」

「そうに決まってる。春霞は俺とイチャイチャするのは嫌か？」

「嫌じゃないです！　嫌じゃないけど、それはまもちゃんと……」

　春霞は言葉に詰まってうなだれる。彼女はＵＰキャンペーンのペナルティで俺が大空を好きだと思い込んでいるだけで、俺を嫌いになったわけじゃないんだ。

「じゃあ、フリならどうだ？　イチャイチャするフリ。そして、それを採点する」

「フリなら、いいかも」

「よし決まった。じゃあ今日は全力でイチャイチャのフリをするぞ！」

　そう言いながら、俺は春霞の手を取った。

「手を繋つなぐのは──」

　恋人同士じゃなきゃダメ、得意のセリフを言いそうになる春霞の機先を制した。

「今日は俺たち恋人同士のフリをするんだもんな」

「そ、そうなんですか？」

「そうなんです。よし、まずは腹ごしらえだ。駅ビルの中にある鶏とりの唐揚げ料理専門店に行くぞ！」

「えっ、唐揚げ!?　わーい！　やったぁー！」

　春霞は歓声を上げながら、俺の手をギュッと握り返してくる。

　千ち夏なつ姉のアドバイスに従って春霞が喜ぶデートコースを真剣に考えたんだが、食事だけはすぐに答えが出た。大好物の唐揚げ。これさえ食べさせておけば、百年は戦える。

《うひゃあ、なんかチョロすぎマス！　誠斗まことさん、ホントに彼女でいいんデスか？》

（もちろん、この素直チヨロさが俺の大好物なんだ！）

　見上げると、空はすっかり秋空。けど、うろこ雲の間から日が差してポカポカと暖かい。何の根拠もなく、俺は思った。

　今日はいい一日になりそうだ、と。




「ものすっごく、おいしかったぁ」

「ああ、うまかったし、ボリュームやばかったな」

　鶏の唐揚げ専門レストランで、「大盛りチキン南蛮定食唐揚げトッピング鶏とり天てん添え」という欲張りメニューを完食し、満足げに店を出る春はる霞がすみに聞いてみた。

「春霞って、本当に唐揚げ好きだよな。鶏肉が好きなのか？」

「はい、だって鶏肉は脂肪分が少ないからいくら食べても太らないんです。むしろたんぱく質が豊富で食べれば食べるだけ痩せるまである、女の子の味方のお肉なんですよ！」

「ははは、じゃあ今のお店は何点だった？」

「もちろん百点、ううん、百点満点中、二百点！」

　無邪気な笑顔でそう言って、一転顔を曇らせる。

「──と言いたいところですけど、やっぱ０点です」

「なんでさ？」

「だって、本番の相手はまもちゃんですよ。食事にはすごく気を遣ってるから、『大盛りチキン南蛮定食唐揚げトッピング鶏天添え』なんか食べるわけないじゃないですか！」

　いや、チキン南蛮を大盛にしたのも、唐揚げをトッピングしたのも、鶏天を追加したのも全部キミだよね。メニューには、女性に人気のささみ定食とかもあったよね。

　しかし、そこはあえてツッコまないことにした。

「でも、さっき鶏肉はいくら食べても太らないって言ったばかりだろ」

「まもちゃんは本格的なアスリートだから別腹なんです！」

　別腹の意味わかってんのか？　鼻息を荒くする春霞の頭をいい子いい子して言った。

「よしよし、じゃあアスリートじゃない春霞的には満点だったんだよな」

「それはそうですけど、わたしはどうでもいいんです。相手はまもちゃんなんですから」

「ははは、じゃあ問題ない。次行くぞ」

「卯う曽そ月づきくん、聞いてます？」

　不満げな春霞の手を取って、俺はさらに次の目的地に向かった。

「今度は、映画を観みに行くからな」




　次の目的地は、映画館。

　ただし普通のシネコンではなく、マイナーな作品を単館上映している映画館だ。

　ところどころひび割れしたコンクリートの外壁にはツタが絡まって、なんともおどろおどろしい雰囲気を醸し出している。ちょっと見、ホラー映画専門にしか見えなかった。

「こんなところに映画館なんかあったんですね。全然知りませんでした」

　実は俺も、つい最近までこんなところがあるなんて知らなかった。

　春はる霞がすみとのデートコース、映画を観みに行くというところまでは決まったんだが、どんな映画を観に行けばいいか、詳しくない俺にはさっぱりわからなかった。

　悩んでいたら映研部長の美み川かわ太た一いちが、今公開している映画の情報をハリウッド大作から劇場版アニメにいたるまで一つ一つ熱心に教えてくれたんだ。

　もちろん親切心だけでやってくれたわけじゃないのはわかっている。

　春霞に映画に興味を持たせて、もう一度映画に出てもらおうという腹なんだろう。

　そして俺が選んだのは、かなりマイナーな邦画のラブコメディーだった。これなら春霞も観たことないだろうし、ハッピーエンドで終わりそうなところがデート向きだ。

　ところが、突然エンジェのヤツが嫌なことを言い始めやがった。

《今更ちゃぶ台返しもなんデスけど、デートに映画館ってどうなんでしょ？》

（え？　どうって、デートコースの定番だろ）

《ありゃりゃ、その程度の認識デスか。いやね、映画ってせっかく二時間近く一緒にいて話もできないし、互いの顔も見えないでしょ。それで内容がつまらなかったらチョイスした側のセンスが疑われマスし、面白くても感想が違うとケンカになりマスし》

（……マジか？）

《と、キューピッド御ご用よう達たしのまとめサイトに書いてありました》

（まとめサイト？　イマドキの天使はそんなもん使ってんのか？　まったく世も末だな）

　しかし、俺はネットより自分の感覚を信じる男。

　人魚姫のときの入れ込み具合からして、春霞は映画なら喜んでくれるはずだ。

　気を取り直して、館内へ入った。単館だから、ポップコーンとか飲み物とかを売っている売店はない。もぎりのおばちゃんが愛想のない顔でチケットを切ってくれた。

　スマホの電源を切ろうと画面を見ると、トークアプリに着信が入っていた。美川からだ。

美【そろそろ映画の時間だね。アレ面白いから期待してて。きっとビックリするよ。まさか主人公の親友が女の子だったなんて絶対予想できないよね】

（ネタばれかよ！　こいつ、自分が映画監督とは思えない暴挙に出やがったな）

　さらにもう一件。こっちは大おお空ぞらからだ。

大【映画の間にキスくらいしちゃいなよ。忘れないで、ハルの弱点は左耳だからね】

（いやいや、さすがに映画を観ながらキスはないだろ）

　そう思いながらも、春霞を右側の席に誘導した。

「じゃあ、春はる霞がすみはこっちに座って。こっちの方が見やすいからさ」

「はい。卯う曽そ月づきくん優しいですね。なかなかポイント高いですよ」

　横を向くと、春霞の左の耳が目の前に来る。

　ちょっと立ち気味だけど、小ぶりで形のいい耳だ。

（これが春霞の弱点か……てことは息を吹きかけたりしたら、「いやん」とか言っちゃったりするのかな。でもって「卯曽月くんのエッチ」とかって頬ほおを赤らめちゃったり）

　妄想を捗はかどらせていると、場内が暗くなってさっそく本編が始まった。

　映画のタイトルは、「アワーライフプロデューサー」。

　男女三人の三角関係を扱ったラブコメだ。

　主人公は売れない俳優で、親友の同じく売れない画家の卵と同居している。冴さえないけれどそれなりに楽しい日々を送っていた二人だが、ある日気まぐれでプロデューサー業をはじめた金持ちのお嬢様に見初められ、三人は共同生活をはじめることに。

　なかなか面白そうなオープニングだけど……

（親友が実は女子ってネタばれ、クリティカルすぎだろ！　美み川かわのヤツ、後でシメる！）

　俺は映画を楽しむのは諦めて、もう一つのことに注力することにした。

（よし、春霞とイチャイチャするぞ。映画館デートってのは本来それが目的だもんな）

《まあ、なんて破廉恥な！　けど考えてみたら子孫を増やすのは大切なことデスよね。産めよ増やせよ地に満ちよ。きっと神様はお許しになりマス。さあ、ガブッと弱点を攻略しちゃってください！》

　スクリーンから反射する光が春霞の左耳を照らし出す。耳まで可愛かわいく感じるのは、惚ほれた欲目というヤツなんだろうか？

（いやいや、いきなり耳は無理ゲーだろ。まず手だ。手を握るところから行ってみよう）

《えー、手ならさっきも握ってたじゃないデスか》

（やっぱダメ天だなぁ、屋外で握るのと映画館の暗闇で握るのは全然違うんだよ）

　姿勢を変えるふりをしながら座席のひじ掛けに手を伸ばして、そこにあった小さな手に手を重ねる。柔らかくて、ちょっとだけひんやりした小さな手だ。

　驚くかな？　怒るかな？　いや、きっと春霞なら照れながらも握り返してくれるはず。

「……」

　まさかのノーリアクション!?

　不思議に思って横を見ると、春霞は一心不乱にスクリーンをみつめていた。

　映画はストーリーが進んで、売れない俳優がお嬢様を好きになるけれど、実はお嬢様が本当に才能を見込んでいるのは親友の画家の方だと明らかになる意外な展開。

　手を握られたのに気づかないほど映画の世界に引き込まれているらしい。

　登場人物たちがすれ違うコメディシーンに声を立てて笑う。主人公が失恋しそうになると泣きそうになる。お嬢様が親友に迫るお色気シーンでは頬ほおを染めて視線を逸そらす。

（おもしれえな）

《ホントデスね。私も映画はスマホの定額動画配信サービスで色々見てマスけど、こんな面白い映画はめったにないデスよ》

（なんで天使がサブスクやってんだ！　そうじゃない。面白いのは映画より春はる霞がすみだよ）

　学校では見たことのない、ころころと変わる表情。

　いつまでも見ていて飽きなかった。

　そして、映画はクライマックス。

　画家が実は女だった事が明らかになると、映画館中がどよめいた。春霞も「えーっ」と声を上げて驚く。そこではじめて手を握られていることに気がついたらしい。俺の方を向いて口パクで「おんなのこでした、びっくり！」

　もしかして、驚いてないのは俺だけか？　クソぉ、美み川かわめ！




　映画が終わって、俺たちはシアターの外に出た。

　午後の日差しがまぶしい。

「ひゃー、面白かったですぅ！」

「じゃあ、近くのカフェでお茶しようか」

「はい、お腹なかすいちゃいました！」

（キミ、二時間前に大盛りチキン南蛮定食唐揚げトッピング鶏とり天てん添え完食してたよね！）

　しかし、このくらいは想定内。

　あらかじめ調べておいたプリンのおいしいカフェに向かって路地を曲がる。

　映画の興奮冷めやらぬ春霞は途中の路上でもパンフレットを振り回しながら、珍しく饒じよう舌ぜつに感想を語り続けていた。

「役者さんたちも上手だったしぃ、映像も綺き麗れいだしぃ、ラストの音楽も素敵だったぁ」

　やはり春霞は映画が好きらしい。この様子なら、もう一度自分で出たいと思っても不思議じゃない。策士美川の作戦は案外うまくいくかもしれないな。

「じゃあ、採点してもらおうか。いまの映画は何点だった？」

　俺の問いかけに、春霞は突然足を止めて振り返った。

「０点です」

「えっ？　面白かったんだろ」

「わたしはすごく面白かったけど、まもちゃんは映画はアニメしか見ません。三次元の俳優さんはまだ苦手だって。二・五次元の映画でもダメだって言ってましたから」

「そりゃお気の毒に。でもさ、じゃあ春霞的には満足なんだよな」

　食い下がって尋ねると、春霞は上目遣いにジーッと睨にらみつけてくる。

「卯う曽そ月づきくん、今日ホントにまもちゃんとデートするつもりでした？　唐揚げ屋さんと言い、映画と言い、このデートコースはどう考えてもわたし向きです」

　さすがにバレたか。俺は頭を掻かきながら白状した。

「バレた？　実は春はる霞がすみとデートしたくて、大おお空ぞらに頼んでドタキャンしてもらったんだ」

「そんなの嘘うそです。卯曽月くんが好きなのはまもちゃんです。ホントに嘘つきです」

　うつむいて歩道の敷石をみつめながら、春霞は絞り出すように言った。

「でも、わたしも嘘つきかもしれません」

「春霞？」

「さっき、映画館で手を握ってくれたじゃないですか。そしたら悲しくなっちゃって」

「気づいてたのか？」

「もちろんです。気づかないふりするのに大変でした」

「ごめんな。映画に集中してたのに邪魔して」

「そうじゃないんです。手を握ってもらうのは嬉うれしいんですけど、いつか卯曽月くんとまもちゃんがデートしたときに、こんなふうに手を握るんだと思ったら……変ですよね。わたし、応援するって決めてるのに」

　スカートの前で握りしめた小さな拳が震えていた。

「……春霞」

　掛ける言葉を見失って、唇を噛かむ。俺はまた勘違いしていた。

　このまま春霞が俺の本心を信じてくれなくても、二人で楽しくやっていくことはできるんじゃないか。だって俺たちは両りよう想おもいなんだから──それが間違いの元だった。

　ペナルティを解除しなきゃ、いつまでたっても春霞は片想いのままなんだ。

「ごめんなさい、デートの練習なのに変なこと言っちゃって」

「俺こそ、ごめん」




　立ち尽くす俺たちに、一人の男が近づいてきた。

「……あのぉ、お取込み中悪いんだけどぉ」

　年齢は二十代半ばだろうか、ピンストライプのスーツにピンク色のシャツに銀縁メガネという、いかにも怪しげな風貌だ。俺は慌てて春霞を背後にかばった。

「いやぁ、そんな警戒しないでよ。怪しいもんじゃないから」

　その言葉は全く信用できない。男の頭上の雲は、見たことがないくらい真っ黒だった。

「スカウトってやつさ。そこのお嬢さんに映画に出て欲しくてね。どう、興味ない？」

　メチャクチャ怪しい。それだけじゃなかった。近寄ってきた男の頭上のキーワードが露あらわになる。そこに書かれていたのは──『ＪＫ売春』

《なんかマズいデスよ！》（これ、ガチでダメな奴やつじゃないか！）

　辺りを見回す。いま俺たちがいるのは大通りから一歩奥へ入った路地で、俺たちとスーツ男の他に人はいない。ダッシュで逃げるか？　そう思っていると背後からもう一人、

「絶対逃がすなよ！」

　よれよれのモッズコートを着た男が近づいてきた。どうやら挟まれてしまったらしい。

「やっとみつけた。思っていた以上の美少女だな。こいつは売れるぞ」

　コート男の頭上の雲も真っ黒だ。そのキーワードは『汚職警官』

　背中を嫌な汗が伝った。

　近くの交番に逃げ込めば何とかなるかと思ったけど、警察官もこいつらの仲間なのか？

（いきなりなんて展開だよ！　この辺って、そんな物騒な街じゃなかったろ！）

　すると、黒いスーツに身を包んだエンジェがサングラスを外しながらこう言った。

《ＯＫ、こんなとき頼りになるのがＵＡＰデス。ボディガードスキルをアップさせ彼女を守り抜くコースと、アサシンスキルをアップさせ襲撃者を始末するコースがありマス》

（始末しちゃダメ！　ここ日本！）

《では誠斗まことさんのボディガードスキルをアップし、ボディガードマスターにしマス》

　どこかでお茶の缶が開くようなポンという音がする。１３０００→１１２００

　それと同時に、身体からだ中じゆうに何か気のようなものが巡り始めた。

「卯う曽そ月づきくん、あ、あの、あの人」

　春はる霞がすみが不安そうな声を出す。背中を掴つかむ小さな手が小刻みに震えていた。

「大丈夫だ。春霞のことは、俺が絶対に守ってやるからな」

　男たちは、ニヤニヤしながら近づいてくる。

「ええと、そんなに警戒しないで」

「そうそう、別にとって喰くおうってわけじゃないからさ」

　頭上の雲がさらにどす黒くなった。まったくもって信じられる要素がない。

「ちょっと、一緒に話を聞きに来てよ」

　コート男が、春霞の肩に手を伸ばした。

「春霞に触るな！」

　格闘技の経験などまったくないのに、自然に体が動いた。まず、モッズコートの足を払って転倒させる。それからスーツ男の背後に回って関節を極きめ、コート男の上に抑え込む。

　あっというまに、二人まとめて制圧した。

「何するんだっ！」「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　悲鳴を上げる二人を無視して春霞の手を取る。

「春霞、逃げるぞ！」

「ちょっと待って、卯曽月くん」

「そんな暇ない。警察にもこいつらの仲間がいるんだ！」

「そうじゃなくて、卯う曽そ月づきくん……この人、監督さんだよ」

　春はる霞がすみが手にした映画のパンフレットを開いて見せた。そこには、映画監督のインタビュー写真が掲載されている。その顔は、モッズコートの男と瓜うり二ふたつ。

「じゃあ、本当に監督？」

「だから、そう言ってるだろ」

「でも、汚職警官とつるんでＪＫ売春してるんだろ！」

　それを聞いた二人の男は驚いて顔を見合わせた。

「それは次の新作映画のストーリーだけど……キミ、なんでそれを？」

　再び背筋が冷たくなった。

　じゃあ本当に二人は映画関係者で、春霞をスカウトしようとしたってこと？

「えっ、ええーっ！」




「ホント、申し訳ありません！」

　結局、モッズコートの男性は本当にさっきまで観みていた映画「アワーライフプロデューサー」の監督だった。名前は疋ひき田た鉄てつ生おさん。新進気鋭の若手監督なんだそうだ。スーツの男性は配給会社の社員で佐さ藤とう実みのるさんという名前だった。とりあえず入った喫茶店でテーブルに額を擦こすりつけて平謝りすると、二人は寛大にも許してくれた。

「いや、僕らもいきなりすぎたし。君すごいね。ケビン・コスナーみたいだったな」

「監督の人相が悪いせいですよ。でも、なんで君は新作のストーリーを知ってたんだい？」

「ええと、映画館でそんな感じのひとり言をおっしゃってたんで、ヤバい人なのかなと」

　とりあえず強引な言い訳をしてみた。

「僕、そんなひとり言言ってたっけ」

「監督いっつもブツブツ言ってますよ」

　何とかごまかせそうだ。そもそも、天使と契約してＵＡＰキャンペーンやってますなんて話しても信じてもらえるはずがないしな。

「そうかなぁ。まあいいや。でね、今日話しかけたのはその新作の話なんだ。ヒロインの女子高校生役を探しててね」

「ヒロイン？　それを春霞に？」

「いや、残念ながらオーディションで選ぶんだけど、できればそれに参加してもらいたい」

「それにしてもすげえじゃん、なぁ春霞」

　さっきの映画は春霞も大絶賛だった。その監督のオファーなら二つ返事でＯＫだろう。

　頭の中に美み川かわの顔が浮かんだ。自分の映画に出てもらうつもりで協力してくれたのに、とんだトンビに油揚げだったな。と思いきや──

「わたし、演技なんてできませんから」

　まさかのお断りだった。しかし、疋ひき田た監督も食い下がる。

「そんなわけないだろ。動画サイトで見たよ。君、華はな村むら学がく園えんの春はる霞がすみ陽はるさんだよね」

「知ってたんですか？」

　なんと疋田監督は、春霞主演の「人魚姫の唄」を観みていたらしい。

「あれを見て以来、ずっと気になってたんだ。今日は『アワプロ』が好評なんで、たまたま様子を見に来たんだけど、実物の君を見て確信したよ。次回作のヒロインのイメージにピッタリだ。それにこんなところで巡り合えるなんて、これはもう運命だろ」

「ごめんなさい。『人魚姫の唄アレ』は特別なんです。申し訳ありませんけど、他をあたってください」

　にべもなく立ち上がろうとする春霞を佐さ藤とうさんが制する。

「まあそう急がなくてもさ。どう？　プリン食べない？　ここのプリンおいしいんだよ」

　春霞の足がピタリと止まった。

　そういや、このカフェは俺が事前に下調べしてたところで、自然卵で作ったプリンがメチャクチャ美お味いしいと評判だった。

　さすが、業界人。春霞の弱点をピンポイントで突いてきた。しかし──

「別に、今おなか空すいてませんから。卯う曽そ月づきくん、行きましょう」

《ありゃ、プリンも断りマスか？》（春霞が食べ物に釣られないって、マジかよ！）

　春霞は振り返らずに店を出る。まだ何も注文していなかったのを幸いに、俺も疋田監督と佐藤さんに頭を下げて春霞の後を追った。




「おい、春霞、待てよ」

「ごめんなさい。今日はデートの練習なのに、変なことで時間取っちゃって」

「俺のことなら気にしなくても良かったんだぞ。映画ずいぶん気に入ってたし、本当は出演したかったんじゃないのか？」

「無理ですよ。わたしなんか」

「それにしても、もう少し考えてみたら？」

「『人魚姫の唄』の完成版を観てわかったんです。わたしには全然スキルが足りないって。そもそも役者の基本ができてる人は立ってるだけで様になるんですよ。高校の部活レベルでもそうだし、今日の映画に出てた俳優さんはもっとすごかった。あんな中にわたしが入ったら、監督の作品がぶち壊しです。少なくともあと一年は基礎から修行しないと」

　そう言った春霞の頭は黒い雲に覆われていた。

　ぎょっとしてよく見ると、頭上のキーワードは『プリン』

　ホッと息をついた。別に嘘うそをついて映画出演を断ったわけじゃないんだ。

《なんか、メチャクチャ考えてるんデスね》

（それに、やる気がないわけじゃないんだな）

《そんでもって、プリンはすんごく食べたかったんデスねぇ》

「あ、でも、卯う曽そ月づきくんの応援の方が一番大切っていうのも本当ですからね。まもちゃんとちゃんと恋人同士になれるまでは他のことに手を出す気はありませんから」

「いやいや、せっかくだから俺のことは気にせずオーディション受けてみたら？　俺、春はる霞がすみは女優向いてると思うぜ」

「またまた、卯曽月くんは嘘うそばっかりです」

　春霞はフンと鼻で笑った。どうやら告白だけじゃなく、本気でアドバイスしようとしたこともペナルティのせいで信じてもらえないらしい。

　なんだかもどかしかった。プロの監督にスカウトされるってことは、春霞には間違いなく女優としての素質があるんだろう。

　そして春霞自身も映画が好きで、心の底では出演したいと思っている。

　それなら多少スキルが不足していようが、チャンスを掴つかむべきじゃないだろうか。

　すると俺の怪け訝げんな顔に気がついたのか、春霞が苦笑いを浮かべて言った。

「それにさっきの映画は面白かったですけど、一番ってわけじゃないですから」

「ふうん、じゃあ春霞の一番はなんなんだ？　『人魚姫の唄』か？」

「それはですね。卯曽月くんの嘘です。卯曽月くんのついてくれる嘘が、わたしの中では断トツの一等賞なんです」

　思わず、頬ほおが緩んだ。

（春霞ってば、俺の嘘好きすぎだろ！）

　春霞が俺を好いてくれるのは嬉うれしい。けどそれならなおさら、春霞には自分の好きなことをして自分の可能性を追求して欲しい。すると、上空でエンジェが宙返りした。

《それじゃあ、頑張ってたくさんＵＡしなきゃだめデスねえ》

（どうしてそうなるんだ？）

《だってＵＡＰを貯ためてペナルティを解除すれば、陽はるさんは誠斗まことさんの応援をしなくていいんだって気がつくわけでしょ》

　なるほどその通りだ。春霞のために俺がやることは一にも二にも、ＵＡなんだ。

「よし、じゃあ、いまから春霞の嘘を暴くぞ」

「え？　だからわたし、嘘なんてついてないですよぉ」

「実はさっき、滅め茶ちや苦く茶ちやプリン食べたかったろ」

　春霞の頬が真っ赤に染まった。１１２００→１３２００

「じゃあ、他にも調べてたデザートのおいしいお店があるから行ってみるか？」

「はいっ！」

　笑顔が弾はじける。百点満点中一億点。俺ってほんとに点数辛いなぁ。

[image: ]






第三章　学園の女王様は跡継ぎが欲しい









【ちょっと聞いてくれ。駅のホームに幼稚園児の女の子とお母さんの二人連れがいたんだ。映画か何かの帰りみたいで、女の子が踊ったり歌ったりしながらはしゃいでた。そのうち人が増えてきて母親がやめるように注意するんだけど、女の子は聞きやしない。

　そこで母親が一計を案じたらしく、お腹なかを押さえてしゃがみこんだ。

「どーしーたーのー？」歌いながら問いかける女児に母親は答える。

「○○ちゃんがいい子にしないから、ママお腹痛くなっちゃった。ママ、死んじゃうかも」

　ご機嫌だった女児は急に泣き顔になったけど、「ママー、しーなーなーいーでー」とそれでも歌うのをやめない。母親がさらに苦しそうな顔をした。

「○○ちゃんが歌うのやめたら死なないよ」

　それを聞いた女の子はギャン泣きしながらも、さらに歌で答えた。

「ママー、さーよーなーらー！」】




　週が明けて、月曜日。俺はＵＡ戦士として覚醒した。

　ペナルティ解除に必要なのは、１００万ＵＡＰ。現時点で１３２００ＵＡＰ貯たまっているから、残りあと99万弱。普通にやってたんじゃ、いつ達成できるか見当もつかない。

（こうなったら、アレだな）

　石いわ清し水みずたちの頭上にあったキーワード『櫟いちい原はらみらの』。あの嘘うそが何かわかれば、一気に全員をＵＡして大量のＵＡＰがゲットできるはずだ。いったいどんな嘘なんだろう？

　千ち夏なつ姉は教えてくれなかったし、Ｂ組の連中に聞いても教えてもらえるはずがない。

　となれば櫟原に直接話を聞くのが一番だ。

　昼休みのチャイムと同時に隣のクラスへ行こうとすると、春はる霞がすみに話しかけられた。

「卯う曽そ月づきくん、今日も屋上でお弁当、じゃなくて作戦会議しませんか？」

「あーすまん、今日はちょっと用事があるんだ。大おお空ぞらと二人で食べてくれ」

「あ、はい、そうなんですか。わかりました。いってらっしゃい」

　一瞬しゅんとなった春霞は、思い直したように微笑ほほえんで胸元で小さく手を振る。俺は後ろ髪を引かれる思いで、二年Ｂ組の教室へと向かった。

（さあて、どうやって櫟原を呼び出すかな）

《また捕まって、くすぐり拷問を受けちゃたまりませんからね》

　そっとドアを開けて、中の様子をうかがった。

（やべっ！）いきなり窓際の席で談笑している石清水と目が合う。

　同おな中ちゆうのイケメンは一瞬目を細めて俺を睨にらみつけると、すぐにプイッと顔を背けた。

　ホッと胸を撫なで下おろす。どうやら櫟原はちゃんと話を通してくれたらしい。だが、肝心のその金髪ギャルの姿が見えなかった。近くにいる生徒に聞いてみると、「今日も欠席みたいだね。もしかしたら午後から登校してくるかもしれないけど」だそうだ。

　さすが、ギャル。重役出勤が容認されているらしい。

　頭の上でエンジェがつぶやいた。

《けど、それにしてもちょっと気味が悪いデスね》

　教えてくれた生徒の頭上にも『櫟原みらの』の文字。それだけじゃない。Ｂ組の教室にいる全員の生徒のキーワードが『櫟原みらの』だった。

　いったいこのクラスに何があったんだろう？

《わかりました！　謎はすべてまるっと一つです！》

　突然、エンジェが叫んだ。言葉の意味はわからないが、言いたいことはだいたいわかる。

《いじめデス！　いじめしかないデスよ！　二年Ｂ組全体でみらのさんをいじめてるんデス。そのせいで、みらのさんは不登校の見せパンギャルになっちゃったんデス！》

（見せパンは関係ないと思うけど……その根拠は？）

《そういう漫画をコミックエンジェル少女で読みました。間違いないデス！）

（コミックエンジェル少女？　成人向けか？）

《何言ってるんデス！　コミックエンジェル少女、略してエン少女はイケてる天使キッズの間で大人気の乙女マガジンデスよ！》

（ふうん、いずれにせよソースが漫画って時点でこの話終了だから、このダメ天）

　いじめ、というのはありえる話だ。けどその分、部外者の俺が深入りしたら、ロクな目に遭わないことも学習済みだった。それに櫟いちい原はらにも迷惑がかかるかもしれない。

（しかたない。櫟原の件は後回しにして、地道にコツコツＵＡしていくことにしよう）




　ＵＡＰ大量ゲットを諦めて、再びピロティで張り込みをすることにした。

《でも、先週はそれで失敗してマスよね。何かいい方法があるんデスか？》

（もちろんあるぞ。名付けて「今日から俺は本気出す」作戦だ。気がついたんだが、今回のキャンペーンってＵＡに失敗しても一切ペナルティがないんだよな。いままでは人間関係を気にして遠慮してたけど、今日からは本気モード。体裁気にせずバンバン行くぞ）

《そんなダメ人間の言い訳みたいな作戦がうまくいくんデスかねえ？》

　不吉な天使の予言とは裏腹に、さっそく山やま田だ、又また吉よし、高たか山やまの三人組を発見した。

　何やら熱を帯びた口調で話し合っている。話の内容はいつも通りアニメについて。今期の話題作はネット原作の異世界転生アニメらしい。

《あれ？　あの人たちは先日スルーしたみなさんデスよね》

（あれから気がついたことがあるんだ。まあ見てろ）

　三人のキーワードは『プールの水』と『アイドル声優の弟』と『イケメンオーク』。

　一見何の関連性もなさそうだが、ちゃんと考えたら実は共通点があった。

「やあ三人さん、相変わらず仲がいいね」

　再びフレンドリーに話しかける。

「うっさい話しかけるな」「裏切り者は死ね」「陰キャが陽キャに転生できると思うなよ」

　相変わらずの罵ば詈り雑ぞう言ごんだ。でも、今日の俺はこのくらいじゃめげない。

「キミたちさ、生まれ変わったらというか、転生したらというか、何になりたい？」

　俺の質問に一瞬虚をつかれた三人組だが、口々に「転生（笑）」「転生したらなんて、バカじゃね」「そんなん中学生でもなきゃ考えねえっつうの」と答えてくれなかった。

　ここまでは計算通り。そして、ＵＡだ。

「これから、キミたちの嘘うそを暴くよ」

　三人のオタクたちは、急におどおどした顔になった。

「まず山田君、本当は生まれ変わったら『プールの水』になりたいんだろ」

「なんでそれを!?」

「でも、やめた方がいいと思うよ」

「なんでだ？　プールの水になったら、可愛かわいい女子のあーんなところやこーんなところにも潜り込み放題なんだぞ！」

「たしかにそれは夢のようだけどさ。キミは重要なことを忘れている」

「なんだって？」

「プールに入るのは女子だけじゃない、男子もだ。水になった山やま田だ君は、男子のあーんなところやこーんなところにも潜り込むハメになるんだぞ」

「し、しまった、それを忘れてた！」

　山田は膝から崩れ落ちる。１３２００→１５７００

　すかさず俺は次のターゲットに向かった。

「それから又また吉よし君、キミがなりたいのは、ずばり『アイドル声優の弟』だね」

「別にいいだろ。憧れだったんだよ、アイドル声優の弟。つぶやきアプリとかで、アイドル声優がよく『弟と一緒にカフェに行きました』とか、『弟と一緒にお風呂入りました』とか言ってるじゃん。俺も生まれ変わって、アイドル声優と一緒に暮らしたいんだよ」

「ピュアかっ！　あれは彼氏なの！」

「えっ？　じゃあ、イブに二人でゲームしてるのも、ナイトプールのインスタに見切れてるのも……」

「本当は全部彼氏！　『アイドル声優の弟』なんて実在しないの！」

「マジかよ、俺の純情を返せ！」

　又吉も泣きながらうずくまった。１５７００→１８２００

「最後は高たか山やま君、キミの転生希望は『イケメンオーク』だね。いやぁ、ようやく異世界っぽいの来たな」

「……悪いかよ」

「悪くない！　素晴らしい！　わかる、わかるよ。女騎士にくっころとかやりたい。かといってモテたくないわけじゃない。だからオークなのにイケメンがいい。欲張りセットかよ、まったく」

　高山はまんざらでもなさそうにうなずいた。

「いいだろ、イケメンオーク。なんだよ卯う曽そ月づき、おまえ案外話わかるじゃん」

「でも高山君、一つだけ言っておくよ」

「なんだい？」

「キミは、もうすでに十分イケメンオークだから」

「てめえ、ふざけんな！」１８２００→２０７００

　こうして俺は見事に三人をＵＡし、合わせて７５００ＵＡＰの荒稼ぎだ。

　ただ同時にヘイトも集めちゃった気がするんで、とりあえずその場を逃げ去った。




（よし、サクサク次に行くぞ）

　ちょうどそこへやってきたのは、陸上部の坂さか本もとさんだ。

　浮かない顔で一人歩く彼女の頭の上のキーワードは──やっぱり今日も『妊娠検査薬』

《彼女もＵＡするんデスか？　今日はホントに本気なんデスね》

　もし本気で妊娠の心配をしてるなら赤の他人の俺が口を挟む話じゃないんだけど、大おお空ぞらによると彼女に男性経験がある可能性はかなり低いらしい。となると……

「あ、あの、坂さか本もとさん」

「んん？　何？　また卯う曽そ月づきか」

　坂本さんは、怪け訝げんそうな顔でこっちを見る。

「いまからキミの嘘うそを暴くよ。キミ、妊娠検査薬を手に入れようとしてるよね」

「どうしてそれを？　まもりんにも話してないのに？」２０７００→２３７００

「どうしてなのかは措おいといてさ、そんなもの何の意味もないぜ。だって、妊娠検査薬って犬の妊娠には使えないんだから」

「えっ、それマジ？」

「坂本さん、戻ってきた飼い犬が妊娠してないか心配なんだよね。でも妊娠検査薬ってのは人間用だからさ。犬の場合は動物病院に行かないとわからないんだ」

「そうなんだ。一応お礼言うね。教えてくれてありがと。けど卯曽月、アンタさ──ぶっちゃけマジでキモい」

　蔑むような目つきでそう言うと、坂本さんは逃げるように去っていった。

（親切で教えてやったのに、メッチャ不審者扱いされたぞ！）

《ドンマイ誠斗まことさん、本来聖人とは孤独なものデス。大丈夫。嘘を暴いて徳を積めば、いずれ良いことがありマスよ。少なくともＵＡＰは貯たまるわけデスし》

　エンジェはすまし顔でそう言った。どうもこいつは胡う散さん臭くさい。

　だがこいつに言われるまでもなく、春はる霞がすみのためにはＵＡしていくしかないんだ。

　それに嫌われるのは得意技、もともと嫌われまくってるからノーダメだ。




　すると、まるで魔王城の背景にあるような巨大な黒雲を頭上に抱えた人物が現れた。

　学年主任にして風紀委員顧問、日本史の櫻さくら井い先生だ。

　授業のわかりにくさとねちねちした性格でかなりの嫌われモノなんだが、櫻井先生の嘘はキーワードを見るまでもなくはっきりしていた。彼のヘアスタイルは、そのくたびれた容姿に反して、いつもカッチリ決まっている。風が吹いても消してなびかない不自然なまでに不動の黒髪。要するにヅラなんだ。

　雲の大きさと色からして、ＵＡすればかなりのＵＡＰが手に入るだろう。

「先生、いまから先生の嘘を暴きます！」

「ほう、面白いことを言うなぁ。俺は嘘なんかついた覚えはないぞ」

　中年男性特有の脂ぎった額がピクピクと動く。平静を装っているが、かなりイラッときたようだ。もしこれ以上を口にしたらどうなるか、想像するだけで恐ろしい。

　周囲の生徒たちもざわめき始めた。

「おい、なんかあいつ、変なことやってんぞ」「まさか、アレを言っちゃうわけじゃないよな」「そんなことしたら、櫻さくら井いめっちゃブチ切れるって」

　けれど、春はる霞がすみのためにはＵＡするしかない。

「先生は──」突然、後襟を引っ張られた。同時に玉を転がすような澄んだ声が響く。

「卯う曽そ月づき君は、先生の江戸幕府の経済政策の解釈について不満があるそうです」

　振り返るとそこに、華はな村むら学がく園えん一の美少女、氷ひ鳥とり沢ざわ雛ひな子こ生徒会長が立っていた。

　陽ひの光にさらさらと輝く絹の黒髪。零こぼれ落おちそうなくらい大きな黒い瞳。その場にいるものが思わず姿勢を正したくなるような凛りんとした立ち姿。大和なでしこ然とした完璧な容姿の持ち主だが、その本性は近寄る男子をバッサバッサと切り倒す日本刀系女子だ。

　ただどういう理由かわからないが、俺は会長から目をかけてもらっていた。

　会長は続けた。

「公共事業で景気浮揚を促すと同時に商人に税をかけるという政策は現代の感覚では当たり前ですが、儒教的価値観が強かった当時に、例えば江戸城再建などを行えば、将軍家は執政者としての大義を失い支配基盤が揺らぎかねないでしょう」

「むう。だが名を取りすぎるあまり実を失っていったせいで、最終的に幕府は破産状態に陥り、結果として大政奉還につながるわけだぞ」

　何を話してるのかさっぱりわからない。

「そうですね。そのあたりは、私から卯曽月君に講義しておきますわ」

　けれど会長がにっこり微笑ほほえむと、まさに百ひやつ花か繚りよう乱らん。櫻井先生や俺だけじゃなく、周りにいた生徒たちまでが皆うっとりと頬ほおを緩ませた。

「そうか。生徒会長に教えてもらえるとは、卯曽月も幸運なヤツだな」

「じゃあ、行きましょうか。卯曽月君」

「い、いや、俺はその」

　抵抗しようとしたら、背中を思い切りつねられた。メチャクチャ痛い。

「さっさと来なさい。では櫻井先生、失礼します」

　にこやかな笑顔の仮面の下で、会長はかなりお怒りになっていらっしゃるようだ。俺の腕を掴つかんで大股で歩きはじめる。

「ちょっと待って、痛いです。爪、食い込んでます」

「わざとに決まってるでしょ」

「そのセリフは、あててるのときに言って欲しかった」

「あててる？　……バカじゃないの！」

「痛いってぇ！」

　人ひと気けのない校舎裏に来たところで、やっと手を放してもらえた。

「いったいどういうつもり？　櫻さくら井い先生を怒らせたら卒業までずっといびられるわよ」

「いやぁ、これにはいろいろと事情がありまして」

「でしょうね。で、その事情とやらは私には話してもらえないんでしょ」

　怒っているような、拗すねているような、なんとも言えない口調だ。

「私が何度呼んでも執行部室に来ないし」

「いや、まあ、だって会長の話って生徒会長に立候補しろってやつですよね。あれは断ったじゃないですか。俺には会長の代わりなんか無理だし、そもそも選挙で落ちますって」

　華はな村むら学がく園えんでは文化祭最終日から次の生徒会長選挙が始まる。今は立候補受付期間中なんだが、氷ひ鳥とり沢ざわ会長は何をトチくるったか、俺を次期会長に立候補させようとしていた。

「他に立候補者がいないんだからしかたないじゃない。それに、選挙は信任投票になるから、いくら卯う曽そ月づき君でもギリ大丈夫でしょ」

　ギリ大丈夫って、その程度の信頼感の人間を会長に推すのはどうなんだろう？

　そもそも文化祭と言い、生徒会長選挙と言い、ウチの学校は基本的に間が悪い。

　いまから生徒会長になると、来年の九月まで職務に追われるため、受験の妨げになるのは必至だ。もちろん推薦入試の内申点は稼げるだろうけど、そんな微妙な利益と引き換えるには生徒会長の仕事は負担が重すぎる。氷鳥沢会長のような天才か、ハナから一浪する予定でもなければ、立候補なんて自殺行為と言っていいだろう。

（それに、前任者が優秀過ぎるんだよなぁ）

　氷鳥沢会長の活躍ぶりからして、次の会長は誰がやっても落胆されるに決まっている。

　そんなわけで受付期間もあと一週間というのに、まだ一人の立候補者もいなかった。

「ね、お願い。この通りよ」

　この通りと言いながらも、会長は指先を合わせ申し訳程度に頭をかしげただけだ。

「卯曽月君の実務能力は間違いないもの。それに他の人が会長になって受験に響いたら申し訳ないけど、貴方あなたなら私も良心の呵か責しやくを感じないし」

「会長の唯一の欠点を見つけましたよ。人にものを頼むスキルがゼロですね」

「バカおっしゃい。私ほど頼みごとがうまい人間はいないわよ。氷鳥沢家の親戚の集まりでは『おねだり上手の雛ひな子こちゃん』として恐れられてるんですからね」

「おねだり雛子ちゃんねえ、じゃあ俺にもおねだりしてみてくださいよ」

「ふふん、見てなさい。ねえ卯曽月のおじ様、私テディベアのぬいぐるみを買っていただけたら、もっともっとおじ様のことを好きになれる気がしますわ」

「くっ、意外に殺傷力高いな！」

　たしかにちょっと前までの俺は学校では空気みたいな存在だったから、信任投票なら何とかなったかもしれない。でも最近やたらとみんなのヘイトを感じるんだよなぁ。原因は主に俺が二股しているという誤解から来るものなんだけど、もしその誤解の輪に氷ひ鳥とり沢ざわ会長まで加わったら本当に一人の友達もいなくなってしまう気がする。

「他に誰かやってくれそうな人はいないんですか？」

「他の誰より卯う曽そ月づき君が適任だと思ってるの。私が声を掛けてるのはキミだけよ」

　そう断言する会長を見て、俺ははっと気がついた。

　生徒会長の頭上には、雲がない。

　ＵＡＰキャンペーンに参加して数日が経たったけれど、街角にも学校にも、これまで嘘うその雲を宿していない人間は一人もいなかった。そりゃそうだ。人間生きていれば嘘の一つや二つつかずにはいられないはず。そんなふうに思っていたんだけど──

「会長、さすがです」

「急になによ？　気持ち悪いわね」

「会長って、嘘をついたことはないんですか？」

「嘘？　ないわよ。だって、嘘って他人に自分を良く見せるためにつくものでしょ。私、実際以上に良く見せようがないもの」

　もちろん嘘はそれだけのためにつくものじゃない。

　けれど、会長の理屈は妙にストンと俺の中におさまった。

（やっぱ俺、会長のことが好きだなぁ）

《誠斗まことさん、浮気はダメデスよ》

（そういう意味じゃなくて、人間としてさ）

　だから、できることなら氷鳥沢会長の助けにはなりたい。けれど、生徒会長が自分に務まるとは思えない。俺がここ数日、会長の前から逃げ回っている理由はそれだった。

　その時だった。校内放送が流れて、会長に呼び出しがかかった。

『氷鳥沢生徒会長、お電話が入っています。至急、職員室まで』

「しかたないわね。とにかく放課後、絶対に立候補の手続きに来なさいよ」

　そう念を押すと、会長はスカートを翻して去っていった。

（……助かったぁ）

　その凛りんとした後ろ姿を見送りながら、俺はホッとため息をついた。
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『氷鳥沢生徒会長、お電話が入っています。至急、職員室まで』

　放送が流れて、ようやく生徒会長が卯曽月くんから離れる。

　校舎裏の茂みに隠れながら、わたしはスマホ片手に小さくガッツポーズした。

「よし、危険生物をターゲットから排除。卯曽月くん応援作戦成功です！」

　何を隠そう、さっきの呼び出しはわたしが掛けた偽電話だった。

「ふう。卯う曽そ月づきくんの後をつけていて正解でした。あの生徒会長さんは絶対に卯曽月くんラブですからね。あまり長時間二人きりにしたらダメです」

　こう言うとなんだかわたしがヤキモチを焼いてるみたいだけど、けしてそうじゃない。

　忘れもしない、あの八月の夜。

　花火が輝くプールサイドで、わたしたちは約束を交わした。

　わたしの役目は、卯曽月くんとまもちゃんがうまくいくように応援すること。

　それを果たしてさえいれば、わたしは卯曽月くんに嘘うそをついてもらえる。キラキラ輝く嘘の世界の住人でいられる。卯曽月くんの隣にいられるんだ。

（でも、最近ちょっと卯曽月くんの様子が変なんですよね。ううん、もともと変な人で、そこがいいんだけど……）

　何が変かって、まもちゃんに対する態度だ。ちょっと前までは少しよそよそしい感じだったのに、今では妙に仲が良い。もちろん仲が良いのは良いことなんだけど、その仲の良さがまるっきり友達同士みたいなんだ。

　もしかして、卯曽月くんに他に好きな女子でもできたんじゃ……

　本人に聞いてもきっと答えてはくれないだろう。彼が何と答えるかはわかっている。

「俺が好きなのは、春はる霞がすみだよ」

　いつもの嘘をつくだけだ。嘘でそう言われても、すごく嬉うれしい。もしそれが本当だったら、きっと嬉し過ぎて死んじゃうかもしれない。でも、わかるんだ。彼のわたしへの告白が嘘だってことは、天地がひっくり返っても間違いない。

　じゃあ、卯曽月くんは誰が好きなんだろう？

　一番怪しいのは、生徒会長だ。でもここ数日、彼は会長から逃げ回っている。

　会長じゃないとしたら、この間の櫟いちい原はらみらのさんかな？

　ちょっと怖いけど、綺き麗れいな金髪をした大人っぽい人だった。まもちゃんと同じ小麦色の肌だから、卯曽月くんの好みなのかもしれない。

　いったい、どんな人なんだろう。

　卯曽月くんには興味がないっていってたけど、本当かな？

　ちょうどＢ組には映研で知り合った子がいるし……聞いてみようか？

　もしホントに卯曽月くんが櫟原さんのことを好きだったら、どうすればいいんだろう？

　まもちゃんのときと同じように、卯曽月くんの恋を応援すればいいのかな？

　でも、まもちゃんが相手なら幼おさな馴な染じみのわたしは役に立てるけど、櫟原さんのことなんか何も知らない。まさか、使えないわたしはお払い箱なんてことはないよね。

「春霞はもう塔屋に来なくていいよ。これからは櫟原と二人でお昼食べるから」

　そんな彼の言葉を想像しただけで、心臓をギュッと握り締められたような気持ちになる。イヤだ。そんなの絶対に我慢できない。

　とにかく、もう少し情報を集めなきゃ。
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　放課後、授業が終わるや否や俺は教室を抜け出した。

「卯う曽そ月づき誠斗まこと、逃げたわねぇ！」

　間一髪、背後から迎えにきた氷ひ鳥とり沢ざわ会長の怒声が響く。

（……まったく、早いとこ諦めてくれないかなぁ）

　申し訳ないけれど、俺には生徒会長選挙に関わっている暇はない。放課後も、ＵＡＰを集めるために嘘うそを暴きまくらなきゃいけないからだ。しかし──

『二年Ｃ組卯曽月誠斗！　大至急、生徒会執行部室に来なさい！』

　今度は会長自ら校内放送だ。なんてしつこいんだろう。

　とりあえず、学校を離れることにした。

　たどり着いたのは、駅前広場。学校とは反対側の改札で、ここなら華はな村むら学がく園えんの生徒の目にもつかない。俺はベンチに座ってホッと一息つくと、行き交う人々を眺めた。

　通行人たちの頭上には、大小濃淡様々な雲が乗っかっている。

　このＵＡＰキャンペーンを始めるまで自分がかなりの嘘つきだと思っていたけど、いやはやどうして、世間の皆様も相当なモンだ。

（でも、生きるってのはそういうことなのかな？　会長みたいな超人は別として）

《そんなことはありません。どんな理由だろうと、神様は嘘などお許しになりません。さあ、いまこそＵＡのとき！　ＵＡ戦士誠斗よ、嘘を暴いて暴いて暴きまくるのデス！》

　職務に忠実な嘘暴き天使に促されて、俺は道行く人々のキーワードを注視した。

『出張経費』『クレジットカード』『賞味期限』『合格判定』『牛丼』『フリマアプリ』

　なんとも胡う散さん臭くさい言葉のオンパレードだ。そう思ってよく見ると──

（『牛丼』って、あれは？）

　商店街の牛丼屋の前を、パーカーにミニスカートの女子が右往左往していた。店に入ろうか悩んでいる様子だ。フードを深くかぶって、サングラスにマスクというなんとも怪しげな出いで立たちだけど、こぼれる金髪には見覚えがあった。間違いない、櫟いちい原はらみらのだ。

「よぉ櫟原、こんなとこで何してんだ？」

「ゲゲッ、なんでストーカー月づきがここに!?」

「ストーカーじゃない。たまたま通りかかっただけだよ」

「そんなこと言って、このまえおなか擦さすったときに盗聴器を仕掛けたんじゃ？　うわっ、お腹の真ん中に何か付けられてる！」

「それはヘソ！　全人類が標準装備してるやつだから！　てか、往来で腹を出すんじゃないよ。また腹壊すぞ。だいたいなんだ？　学校サボって牛丼屋で飯か？」

「別にぃ、アタシ牛丼なんか嫌いだしぃ」

　頭上の雲が黒くなる。そして、キーワードは『牛丼』

　まったくコイツの嘘うそはわかりやすい。ちょうどいい、ＵＡチャンスタイムだ。

「いまから櫟いちい原はらの嘘を暴くよ」

「またそれ？　こないだからなんなの、このウザ月づき」

「櫟原さ、いまメチャクチャ牛丼食いたいだろ」

「そんなわけないでしょ。牛丼は嫌いなんだってば。牛丼か天丼、どっちか選べって言われたら、一晩悩んで結局天丼を選ぶレベルだし」２３７００→２５７００

　ＵＡＰが上昇する。やっぱり牛丼が食べたかったらしい。まあ、店の前をウロウロしてた時点で丸わかりだったけど、櫟原っていっつも腹空すかせてるんだな。

「それ一晩悩んでる時点でかなりの牛丼好きだよな。こないだのお返しにおごるぜ」

「別に、いまお腹なか減ってないし」

「でも俺に話があるんだろ。あのまんまじゃ気持ち悪いし、立ち話もなんだしさ」

「それはそうだけど……ならさ、一緒に店に入ってウザ月が牛丼食べてよ。アタシは横で見てるから。いまなら店も空いてるし、文句は言われないでしょ」

「櫟原は食べないのか？」

「食べないってば、ええと、ほら、アタシいまダイエットしてるからさ」

　そう言った櫟原の身体からだはどうみても標準以上に痩せていて、ダイエットが必要なようには見えない。そのくせ出るところはちゃんと出てるから、女の子って不思議だよなぁ。

「なんか視線がいやらしいんですけど。ジロジロ見んな、このエロ月」

「こないだはあんなエロいパンツ見てもオッケーだったのに？」

「あれは見せパンだったからだもん。今日は普段着だし……もぉ、とにかく入るよ」

　相変わらず強引な櫟原に腕を引っ張られて、牛丼屋に入った。

　空いているテーブル席に向かい合って座ると、櫟原は挙動不審にキョロキョロと辺りを見回す。サングラスとマスク姿でそれだと完全に不審者なので止やめて欲しい。

「おとなしく座ってな、この野生児ギャル。てか、牛丼屋来たことないのか？」

「お店に入るのは初めて。へえ、食券買うんだね。おお、玉子にまで食券がある」

「意外だな、ギャルって牛丼屋とか詳しいのかと思った。オールした後でラッパーの彼氏と来るイメージ？　そういや櫟原って、見た目ほどギャルっぽくないよな。アザースとかチョリースとか言わないし。こないだもお礼は『ありがとう』だったもんな」

「な、何言っちゃってんの？　アタシマジギャルだし、アザースくらい超言うし」

「いや別に褒めてるんだけど。そういやさ、急にギャルになって親御さんに何か言われなかったのか？　普通メッチャ怒られそうなもんだけど？」

「別に、パパもママもアタシが生きてさえいれば好きにしていいって」

「ふうん、なんかいい両親じゃん。なのになんでギャルになんかなったんだ？　彼氏の影響か？　もしかしてダイエットしてるのもそのせい？　ならロクな彼氏じゃないな」

　質問攻めにすると、櫟いちい原はらはあっかんべえをして答えた。

「彼氏なんかいないし。てかアタシのことはいいんだってば」

「そういえば俺に話があるんだったな。なら聞こうか」

「うん、じゃあ言うね。アタシと中学のときに話したことがあるの覚えてる？」

　そう言いながら櫟原はサングラスを外した。そこにあったのは正統派美少女だった中学の頃そのまんまの大きく透き通った瞳で、俺はなぜか照れくさくなってそっぽを向いた。

「ああ覚えてる。文化祭だろ。上履きが脱げて転びそうになってたよな」

「そうそう文化祭の非常階段！　覚えててくれたんだぁ！　マジか、嬉うれしいなぁ！」

　弾はじかれたように立ち上がって顔を近づけてくる。無邪気な微笑に心臓が飛び跳ねた。

（この流れは、話ってホントに告白なのか？　ずっと俺のことが好きでした的な？）

　俺が好きなのはもちろん春はる霞がすみだから、もし櫟原に告白されてもお断りするしかない。けど誰かに好意を寄せられているとしたら、やっぱり悪い気はしないものだ。

　頭の上で、エンジェが呆あきれたようにつぶやいた。

《まったく何考えてるんデス。この前それはないって結論に落ち着いたでしょ。文化祭の最中にピコピコ携帯ゲームやってる男子を好きになる女子がいるもんデスか。もし本当に告白なら、天使の私が顔にペイントしてデスメタル歌ってあげマスよ》

　それは是非見たいが、さすがに櫟原が俺を好きってのはないか、と思いきや──

「あのとき言われたことがずっと残っててさ。最近は、夢にまで見ちゃうの」

　そう言うと、櫟原は赤くなった頬ほおに両手を添えてうつむいた。

《なんデスと？》（よっしゃあ、デスメタル来たぁ！）

「あのときアタシみんなから頼まれごとされちゃって、次のイベントの受付時間ギリギリだったんだ。なのにボチ月づきってば、上履き一つ取ってくれないんだもん。『そんな風に空気読めないからボッチになるんだよ』って嫌いや味み言ったら、『別にボッチになったわけじゃない。俺は自ら進んで孤独を選んだんだ』とか厨ちゆう二に病びようみたいなこと言っちゃってさ。もうムカついたのなんの。結局、イベントには遅刻して参加できなかったし」

「イベントって、なんだったんだ？」

「別にそれは何でもいいの。でね、あのときからずっと言いたかったこと、言うね」

　櫟原は大きく息を吸い込むと、真っ赤な顔で叫んだ。

「アンタなんか、絶対彼女できない。ずっと一生ボッチで生きていくんだからね！」

　予想外の告白？に目が点になる。頭上で天使が腹を抱えて笑い転げていた。

《ヒーヒッヒッヒ、笑いが止まりません！　みらのさん、もう最高デス！》

「はぁ!?　話って、わざわざそんなことが言いたかったのか？」

「そうだけど？」俺の問いかけに、櫟いちい原はらは何か問題でも？とばかりに小首をかしげた。

「話があるとか、夢に見るとか言われたら、告白なのかなと思うじゃん！」

「キモっ、アタシがキモ月づきに告白するわけないしょ。しかもここ牛丼屋だよ。ないわぁ」

「なんだよ、俺のドキドキを返せ！」

「はい、チーズ牛丼一丁」

　そこへ牛丼が運ばれてきた。はしゃぎ過ぎていたらしく、店員さんの態度が冷たい。

　とっとと食べて退散しよう。そう思って箸を取り出したところで気がついた。櫟原がまた涎よだれをたらさんばかりにじっと俺の牛丼をみつめている。

　ついさっきまで俺は、この牛丼を櫟原に食べさせてもいいと思っていた。コイツが牛丼を好きなのは間違いない。その証拠に、頭上のキーワードはずっと『牛丼』のままだ。

　けど、キモいとか一生童貞とか言われて（言われてないけど）、なお情けをかけるほど俺は善人じゃないんだ。

「いまからおまえの嘘うそを暴くぞ。櫟原、メチャクチャ牛丼食べたいだろ」

「だ、だから、そんなことないってば（チラリ）」２５７００→２７７００

「そうか、じゃあ俺一人でいただきます」

「えっ？　ここはアタシに食べていいよって流れじゃないの？」

「俺は空気が読めないらしいからな」

「あーんも無し？　ほら、こないだは一口あーんチャンスがあったよね」

「それに一生ボッチらしいし。飯も全部一人で食う」

　わざとおいしそうに牛丼を食べる俺を、櫟原は羨ましそうに眺めている。ざまーみろ、と思っていたら、唐突に尋ねてきた。

「ケチ月、いま幸せ？」

「ああ、牛丼が大好きなヤツの前で一人占めする牛丼ほど美う味まいものはないからな」

「そうじゃなくて、中学時代自分からボッチを選んでたくせに、いまや学園の三大美女にモテモテじゃん。まったくケチ月のどこがいいんだろ、こんなケチ男なのに」

「三大美女？　春はる霞がすみと大おお空ぞらと、もう一人は誰だ？」

「生徒会長に決まってるでしょ」ご飯粒噴いた。

「生徒会長!?　俺がいつ生徒会長にモテたんだ？」

「毎日放送で呼び出されてるじゃん」

「あれは、悪魔の呼び出しだよ。生徒会長選挙に立候補しろってさ」

「へえ、ボッチから生徒会長に下げ剋こく上じようか。すごいね。やるじゃん！」

「やらないよ！　てか、俺が立候補しても落選だろ」

「まあ、間違いないね。アタシも投票しないし。きっと宇う理りも光ひかるも投票しないと思うな。女子票は全滅でしょ。だからって男子が投票するわけじゃないし」

「知ってるか、この世にはオブラートってものがあるんだぞ！」

　俺が怒ると、櫟いちい原はらはけらけらと笑った。

「なんかブレないねえ。そりゃまあ、上履き一つ拾ってくれなかったジコチュー月づきが、生徒会長なんかやるはずないか」

「自己中ってのはやめてくれ。しょうがないだろ、もうすぐ三年で受験なんだし」

「そっかジコ月は受験かぁ。ジコ月ってば地味に成績良いもんね」

「ジコ月って、事故物件みたいだな」

「じゃあ、シコ月？」

「なお悪いわ！　ってか、櫟原は進路どうするんだ？　キャバ嬢か？」

「アタシは決まってるよ。景けい桜おう大学医学部」

　櫟原はあくび混じりに超難関私立大学の名前を口にした。

「寝言は寝て言え。医学部って、櫟原はそもそも文系クラスだろ。てか、もし本当に進路決まってるなら櫟原が生徒会長やれよ」

「無理無理、アタシ学校来るの週三がいい方だもん」

「真面目に学校来ないと、卒業どころか進級もできないぞ」

「んー、まあ、そんときはそんときでしょ」

　櫟原はまるで他ひ人と事ごとのようにそう言った。エンジェが首をかしげる。

《なんだか、別に三年生になれなくてもいいって思ってるみたいデスね。普通は、クラスメイトと一緒に進級したいと思うものじゃないんデスか？》

（そりゃおまえが読んでる少女漫画の話だろ。俺だって進級はしたいけど、俺以外のやつが留年するのは全然嫌じゃない。むしろウェルカムだぜ）

　そう言ってはみたもの、普通の人間なら天使の言う通り、みんなで一緒に進級したいと願うものだろう。そうじゃないということは、やはり何か事情があるわけだ。

　ってことは、やはりアレなのか？

「もしかして櫟原さ、クラスでイジメられてたりするのか？」

　回りくどい言い方をしてもしかたない。ど真ん中に直球を放り込んだ。

「そんなわけないじゃん。ハブラレ月じゃあるまいし」

　櫟原は苦笑いで答える。予想通りの返答だった。イジメられているヤツは、自分がイジメられているなんて認めたりはしない。

　頭上のキーワードは牛丼のままだけれど、今までの全ての事柄が一つに収束していた。

　二年Ｂ組にはイジメがあった。櫟原はそのせいでギャルになり、不登校になった。

　だから、ボッチの俺に処世術を習いに来たんだ。

《それじゃあ、バシッとＵＡしちゃいましょう！》

（いやぁ、さすがに俺もそこまで鬼畜じゃねえよ）

　イジメられてるヤツにイジメを白状させるなんて、そりゃもう犯罪だ。

「俺だってイジメられてなかったぞ。イジメられるほど関心を持たれなかったからな」

「それ、威張って言うこと？」

「無論だ。同じクラスになっただけで仲良くなるほど俺は安くないってことだからな」

「えらそうに……やっぱ中学のころと全然変わんないね。進歩がないっつうか」

　憎まれ口を叩たたきながらも、櫟いちい原はらはなんだかホッとしたように見える。そのときだった。グーッという音を立てて、金髪ギャルの腹の虫が盛大に鳴った。

「めっちゃ腹減ってんじゃん。飯食ってないのか？」

　頬ほおを真っ赤にして言い訳する。

「ママがお小遣いくれなくてさ。お金があると買い食いするって」

「小学生かっ。でもそれで拾い食いしてりゃ世話ないよな」

「あのときはホントたまたま魔が差したんだってば、もぉ忘れてよ」

　腹の音を聞かれた上に恥ずかしい過去を指摘された櫟原は、指と指をくっつけ合わせながらしゅんと縮こまった。そうしてると可愛かわいく見えるから不思議だ。

「じゃあ、おごるよ。カレーのお返しと、二年前に上履き拾わなかったお詫わびもかねて」

「うーん、今日はいいや。ママがご飯作って待ってるし」

　なんか、とびきりの笑顔で断られた。

（なんでだろう？　腹は減ってて牛丼も大好きなのに？）

《誠斗まことさんのことが嫌いだからじゃないデスか？》

（それマジでワンチャンあるから言うんじゃない。もしかして摂食障害とか拒食症だったりするのかな。そういや、カレーのときも食べようとしなかったし》

《でも本人は食べたいんデスよね。摂食障害ってそんな病気でしたっけ？》

　エンジェは首をかしげるけど、専門的なことは医者でもない俺にわかるわけがない。

「じゃあ今日がダメなら、また別の日でどうだ？　そもそもボッチってのは体力要いるからな。少しは飯食った方がいいぞ。ボッチの先輩として俺が御ご馳ち走そうしてやるよ」

「だからアタシは別にボッチじゃないってば」

「牛丼が嫌なら、なんか別の物でもいいぞ。何喰くいたい？」

　すると、櫟原はちょっと考えて答えた。

「うーん、そうめん？　夏休みに食べるみたいな具の入ってないフツーのやつ」

　雲の色が濃くなり、頭上のキーワードが『肉』に変わる。

　ＵＡしたろかとも思ったが、ここは武士の情けだ。

「わかったよ。じゃあ、今度の日曜日ウチに来るでどうだ」

　そうめんを出す店なんてこの辺にはない。するとギャルは疑わしそうに目を細めた。

「エロ月づきんち？　変なこと企たくらんでない？　そうめんの代価に身体からだを要求するとか？」

「そんなわけあるか！　てか、そうめんが代価ってどんだけ貧弱ボディなんだよ」

　もちろん俺に邪よこしまな気持ちは一切ない。もう少し話を聞いてＢ組の連中の嘘うそを暴いてやろうとは思うけど、彼女に好きなものを食べさせたいという親切心からの提案だった。

「貧弱ボディ？　ほーん、ならこれを見てもそんなことが言えるかなぁ？　さすがに胸は人魚姫に負けるけど、スタイルにはかなりの自信アリなんだからね」

　櫟いちい原はらはパーカーの前をはだけると、得意げにポーズを作ってみせた。

「ホラホラ、どうよ？　ついムラムラして襲っちゃわないって言い切れる？」

　手足は細いくせに胸と尻がムッチリして、グラビアモデルといわれても全然不思議じゃない。やっぱエロかった。前に見たピンクの下着を思い出して思わず頬ほおが赤くなる。

「も、もちろん言い切れるさ。だから安心して来ていいぞ」

「ブッブー時間切れ、返事に時間かかり過ぎでーす」

「そんなことないだろ！　けっこうな即答だったぞ！」

「そっかなあ。まいいや、エロ月にそんな度胸ないのわかってるし。じゃあ日曜日、楽しみにしてるね」

　そう言うと、金髪ギャルは心底嬉うれしそうに笑った。
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第四章　陸上姫はお兄ちゃんと結婚したい









【いきなり路上で、ナントカ共和国から来たという若い外人男性に話しかけられた。宗教の勧誘かと警戒していたら、男は引きずっていたスーツケースを開け、たどたどしい日本語で「みてください、わたしのくにの『みんげいひん』です」と言った。どうやら民芸品の路上販売らしい。断ろうとしたが、中にあったのは棘とげのついた金属の棒。世紀末でヒャッハーの人たちが手にしているようなヤツだった。

「いや、これ民芸品じゃなくて、武器だよね」

「ぶきじゃない。みんげいひん」

「じゃあ、いったい何に使うのさ？」

「てきがきたら、のうてんめがけてふりおろす」

「だからそれ武器！」

　話は噛かみ合わなかったけど、物が良かったので買うことにした。すると男性は大喜びで、

「ありがとうございます。ぜひこんどわたしのくににきてください。にほんほどあんぜんじゃないけど、このみんげいひんがあればだいじょうぶです」

　いや、それ全然大丈夫じゃないから！】




「そうめんかぁ」

　今度の日曜日、櫟いちい原はらにそうめんを御ご馳ち走そうすることになったけど、まさか茹ゆでて麺つゆをつけて終わりってわけにもいかないだろう。イジメに遭って不登校になっている櫟原に、なにかしら食欲をそそるようなおいしい料理を食べさせてあげたい。

　でも俺には料理スキルなんてないし、頼みの母さんはしばらく出張で家にいない。

　困ったときに頼りになるのはやっぱり大人の女、千ち夏なつ姉だ。

【ギャルがそうめん食べたいって言うんだけど、肉の入ったそうめん料理知らない？】

　メッセを送るが、既読にならなかった。またどこかで飲み歩いてるらしい。

（しょうがない。愛あいにでも相談してみるか）

　家に帰って妹の部屋の前まで行くと、中から話し声が聞こえてきた。愛ともう一人、別の女の子の声だ。珍しく来客がいるらしい。

「ひどい！　愛ちゃん、あたしを弄んだの！」

　ギョッとしてドアノブを回す手を止めた。

「弄んだなんて人聞きが悪いなぁ。先輩だっていい思いしたんだからお互い様でしょ」

「でも、あたし初めてだったんだよ」

「どおりで、フフフ、ベッドでの先輩なかなか可愛かわいかったですよ」

「なら、あたしとつきあってくれるんだよね」

「それは最初にごめんなさいしましたよね。愛あいには他に好きな人がいるからって」

「そんなぁ、ひどいよ愛ちゃん」

　妹にフラれて半泣きの女子の声には聞き覚えがあった。間違いようがない、大おお空ぞら真ま森もりだ。でも、なんでいきなりこんな修羅場になってるんだろう。

「わかったわ。あたしのものにならないのなら、いっそのこと！」

「せ、先輩、なにするの！　包丁なんか出して」

「愛ちゃん愛してるよ。天国で一緒になろうね！」

《なんか洒落しやれにならないデスよ！》（おいおい、マジかよ！）

　慌ててドアを開けて中に入る。そこにいたのは……

「お兄ちゃん？　どうしたの？」

「やあ、卯う曽そ月づきクン、お邪魔してるよ」

　カーペットに正座して向かい合う愛と大空だった。愛はボウタイブラウスにミニスカートのガーリーファッション。大空はチノパンに革ジャンというイケメンスタイルだ。

「ええと、今何か揉もめてなかった？　包丁がどうとか？」

　それを聞いた二人は顔を見合わせて笑った。

「あはっ、それでそんな青い顔してるんだ。お兄ちゃんウケるぅ」

「愛ちゃんが中学の文化祭で演劇をやるっていうから、その練習をね」

　その手には、台本らしい冊子が握られている。

「なんだ、そうだったのか」

「だって、お兄ちゃん女優さんがタイプなんでしょ。なら、愛もやってみようかなって」

「おいおい、受験勉強で忙しいんじゃなかったのかよ」

「ちょっとした息抜きだもん。大空先輩、コーヒー淹いれますね。お兄ちゃんも飲めば？」

　受験のことを突っ込まれて、愛は逃げるように階下へ降りて行った。

「なんか、ずいぶん生々しい台本だったな。大丈夫か、アイツの中学」

「あたしも最初は驚いたけど、愛ちゃんなかなか上手だったよ。あ、お芝居の話ね」

「他になんの話があるんだ！　てか大空、おまえ油断も隙も無いな。いつのまに部屋に上がり込むような仲になったんだ」

「ははは、あたしと愛ちゃんは卯曽月クン大好き同盟だからね」

　予想外の言葉に、思わずドキリとする。つい最近まで、俺は大空真森が大好きだった。彼女の笑顔は真夏に咲く大輪のひまわりのように俺の心を照らしてくれた。

　いまでも、彼女を好きなことに変わりはない。

　ただそれ以上に、春はる霞がすみを好きになっただけだ。

「話は変わるけど、卯曽月クンにちょっとお願いがあるんだ」

「なんだ？　俺も大おお空ぞらのことは応援してるからさ。できる事なら何でも言ってくれ」

「よかった。じゃあ結婚して」

「話変わってないじゃん！　てかいきなり結婚って、なんでそうなるんだよ！」

「だってさ、愛あいちゃんとあたしじゃ結婚できないでしょ。でも卯う曽そ月づきクンと結婚したら、あたしは愛ちゃんのお姉さんになれるじゃん！」

「ええと、それは台本の続きか何かか？」

「お芝居じゃない。これはあたしの本心、つまり現実だよ」

「悲しい現実だな。いつのまにそこまでベタぼれになったんだ」

「だって愛ちゃんって怖いんだもん。怖いくらいに可愛かわいい。小悪魔というより、もう大悪魔だよ。ねえ、卯曽月クンはあたしを応援してくれるんだよね」

「まあ俺は女の子同士の恋愛は推奨派だけど、結婚は無理だぞ。俺は春はる霞がすみが好きなんだ」

「籍だけでいいんだってば。あたしはお姉ちゃんの肩書が欲しいだけなんだから。心と身体からだはハルのものでいいからさ」

（……ダメだ、コイツ）

　頭を抱えていると、愛がコーヒーカップをお盆に載せて戻ってきた。

「あ、大空先輩、お兄ちゃんにちょっかい出してたでしょ」

「だ、出してないよ」

「愛のお兄ちゃんを困らせたら、めっですよ」

「わかってるってば、あたしが愛ちゃんの嫌がることするわけないじゃん」

《完全に尻に敷かれてマスね》

　大空のヤツ、デレデレだ。まあ、本人たちが良ければそれでいいんだけどな。

　結婚はともかく、ここは自然の成り行きに任せよう。結婚はともかく。

　そうとなったら、こっちの話だ。

「あのさ、愛にちょっと相談があるんだ。そうめんのことなんだけどさ」

「そうめんって、おそうめん？」

　俺は、ＵＡＰのことをぼやかしながら事情を説明した。

「最近再会した同おな中ちゆうの友達がすんごい肉好きなんだけど、なんか意地張ってそうめんしか食わないって言うんだ。で、今度家に呼んでそうめんを御ご馳ち走そうすることになったんだけど、素そうめんってのもなんだろ。肉の入ったそうめん料理って何かあるかな？」

　すると、愛は急にジト目になった。

「友達って、愛の知らない新しい女の人？」

「ま、まあな」

「そんなの愛が手伝うと思った？　もう、お兄ちゃんの女たらし！　おそうめんみたいに女の子をつるつる食べるつもりなんでしょ！　いったい何本食べれば気が済むのよ！」

　やっぱりそうなるか……肩を落としていると大おお空ぞらが助け舟を出してくれた。

「あたしが教えてあげようか？」

「え？　大空料理できるの？」

「フフン、体調管理のために自分の食べる物は基本自分で作ってるんだ」

「おお、すげえ！」

「大空先輩、なんでお兄ちゃんが知らない女子と仲良くするのを手伝うの？」

「そんなこと言って、愛あいちゃんも本当はわかってるでしょ。卯う曽そ月づきクンが食べたいのはハル一本だけで、他の女の子と二本一緒に食べるなんてできる人じゃないって」

「妹一本がいいの！　うー、もぉ好きにすれば！」

　愛は怒って一階に降りてしまった。

「怒らせちまったな。いいのか？」

「愛ちゃんは卯曽月クンのこととなると素直じゃなくなるからね。大丈夫、きっと明日にはケロッとしてるよ」

　それはそうなんだが、妹の習性をそこまで熟知している大空に、ちょっと引く。

「それよりそうめんだったっけ。友達のいない卯曽月クンが家に呼ぶなんて、よっぽどの事情があるんだよね。そっちの相談にも乗るよ。やっぱり犯罪絡み？」

「おまえが男だったら腹パンしてるからな。料理の相談だけ、お願いします」

「なら、レシピフォルダー大放出だ。溜たまってるのをいっぱい出しちゃうよ！」

　そのあと、メチャクチャ料理を教えてもらった。

　ちょっと見料理できないキャラなんだが、自分で言うだけあって大空は本当に料理がうまいらしい。意外なところで援軍を得た。

『そうめんチャンプルー』『カポナータそうめん』『そうめん女体盛り』『麻婆マーボー素そう麺めん』

　これで、日曜日の準備はばっちりだ（なんか一個おかしいのが混ざってるけど）。




【今朝のマックＪＫ。

「試験前なのに、ずっとスマホゲームで協力プレイしちゃってたよ」

「あるある。一人だけ抜けるって言いにくいもんね」

「あれさ、協力プレイと言いつつ、現実では足を引っ張り合ってるよね」

「お、なんかいいこと言っちゃった感じ？」

「まあ、ぶっちゃけあたしら賢い系だし？　てか、えらすぎけんしん？」

「あーそれ知ってる。敵に塩送っちゃうヤツでしょ」

「そうそう、でもなんで敵に塩なん？」

「それはあれでしょ。塩に砂糖って書いといて料理に入れさせるじゃん。で、しょっぱってなったトコに攻め込むみたいな」

「それ、えらすぎけんしんじゃなくて、せこすぎけんしんじゃね？」

「それな。じゃあ、ウチはえらすぎたげんぱくでいいや」

「えらすぎたげんぱく？　誰それ？」

　知らんのかい！　このふわけが！】




　そして迎えた日曜日。櫟いちい原はらとの約束は十二時だ。

　買い物は昨日のうちに済ませてある。両親は昨日から旅行に行って不在だった。大おお空ぞらに教えられた通り、朝から料理の仕込みをはじめる。

　ふと思い出したように、エンジェがつぶやいた。

《でも、いいんデスかねえ？　陽はるさん的に》

（なんで春はる霞がすみがでてくるんだ？）

《やっぱり一種の浮気なんじゃないデスか？　他の女の子を家に入れるなんて》

　それは違う。俺が櫟原を招いたのは、もちろんイジメに遭っている彼女を元気づけるためだ。けどもう一つの目的は、Ｂ組の連中の嘘うそを暴いてＵＡＰをゲットすること。

　つまり、春霞のためでもあるんだ。

（やましいことは何もないからな。別に春霞に内緒にするつもりもないし）

《そうデスか？　じゃあしっかり弁明してくださいね》

　天使が不敵な笑みを浮かべたその時、インターホンが鳴った。

　ピンポーン

　櫟原との約束の時間まで、まだ一時間以上ある。

（宅配便か？　それともセールスか何かか？）

　ピンポンピンポンピンポンピンポンピンポン

　インターホンが連打された。近所の子供のいたずらか？　首をかしげながら玄関に出る。しかしドアを開けてもそこには誰もいなかった。ちょっと気味が悪い。

（いったいなんなんだ？）

　すると突然、背後からバンバンという音がした。

　慌てて家の中に戻って、一瞬、背筋が凍り付く。

　リビングの窓の外に、女が張り付いていた。

　女はバンバンとリビングのガラス窓を叩たたいて──

「うーそーづーきーくーん！　こーこーあーけーてー！」

　女の正体は、春霞だった。

　春霞が滅めつ多たに見せない切迫した表情でこっちを睨にらみつけていた。ハーフパンツに、キャラクターのついたトレーナー姿。普段お洒落しやれな春霞にしてはラフすぎる格かつ好こうだ。

　慌てて鍵を開けて室内に招き入れる。

「ええと、おはよう春はる霞がすみ、いつもとイメージ違うけどなかなか可愛かわいいな」

「そういうのいいです！　まもちゃんに聞いたんですけど、今日、櫟いちい原はらみらのさんが卯う曽そ月づきくんの家に来るそうですね！　一緒にご飯を食べるって！」

　見ると、背後で大おお空ぞらが「ごめん」と言わんばかりに手を合わせていた。

「いや、まあ、その通りだけど」

「ダメです！」

「別に二股とか浮気とかそういうんじゃないぞ。櫟原のヤツ、ダイエットだかなんだかでいっつも腹空すかせてるから、純粋に飯を食わせてやりたくてだな」

「だからそれがダメなんです！　櫟原さんにはご飯を食べさせちゃダメなんですよ！」

「どういうことだ？」

「Ｂ組の子が教えてくれたんです。櫟原さんはええと、じこ、じこ、じこちゅーだって」

「まあアイツにはそういうトコもあるけどさ、飯くらい食わせてやってもいいだろ」

「そうじゃなくて、病気なんです！　病気のじこちゅーなんです！」

「？？？」

　何が何だかわからない。戸惑っていると、さらに窓から誰かが入ってきた。

「それは、私が説明するわ！」

　名探偵ばりのセリフで登場したのは、千ち夏なつ姉だ。いつも学校で見るスーツ姿だが、目は血走って髪の毛はぼさぼさ、服はよれよれになっている。まるで徹夜で飲み明かした後みたいな……いや、きっと徹夜で飲み明かした後なんだろう。吐く息がメチャ酒臭かった。

「遅くなってごめん。せっかくまこりんがメッセくれたのに飲み会が超盛り上がってて、違う！　仕事が超忙しくて気がつかなかったの」

「どうして古ふる館だて先生がここに？　それにまこりんって？」

　突然現れた女教師に春霞は目を丸くしたが、面倒臭いので説明は省くことにした。

「で？　何を説明してくれるんだ？」

「そうめんを食べさせたいギャルって、櫟原さんのことなんでしょ」

「ああ、そうだけど」

「ここだけの話よ。彼女は自じ己こ免めん疫えき性せい膵すい炎えんという難病にかかっているの」

「じこめんえきせいすいえん？」

　千夏姉の説明によると、若年性自己免疫性膵炎とはウィルスや細菌などをやっつけるはずの免疫が間違って自分の膵すい臓ぞうを攻撃してしまうという非常にまれな病気だった。

　膵臓は膵すい液えきという非常に強い消化液を分泌するので、破壊されると周囲に炎症を起こして激しい腹痛が生じる。命を落とす病気ではないけれど、彼女の場合、治療には免疫抑制剤の継続投与と徹底した食事制限が必要なのだそうだ。

「つまり、どういうことだ？」

「櫟いちい原はらさんは、病気のせいで脂肪分を取っちゃいけないの。食べられるのは、白米とか豆腐とかそうめんとかだけ。まこりん、彼女にお肉を食べさせようとしてたでしょ」

「あ、ああ、そのつもりだった」

　彼女が病気を発症したのは今年の春。

　学校に週三しか来ないのも、他の日には通院しているからなんだそうだ。

「本人の希望で、病気の詳細はクラスメイトにも伏せてあるはずよ。春はる霞がすみさん、あなたどうして櫟原さんの病気のことを知ってたの？」

　千ち夏なつ姉に聞かれて、春霞はおずおずと話し始めた。

「ええと、櫟原さんは病気のことをクラスメイトに秘密にしてたんですけど、お母さんがどうしても心配になって、本人に内緒でＢ組の子に話しちゃったんです。学校で何かあったらよろしくお願いしますって。それでクラス全員で話し合って、櫟原さんが自分から話してくれるまで知らないフリをしつつ、病気をサポートしようって決めたらしいです」

（てことは、Ｂ組の連中がついてた嘘うそって……）

《いじめじゃなかったんデスねえ》

　なんだか、全身の力がガックリと抜けてしまった。

　今まで俺はＢ組の連中が悪者で、俺だけが櫟原の味方なんだと思っていた。

　でも現実は逆だった。

　連中は櫟原の秘密を知っていたのに、優しい嘘をついて彼女を守っていた。一方の俺は何にも知らないくせに、うわべの知識や思いつきだけで櫟原を知っている気になって、あまつさえ食べちゃいけないものを食べさせて危険にさらそうとした。

　もう最悪だ。

「というわけだからまこりん、今日の食事会は中止ね。間違っても肉料理なんか食べさせたらダメだよ。チョコレートひとかけら食べただけで腹痛にもだえ苦しむらしいから」

　つまり落ちてたチョコを拾い食いしてお腹なかが痛くなったのも、病気のせい。さすがの櫟原も、剥むき出だしの汚いチョコを拾い食う野生児じゃなかったわけだ。

「卯う曽そ月づきくん、その方がいいですよ。別にヤキモチとかそういうんじゃなくて」

「そうだよな。大おお空ぞらに教えてもらったメニューは出せないんだもんな。そうめんだけならいいんだろうけど、そんなんじゃむしろ寂しくなっちまうし」

「……ごめんなさい」

「春霞が謝ることじゃないさ。むしろ、ありがとう」

　もし知らずに肉の入ったそうめんを食べさせてたら、大変なことになっていた。

　それだけじゃない。カレーも牛丼も、櫟原は本当は食べたかったんだ。でも病気で食べることができない。そんな彼女の前で、俺はバクバク食った。あまつさえ──

《ダイエットするなとか、肉を食えとか、言ってましたねえ》

（あちゃー、なんてバカなんだ俺）

　知らなかったこととはいえ、本当に無神経なことを言ってしまった。

　できればその罪滅ぼしをしたいけど……

（エンジェ、なんとかならないのか？）

　以前、疲労骨折をした大おお空ぞらをＵＰを使って治療したことがある。天使や悪魔の力なら、原因不明の難病でも治せないことはないはずだ。

《もちろん、なんとかなりマスよ。人間の病気ぐらい、どんな難病だろうとエンジェリックパワーでちょいちょいと治すことができマス──一億ＵＡＰデスけど》

　やっぱりそうか。いくら天使とはいえ、無制限に人間を助けてくれるはずがない。

（どうせそんなことだろうとは思ったけどさ。一億は高くないか？）

《高くありません。不治の病が治るんデスよ。むしろ大特価、サービス価格デス》

　言われてみればそうかもしれない。骨折が10万ＵＰだったんだ。そんな簡単に病気が治るなら、俺はあっというまにスーパードクターか新興宗教の教祖様だ。

　櫟いちい原はらとの約束の時間まで、あと一時間。

　彼女のガッカリする顔が目に浮かんだ。




櫟【駅に着いたどぉ！　てかウチら近所なんだから駅で待ち合わせじゃなくてよくない？　知り合いに見られたら噂うわさになっちゃうかもよぉ。まあ、アタシは別にいいけど】




（「着いたどぉ」ってなんだよ、「着いたどぉ」って）

　一時間後。妙にハイテンションなメッセを受けて駅に迎えに行った。

　そこにいたのは、黒いミニスカートにＧジャン、ロングブーツという出いで立たちの櫟原みらのだ。今日は九月にしては寒いんだが、小麦色の太ふと腿ももがほぼ丸出しになっている。ギャルってのは足を出さないと死ぬんだろうか？　てか、病人のくせにすげえなコイツ。

「いちいは……」声を掛けようとして、息を呑のんだ。

　櫟原はショーウィンドウに姿を映して、あれやこれやポージングをしていた。スタイル抜群だからどのポーズも決まっている。ところが突然、頭を抱えてしゃがみこんだ。

「あーやっちゃった。勢いまかせになんか痛いメッセ送っちゃったよぉ。ドン引きされてたらどーしよ！　そもそも『着いたどぉ』って何よ、『着いたどぉ』って！」

　どうやら櫟原は勢いで突っ走ってあとでいろいろ悩むタイプらしい。しょうがない。助け船を出してやろう。

「やっほー櫟原、迎えに着いたどぉ！」

　すると金髪ギャルは頬ほおを真っ赤に染めたまま、すっと立ち上がってポーズを取った。

「ちょっとぉ、大きな声出さないでよ。知り合いに見られたら恥ずいし」

「俺は別に気にしないけど。でも櫟いちい原はら、今日はなんかすごいお洒落しやれだな」

「別にオセジ月づきに見せるためにお洒落したわけじゃないから。いつもこんな感じだから」

　頭上の雲が黒くなる。そこには、『ジャージ』の文字。

「これから櫟原の嘘うそを暴くぞ。普段はいつもジャージだろ」

「またそれ？　そんなわけないでしょ」１５７００→１８７００

　ＵＡＰが上昇する。やっぱりギャルの普段着はジャージだったか。

「牛丼屋の前で会ったときはめっちゃ普段着だったもんな。あれも似合ってたけど」

「う、うるさい。御ご馳ち走そうしてくれるんでしょ。さっさと、月の家まで案内して」

「とうとう月だけか？　面倒臭くなったな。まあいい。俺んちこっち」

　背中を向けて歩き出すと、櫟原はピッタリ俺の横にくっついてきた。

　横を見ると、開いたワンピースの胸元から紫のブラがガッツリ見えている。見せブラってやつなんだっけ。しかし角度によっては見せブラの中の白い膨らみもチラチラしている。顔や首は小麦色だけど、服に隠れたところは白いんだな。真っ白で形のいい美乳に思わず見ちゃいけないと目を背けるが……

（もしかしてこれは見せ乳？　見てもいい乳なのでは？）

　そう思い直して横目で谷間を覗のぞき込もうとすると、指で思いっきり目を突かれた。

「うぎゃっ！」

[image: ]

「見すぎだってば、このエチ月づき！　てかそもそも、なんでアタシが大事な日曜日にエチ月の家なんかでご飯食べなきゃいけないのよ」

「そりゃ、飯は一人より二人で食べた方が楽しいじゃん」

「ご飯なんて単なる栄養補給でしょ。楽しさを求めてなんかないし」

　そりゃ、食べられるのが白米やそうめんだけだったら誰でもそうなるだろう。

　けれど、それを言い出すのはフェアじゃない気がした。櫟いちい原はらが自分で教えてくれない限り、知らないふりをした方がいい。きっとＢ組の連中も同じ気持ちなんだろう。

「ええと、じゃあ逆に、なんで櫟原は今日来てくれたんだ？」

「そりゃもちろん、エチ月と一緒だと楽しいからに決まってるじゃん」

「ええっ!?」《あれま！》

　まったく想定していなかった返答に頬ほおが赤らむ。しかし──

「だって中学最後の文化祭にボッチでゲームよ。何が楽しくて生きてるんだか。でもそんな人間でも生きてると思ったら気が楽というか、下には下がいるみたいな？」

「あのなぁ、失礼にも程があるだろ！」

「ははは、冗談よ、冗談」

　そう言って笑った頭上のキーワードは『冗談』

　ホント、失礼なヤツだ。




「ここがフツ月んちかぁ」

「悪かったな、フツウの家で」

　家に到着すると、金髪ギャルは表札に顔を寄せてつぶやいた。

「なんて読むの？　たまご？」

「うそづきだよ、うそづき！　もしかして櫟原、俺の名前知らなかった？　それでずっと変な名前で呼んでたのか？」

「そんなわけないでしょ。冗談に決まってるじゃん。冗談」

　頭上のキーワードは『冗談』のままだ。ごまかすような苦笑いを浮かべながら、櫟原は咳せき払ばらいを一つして言った。

「コホン、いい？　わかってると思うけど、今日はホントにご飯食べに来ただけだから、エッチなことしちゃダメだからね。これ、フリとかじゃないからね」

　意外にも緊張しているみたいだ。

「大丈夫だよ。だって別に二人きりってわけじゃないし」

「へっ？」

「妹もいるし、それに春はる霞がすみと大おお空ぞらもいるんだ」

「えっ？　人魚姫と、ユ陸上姫も？」

　大おお空ぞらのやつ、なんちゅうあだなで呼ばれてるんだ？

　するとインターホンを押す間もなく、玄関が開いて中から黄色い声が響いた。

「卯う曽そ月づきくん、おかえり！」

「お兄ちゃん、準備完了したよ！」

「卯曽月クンが、こんなおっきなモノを隠してたなんてビックリだよ！」

　春はる霞がすみと愛あいと大空が出迎えてくれる（ちなみに千ち夏なつ姉には帰ってもらった。教師が家にいたら櫟いちい原はらも気まずいだろうし、なんといっても酒臭かったし）。

　中を覗のぞくと、家中にプラスチック製の樋といが張り巡らされていた。

　エンジェがエヘンと胸を張る。

《どうデス。これが天界特製巨大流しそうめんコースデス。全長57メートル、最高時速90キロ、動力不要で環境にも優しい。これが１２０００ＵＡＰなんてお得すぎでしょ》

「すんごいじゃん、コレ！」

　櫟原も目を丸くしている。本当ならＵＡＰは春霞のためだけに使いたかったけど、櫟原の驚く顔を見たらそんな気持ちも吹き飛んでしまった。

「そうめんが食べたいんだろ。なら、これがいいかなって」

「つけダレはいろいろあるからね」

　さらに大空が油分の入っていないタレを何種類も考案してくれていた。

　季節外れの流しそうめんパーティのはじまりだ。

　キッチンのスタート台からそうめんを流して、各自いろんな場所でキャッチする。

「ちょーだぁいって言ってくれたら流します。あ、卯曽月クンは言わなくていいからね」

　大空がノリノリで流し役を引き受けてくれた。

「ちょーだぁい！」愛が小悪魔丸出しでウィンクする。

「頂戴頂戴！」春霞は、ガチで食そう料めんを要求していた。

「ちょーだ……んなこと言えるか！　恥ずかしい！」櫟原は、うん、まともな人が一人でもいてくれてよかった。

「よっしゃ行くよぉ！」

　大空の掛け声とともに、目の前を白い塊が通り過ぎていく。取ろうとした瞬間に、横から出た箸にかすめ取られた。

「なにっ!?」隣を見ると春霞がドヤ顔しながら、そうめんを頬ほお張ばっていた。

「春霞、おまえそんなに素早く動けたのか！」

「ふ、んごっっく、もほもふんらもん」

「飲み込んでから喋しやべれ。てか、負けんぞ！」

　激しいバトルを繰り広げる俺と春霞。すると背後からクレームが──

「あのさぁ、今日はアタシにごちそうしてくれるんでしょ。さっきから一本も流れてこないんですけど、このバカップル！」

「フフフ、食べたかったら力ずくで奪い取ってみろ！」

「おそうめんも、……も譲りません！」

「アンタら、櫟いちい原はらみらのをなめんなよ！」

　任にん侠きよう映画ヨロシク啖たん呵かを切った櫟原は、細い手足のどこにそんな力があるのかと不思議なくらいの怪力で俺たちを押しのけると、器用にそうめんをゲットした。

　かつおだしつゆにひたされた白い麺が、櫟原の口の中に入って行く。その瞬間──

「おいしい！」

　金髪ギャルは満点の笑顔を浮かべたのだった。




　用意した十人前以上のそうめんを流し終わって、リビングでくつろいだ。

　窓を開けると室内に涼しい秋風が流れ込んできて、激しいそうめんバトルで火照った身体からだに心地良い。

「あー、楽しかった」「食った食った」「もう腹八分目です」「春はる霞がすみ、ホント恐ろしい子」

　すると、櫟原が聞きづらそうに尋ねてきた。

「ええと、あのさ、ハルと月はつきあってるっていう認識でいいんだよね」

　それを聞いた春霞の顔が一瞬で真っ赤になった。

「何言ってるんですか、みらのちゃん」

　いつのまにか春霞と櫟原は、みらのちゃん、ハルと呼び合うようになっていた。女子ってそういう距離の詰め方早いよな。

「そんなことないです。卯う曽そ月づきくんは、まもちゃんのことが好きなんですよ。それにまもちゃんも卯曽月くんのことが好きで、二人は両りよう想おもいなんです。でも二人ともなかなか素直になれないから、わたしが二人のキューピッド役を買って出てるんです」

「まもりと月が両想いって、どこの世界線の話よ。あっち見てみ」

　櫟原が指さす方をみると、大おお空ぞらと愛あいがリビングのソファに寄り添って座っていた。

「大空先輩、流し係お疲れ様、全然食べれなかったでしょ」

「ハハハ、いいってことさ、愛ちゃんのお兄ちゃんの頼みじゃ断れないもんね」

「じゃあ、ご褒美に愛が食べさせてあげます。はい、あーん」

「い、いただきます、あーん」

「おいしいですか？」

「うーん、おいちい！」

　もう、デレデレだ。あれって俺の初恋の人だよな？

「なんかあの一角だけ書店の百ゆ合りコーナーみたいになってるじゃん」

「あれはまもちゃんの作戦です。将を得んと欲すればまず馬を射よ、みたいな感じです。策士なんです……たぶん」

[image: ]

「そうかなぁ、アタシには素直になれないのはハルの方としか思えないけど……まあ、なんか事情がありそうだし、深くは突っ込まないけどさ」

「えー、ツッコんでもいいんだよぉ」

　すると、大おお空ぞらが櫟いちい原はらに近寄ってきた。

「まもり、アンタ酔っぱらってんの？」

「えー、だって仲良くしたいじゃん。同じ色黒同士。日焼け同盟結成しようよ」

　大空って、ホントに同盟好きだな。

「やだよ。まもりみたいな下ネタオヤジと一緒にされたくない」

「ガーン、あたしの下ネタダメ？　ギャルってエロいことばっか考えてるんじゃないの？」

「そんなわけあるか！　それにアタシはなんちゃってギャルだから。この小麦色の肌は医療用のファンデーション塗ってるだけで、落とせば肌真っ白だから」

「えー日焼けじゃないの？　ガーン、裏切られた」

「別に裏切ってないし。てか、みんなもう知ってるんだよね。アタシの病気の話」

「それは……」

　言葉に詰まって、顔を見合わせる。そんな俺たちの様子に櫟原は笑みをこぼした。

「麺つゆに一切脂肪分入ってなかったじゃん。アレ月のことだからサプライズでお肉食べさせようとしてくるんじゃないかって覚悟してたんだけど、全然なかったし」

「ハハハ、実は直前で止められたんだ」

「やっぱそうだったか。危ない危ない」

　そう言って笑いながら髪をかき上げると、絹糸のような細くて長い髪が陽ひの光を反射してキラキラと光った。

「まあ、ちょうど話したいトコだったんだ。聞いてくれる？」




　彼女が最初に身体からだの異変を感じたのは、今年の春休みだった。

　食事の後におなかが痛くなるようになった。

　最初に行った病院ではストレスからくる過敏性大腸症候群と言われたけど、薬を飲んでも治らない。そのうち身体もだるくなって、救急車で大学病院に搬送される羽目になった。

　そこでついた病名が「若年性自じ己こ免めん疫えき性せい膵すい炎えん」。十万人に一人の難病だという。

　そこからずっと入院で、新学期になって登校したのは最初の一週間だけ。検査が終わると今度は新薬を使った治療が始まった。幸い薬が効いて症状は治まり、ＧＷ明けから通学が許されたけど、脂肪分のある食事は禁止で週二回の点滴が欠かせないんだそうだ。

　櫟いちい原はらは苦笑いを浮かべて言った。

「別に病気のことは諦めがついてるんだよね。おなかが痛くなるのも、点滴や注射も、もう慣れたし。いやなのは学校を休まなきゃいけないことでさ」

「えー、学校休めるなんてむしろご褒美だろ」

「ボチ月づきはそうだよね。でも普通の子は違うんだよ。一日休んだだけでどんどん話題についていけなくなって、居場所がなくなっていく。なにより嫌だったのは、病気でかわいそうなみらのちゃんってポジションでさ。たぶんママがバラしたんだろうけど、みんなどこか心配そうなんだもん。そのくせ気を遣って知らないふりしてくれて。それじゃなおさらこっちも言い出せないじゃん。その点、ボチ月は良かったな。気遣い一切ないし」

「知らなかっただけだって。病人とわかってりゃ、俺だって気くらい遣ったさ」

「嘘うそばっか。まあいいや。ギャルになったのはね、最初は顔色だったんだ」

　ＧＷが終わって退院したときに体重が８キロ減っていた。クマが出来てドス黒くなった顔を隠すために医療用の濃いファンデーションを塗りたくったら、今までよりむしろ元気そうに見えたんだそうだ。

「肌を小麦色にしたらギャルっぽくなって、でもこれはいいなって思ったんだ。学校休むのも、病気じゃなくてサボってるって思われた方が楽っていうか。変なプライドなのかもしれないけどさ。卒業した後でみんなの記憶に、病気だったかわいそうな女の子として残るより、グレちゃってあんま学校に来なかったギャルの方が絶対いいなって。学校側も医療用のメイクだって言ったらすんなりＯＫがでたしね」

「金髪にしたのもそのせい？」

「そ、それは、まあ趣味かな。小麦色の肌には金髪の方が合うしょ。似合ってない？」

「たしかに似合ってるな」

　かわいそうと思われるより、不良になったと敬遠された方がいい。

　不器用な強がりだけど、なんとなく気持ちはわかる気がした。

「まあ、なんかわかるな」

「でしょ。ボチ月づきならわかってくれると思ったよ。言ったよね。『ボッチを選んでるんだ』って。だから聞きたかったんだ。ボッチでいるのってどんな感じだったのか。いま、どうなってるのか。中学卒業して、同おな中ちゆうの友達と連絡一切なしでやってけるのかって」

　そう言うと、櫟いちい原はらはリビングから庭へとピョンと飛び降りた。

　それから空を見上げて、まぶしそうに目を細める。

「でも、これならいいかな。月、今楽しそうだし。これならアタシがボッチのまま卒業しても、また新しい友達ができそうじゃん。まあ高校生活もあと一年半だし、三年になったら他の連中は受験で忙しくなるだろうし。今一人でも、全然大丈夫」

　陽ひの光に輝く金髪の上に黒い雲が現れる。

　そのキーワードは、『卯う曽そ月づき誠斗まこと』

　俺は思わずため息をついて肩をすくめた。

「櫟原みらの、これからおまえの嘘うそを暴くぞ」

「な、なによ？　またなの？　アタシもう嘘なんかついてないんですけど」

「おまえ、卯曽月誠斗なんかになりたくないだろ。てか俺に言わせりゃ、櫟原ごときが俺様になろうなんておこがましいって話なんだけどな」

　俺にＵＡされて、櫟原はグッと唇を噛かんだ。１８７００→２８７００

「みらのちゃん」

　春はる霞がすみが櫟原に抱きつく。なぜだか春霞の方が目を真っ赤にしていた。じゃれてくる子犬のような春霞の頭を優しく撫なでながら、櫟原はつぶやくように言った。

「……今日さ、ホント楽しかったよ。同じそうめんでも、一人で食うとマズいんだ。みんなで食べるとこんなにおいしく感じるんだね。ホントにホントに、久しぶりにモノを食べたって気がした。病気になる前は毎日みんなでご飯食べて、それが当たり前だったのにさ。やっぱ一人はつらいや。でも今さら、ギャルは嘘です、病気でしたなんて言えないよ。アタシはかわいそうなみらのちゃんじゃないもん。強がりなのはわかってるけどさ」

　そういえば、中学の時の櫟原は誰からも頼りにされる姉御肌だった。人から頼りにされるのは得意でも、頼ることには慣れていないんだろう。

　泣きじゃくる春霞を櫟原が慰める。その聖母像のような横顔を見ながら、ふと思いついたことがあった。ちょっと考えると、ありえない話だけど……

「あのさあ、これはただの思いつきだから、よく考えて欲しいんだけど……」

　櫟いちい原はらが「かわいそうなみらのちゃん」ではなく、「櫟原みらの」として二年Ｂ組の輪の中に戻る一番の方法は、きっとこれだ。

「櫟原さ、生徒会長選挙に立候補してみないか？　生徒会長になったら少なくともボッチってことはなくなるし、かわいそうなみらのちゃんじゃなくて、みらの会長だろ」

「えーっ！」大おお空ぞらが驚きの声を上げた。

「それは、大丈夫なの？」春はる霞がすみは不安げにおたおたした。

「まぁた、お兄ちゃんてばムチャぶりするし」愛あいは呆あきれたように肩をすくめた。

「…………」櫟原はしばらく黙り込んでいたが、やがてゆっくり口を開いた。

「やっぱヤバ月づきって、発想ヤバいね。どうしてそんなこと思いつくの？」

「いいアイディアだと思ったんだけどな。まあ、無理なら忘れてくれ」

「ううん、アタシ生徒会長やりたい。ボッチのまま高校生活を終えるんじゃなく、この学園の一員だったって胸を張って卒業できるように。中学の文化祭のリベンジもしたいし」

「中学のリベンジ？」

「あのとき、アタシが間に合わなかったイベントってさ。例の南なん中ちゆうシンデレラコンテストだったんだよね。あ、アタシがシンデレラなんて図ずう々ずうしいと思ってるでしょ」

　そういや、そういうのがあったっけ。生徒会がミスコンを企画したけど先生に反対されて公式にはできないんで、シンデレラの劇と称してゲリラ的に「南中シンデレラコンテスト」ってのをやったんだ。結局参加人数も少なくて、あまり盛り上がらなかったと噂うわさに聞いていたけど……

「そんなことないよ。参加できてたら優勝してたんじゃないか？」

　嘘うそじゃない。金髪ギャルになった櫟原もいいけど、中学時代の正統派美少女だった彼女は男子にはかなりの人気だった。

「ホントにそう思ってる？　まあいいや。あのときは間に合わなくてコンテストに出れなかったからさ。今度こそ勇気を出してやってみたい。でも、大丈夫かな？　他に立候補者がいなくても信任投票ってのがあるんだよね」

　櫟原は不安げにギュッと唇を噛かみしめた。

　こうなったら、乗りかかった船だ。

「それは俺に任せろ。櫟原が本気で目指すんなら、生徒会長に当選するまで俺が責任もってサポートしてやる。今度こそ、櫟原をシンデレラにしてやるよ」

　俺の言葉に、櫟原はコクンとうなずいた。

　風になびく金髪が秋の陽ひにきらめく。

　そして、美少女は決意の言葉を口にした。

「決めた。アタシ、生徒会長選挙に立候補する」






第五章　金髪ギャルはシンデレラになりたい









【ウチのクラスには、自称転生者が三人いる。一人の前世が「悪役令嬢（三週目）」、もう一人の前世は「世界最強の腹話術師」、そして三人目の前世が「銀河連盟公式Ｖチューバー」。三人とも前世では世界を救いまくっていたため、「この世界では能力は平均値で平凡に暮らしたい」というのが唯一の希望らしい。けどこの間そいつらのやってるゲームを覗のぞいたら、試験前だって言うのにメッチャ周回で世界を救ってた。てかキミらの成績、今世では明らかに平均値以下なんですけど！】




「卯う曽そ月づき誠斗まこと、貴方あなたが素直に私の言うことを聞くとは思わなかったけど、これは何？」

　昼下がりの生徒会執行部室。

　氷ひ鳥とり沢ざわ会長が美しい眉をひそめながら、手にしたプリントをひらひらさせる。

「何って、ご所望の立候補届ですけど。期限今日まででしたよね。遅くなってサーセン」

　俺と櫟いちい原はらは生徒会長選挙立候補届の提出に来ていた。

「私は、貴方の立候補届を待ってたんだけど」

「でも他に立候補者はいないんでしょ。立候補するだけありがたいと思ってくださいよ」

「でも、よりによって櫟原さんなんて」

　会長は俺の耳を引っ張って耳打ちした。

「彼女、その、ヤンキーというか、髪もメイクも服装もアレだし、それに……貴方、病気のことは知ってるのよね。大丈夫なの？　当分は治療が必要なんでしょう？」

「あの、病気の方は落ち着いてるんで」

　すると、それまで縮こまっていた櫟原が声を上げた。

「ただ、いままで通り週二回の通院は必要ですけど……でもアタシは生徒会長になりたい。ふだん学校に来れない分も、みんなのために役に立つ仕事がしたいんです」

「気持ちはわかったわ。けれど、たしか櫟原さんは病気のことを隠したいのよね。信任投票を受けるなら、病気を隠したままっていうのはフェアじゃないわ」

「もちろんです。立候補したら、病気のことはみんなに話すつもりです」

「それに生徒会顧問の古ふる館だて先生には、すでに許可をもらっています」

　昨晩千ち夏なつ姉に相談したら、立候補を認めるために二つの条件を付けられた。

　一つは、病気の治療に影響がでないようにすること。選挙活動や当選後の生徒会業務のために通院や検査の予定を変更するのはＮＧ。

　もう一つは、病気が悪化した場合はただちに立候補を取りやめること。

　これらが守れなければ、学校側は櫟原の立候補を許可しない。逆にこの条件を守ってさえいれば、櫟いちい原はらの立候補には干渉しないというわけだ。

　しかし会長はしかめ面を崩さなかった。

「会長が激務だってことは卯う曽そ月づき君もよく知っているでしょう。病気が悪化したらどうするの？　古ふる館だて先生が何と言ったか知らないけど、私は反対ですからね」

　どうやら生徒会では顧問よりも会長の方が力関係が上らしい。ドンマイ、千ち夏なつ姉。

（マズいな。このままじゃ本当に立候補届を受理してもらえないかもしれないぞ）

　焦る俺に、天使がささやいた。

《こんなとき、役に立つのがＵＡＰデス。たった１８００ＵＡＰでジゴロスキルをアップ。生徒会長を骨抜きにできマスよ》

（ジゴロスキルか、あれならうまくいくだろうけど──）

　夏休み。映研の撮影を中止させようとプールに乗り込んできた会長を丸め込んだのはジゴロスキルだった。あのときは、歯の浮くようなセリフが次々と出てきたっけ。

　でも、ＵＡＰはできれば使わずに済ませたい。こうなったら、やるしかない。

「そりゃあまあ、氷ひ鳥とり沢ざわ会長と同じ働きを期待されても無理に決まってますよ」

　いきり立つ会長を、俺はまあまあとなだめた。

「でも、それは他の誰でも同じでしょう。会長より優秀な人材なんていないんだから」

「な、何を言い出すの？　そんな、おべっか使ったってダメなものはダメよ」

「でもね、俺はずっと思ってたんです。生徒会長が優秀すぎるのも考えものだなって」

「どういうこと？」

「優秀すぎる会長だと、みんな頼りきっちゃいますよね。もちろん他の執行部員たちがサボってるわけじゃないけど、精神的に会長に甘えてるんじゃないかな。だから現にいま後任の立候補者がいない。会長の代わりなんて恐れ多いとか、自分に務まるはずがないとか、そんな空気が蔓まん延えんしているのはズバリ、会長が優秀すぎることの弊害です」

　俺に指摘された会長はガーンと胸を押さえて崩れ落ちた。

「優秀すぎることの弊害……私が悪かったの？」

「そうです。完璧すぎる貴女あなたは、いわば悪の生徒会長だったんです。本当に悪い女だ」

　うずくまる会長に手を差し伸べながら、俺は優しく微笑ほほえんだ。

「でも、俺はそんな貴女を心から敬愛しています。俺だけじゃない。学園のみんなが、会長に憧れて恋焦がれています。だって貴女は学園史上最高の生徒会長なんだから」

「……卯曽月君」

「だから次の会長は、逆でいいと思うんです。優秀じゃなくてもいい。仕事ができなくてもいい。そのかわり、みんなに支えられて、みんなと一緒に成長していく。この学園には、櫟原を支えられるだけの優秀な人材がいっぱいいるはずです」

「でも、信任投票があるのよ。病気の櫟原さんを生徒たちは認めてくれるかしら。もし信任されなかった場合、そこから再選挙なんて時間はないわ」

「櫟いちい原はらは俺が絶対当選させます。雛ひな子こ会長のために」

　会長を名前呼びしながら、俺は学園一美しいと名高い漆黒の瞳を覗のぞき込んだ。

「雛子会長は、俺のことが信じられませんか？　それはちょっとさびしいな」

「も、もちろん、卯う曽そ月づき君のことは信じてるわよ」

「じゃあ、立候補届に判をいただけますね」

「わかったわ……あと、よかったら婚姻届けにも押しておくけど」

「こらこら、ダメじゃないですか。そんな素敵な書類はもっとクライマックスに取っておかなきゃ。それから生徒会長選挙の日程やシステムについて詳細を教えてください」

「はい、よろこんで」




　10分後。立候補の届け出を済ませて執行部室を後にする。

　櫟原がポカンとした顔で後を追いかけてきた。

「い、いまの、なんだったの？」

「なにって、まあ、魔法の真ま似ね事ごとかな」

　前回のジゴロスキルアップを思い出しながら見み様よう見み真ま似ねでやってみたんだが、何とかうまくいった。会長がチョロくて助かった。ＵＡＰは節約しなきゃいけないからな。

「ヤリ月づきが口八丁で生徒会長を骨抜きにしたってのは、本当だったんだ」

「ヤリ月やめなさい。俺ヤったことないから。それよりこれからの作戦を立てるぞ」

　氷ひ鳥とり沢ざわ会長から聞いたところによると、生徒会長選挙の詳細はこうだった。

　明日から二週間の選挙活動期間が始まる。選挙活動と言っても、やることは四つ。

　校内のポスター掲示。登校時間に校門前で行うあいさつ運動。昼休みに教室を回っての選挙演説。そして選挙当日に全校生徒を前にして行う演説会だ。

「準備期間がない分、マンパワーが必要だ。櫟原がしなきゃいけないことはわかるな」

　俺たちだけじゃ圧倒的に人手が足りない。手助けは多ければ多いほどいい。

「うん、わかってる」

　櫟原はコクンとうなずいた。




　その日の授業終わり。自分のクラスのホームルームを脱け出した俺は、Ｂ組の教室の扉に張り付いて中の様子をうかがっていた。二年Ｂ組の担任教師が言った。

「ええと、最後に今日は、櫟原さんからみんなに話があるそうです」

　教室内がいっせいにざわめく。

　生徒たちの頭上には、今日も『櫟原みらの』の文字が乗っていた。

　その嘘うその正体を、俺はもう知っている。Ｂ組のみんなは、櫟原が病気だってことを知りながら気づいていないフリをしているんだ。

《誠斗まことさん、ＵＡしないんデスか？》

（ここで出て行って、「おまえらホントは櫟いちい原はらの病気を知ってるだろ」とか言うわけか？）

《はい、そうすればＵＡＰ大量ゲットデスよ》

　たしかに最初はそれが目的だったっけ。

（そんなことができるほど、俺は鬼畜じゃないよ）

《ううっ、この世の正義は遠いデスね》

　教壇に上った櫟原は、神妙な顔つきで深々と頭を下げた。

　みんな頭の中ではこう思っていることだろう。このタイミングで改まって話があるってことは、また入院をするのか。もしかして、休学や退学の話なのか。

　その証拠に、何人かの女子は先走って涙ぐんでいた。

　そんな中、櫟原は声を振り絞って、いままでみんなに言えなかったこと、一番言いたくなかった言葉を口にした。

「あのさ、アタシみんなに黙ってたことがあるんだ。もう知ってるかもしれないけど、自じ己こ免めん疫えき性せい膵すい炎えんっていうちょっと変わった病気にかかっちゃって、しばらく休みがちだったのは実はそのせいだったんだ。心配してくれた人もいるだろうし、ちゃんと自分の口から報告しなきゃと思ったんだけど、なんか言い出せなくてさ。ほんとごめん」

　しばしの沈黙。

「みらのは悪くないよ」「ありがとう、話してくれて」

　数名の女子が立ち上がって声援を送ってくれた。やっぱり櫟原は俺とは違うらしい。心配してくれるクラスメイトがちゃんといるんだ。

　女子たちの声に勇気づけられたように、櫟原は言葉を続けた。

「うん、それでね、もう一つ話したいことっていうか、できればＢ組のみんなに協力して欲しいことがあって……アタシね、生徒会長選挙に立候補したんだ」

「「「「えーっ！！！！」」」」

　教室がどよめきに揺れた。

　そりゃそうだろう。さっきまで入院か休学かと思われていたやつが生徒会長選挙に出ようっていうんだ。俺はいつのまにか手に汗を握っていた。

　賛同か、嘲笑か、称賛か、非難か、どのリアクションが返って来ても不思議じゃない。

　この反応だけは読めなかった。

　──そして、数秒後。

「うん、いいと思う。わたし応援する！」

　さっき最初に立ち上がってくれた女子が声を上げた。たしか、テニス部の南みなみさんだ。

「おう、頑張れ！」

　続いて声を上げたのは例の最終兵器、剣道部の斗と影かげ。

「いいじゃん！」「応援する！」「あたしもあたしも！」

　静寂が一転して、雪崩を打ったように応援ムードに包まれた。

（よっしゃ、これで作戦大成功だ！）

《大成功って、選挙活動はまだ始まったばかりデスよ》

　不満そうなエンジェに、俺は指を振って答えた。

（チッチッチッ、それがそうでもないんだ。櫟いちい原はらの願いは、生徒会長になることじゃない。クラスの一員に戻ることだろ。こうやって病気をカミングアウトして受け入れられた時点で、ほぼ目的は達成してるわけさ）

《なるほど、じゃあわざわざ立候補しなくても良かったんじゃないデスか？》

（そうはいかないよ。ただ病気を告白したんじゃ「かわいそうなみらのちゃん」のままだろ。生徒会長を目指して頑張るから「頼りがいのある姉御肌のみらの」としてクラスの輪に戻れるわけさ。それにみんなの力を借りるためなら櫟原も頭を下げやすいし、みんなだって生徒会長に立候補なんて話が出てきたら、ギャルになった経緯とか、病気を黙ってたこととか、今までの細かいことなんかはどうでもよくなるだろ）

《そこまで考えてたんデスか!?　誠斗まことさん賢い！　なんか感動です！　これまでずぅっとご一緒してて、私いま初めて誠斗さんの良いところを目にしました！》

（あのなぁ、良いとこなんてもっといろいろ……無かったな）

《でもクラスメイトとの関係がどうとか、人間ってホント面倒臭いデスね》

（ああ、まったく厄介だ。やっぱりボッチが一番だよ）

　ここまで見届けたらもう一安心。教室に戻って明日からの計画を立てよう。

　そう思って振り返った瞬間、教室のドアが開いた。

　出てきたのは、石いわ清し水みず疾はや人と。同じ中学出身で明るい性格のクラスのリーダーだ。

　その彼が、俺を見るなり爬は虫ちゆう類るいのような冷たい目になった。

「なんかおかしいと思ったら卯う曽そ月づきの仕業か。調子乗んなよ。なにが生徒会長だ」

　そう捨すて台詞ぜりふを吐いて教室を出て行った。

（同おな中ちゆうの石清水なら率先して応援してくれると思ったんだけど……櫟原となにか因縁でもあるのかな？　それとも俺、なんかした？）

　不安が頭をよぎる。だが、教室内からは和気あいあいとした声が聞こえてきた。

「ねえねえ、どうして生徒会会長になろうって思ったの？」

「成り手がいなくて困ってるってヤバ月づきに聞いてさ、アタシが役に立ちたいなって」

「ヤバ月って、もしかしてＣ組の卯曽月？　なになに？　つきあってるの？」

「んなわけないじゃん。けど、推薦人になってくれるって」

「えー、あの子はちょっとどうかと思うよ。根暗だし、二股とか悪い噂うわさあるし」

「そうそう、Ｂ組の誰かと代わってもらったら？」

「それがいいよ。石いわ清し水みずくんとかどう？　櫟いちい原はらさんのことすっごく心配してたんだよ」

　なんか、俺の評判すごく悪いんですけど……




　翌朝、いつもよりさらに早めに登校した。

　今日から選挙活動がはじまる。まずは朝のあいさつ運動だ。

「卯う曽そ月づきくん、おはようございます！」

　教室では早くも春はる霞がすみが俺を待っていた。春霞は「櫟原を応援する俺を応援する」とやる気満々だ。俺だって一緒に選挙活動できるのはもちろん嬉うれしい。

「今日からよろしくな。でも、良かったのか？　春霞はもともと俺と櫟原が仲良くするの嫌がってただろ。まあ、別に櫟原とは全然そういう関係じゃないんだけどさ」

　すると春霞は屈託ない笑顔で微笑ほほえんだ。

「はい。みらのちゃんはもうお友達ですから、お友達が立候補したら応援するのは当然です。それに彼女とても素敵ですから、卯曽月くんが好きになっちゃうのもわかるし」

「何言ってんだ。俺が好きなのは大おお空ぞら、じゃなくて、春霞なんだって」

「またまた嘘うそばっかり、じゃあ言ってみてくださいよ。わたしのどこがみらのちゃんよりいいんですか？」

「そりゃもちろん、む──」

「胸の大きさ以外ですからね」

　春霞はプウと頬ほおを膨らませる。その姿はまるで餌を溜ため込こんだハムスターだ。永遠に守りたい、このかわいさ。

「それはもちろん、まずかわいいだろ」

「そんなの、みらのちゃんだってかわいいです」

「それから俺のために頑張ってくれる。昨日だって春霞が教えてくれなきゃ、櫟原に肉の入ったそうめんを食べさせるところだった。ほんとにありがとう」

「それは、わたしも必死でしたから。間に合って良かったです」

　言うまでもなく、俺の一番の目標は１００万ＵＡＰを貯ためて、春霞にかかったペナルティを解除することだ。櫟原と絡んでいたのも、もともとはＢ組のみんなの嘘を暴いて、大量ＵＡＰを獲得しようと目もく論ろんだからだった。けど今となっては、櫟原の選挙活動を応援してもＵＡＰ獲得には結びつかない。むしろ回り道になってしまうかもしれない。

（でも、絶対にあきらめたわけじゃないからな）

「いつか必ず春霞に、俺が本当に好きなのは誰かをわからせてやるよ」

「ホントですよ。まもちゃんか、みらのちゃんか、いい加減はっきりさせてください」

「だから、春霞なんだってば」

「はいはい、今日の分の前払いですね。じゃあ、わたしも頑張ります。みらのちゃんだけじゃなく、卯う曽そ月づきくんもばっちり応援してあげますからね」

「はーい、バカップルのイチャイチャタイムはそろそろおしまいでいいかな」

　振り返ると、櫟いちい原はらと大おお空ぞらが呆あきれ顔がおで立っていた。

「あ、みらのちゃん、これ作ったの」

　春はる霞がすみが手渡したのは、鮮やかなピンクのレースで縁取りされた「櫟原みらの」の名前入りタスキだった。受け取った櫟原は、さっそくそれを肩にかけて胸を張る。

「ありがとう、ハル。これで今日から頑張るよ」

　まず選挙活動の一つ目は、あいさつ運動だ。これは文字どおり、登校時間中に校門前に立って通学中の生徒にあいさつをするというだけの運動らしい。

　選挙活動初日ということで、Ｂ組のみんなも大勢集まってくれるという話だった。

「よし、じゃあそろそろ校門に移動しようぜ」




　ところが、校門前に集まったＢ組の生徒は三人しかいなかった。

　昨日一番協力的だったテニス部の南みなみ宇う理り、最終兵器靴下の斗と影かげ六ろく郎ろう、そして、どこかで見た顔だと思ったら生徒会執行部の根ね津づ初はつ鹿か。

　昨日の様子だと全員参加の勢いだったんだけど、文系ってそんなに朝弱いのか？

「ごめんなさい。他の人たち来れないみたいで……」

「いやまぁほら、昨日の今日だったしな。明日になったらまた増えるだろ」

　しかし、南宇理はすまなそうに首を横に振った。

「それが、みんな明日も来れないんです」

「どうしてだ？」

　いぶかしがる俺に、生徒会執行部員の根津が答える。

「昨日の放課後、もう一人立候補者の届け出があったんですよ」

「マジかよ」

　状況が呑のみ込こめずに戸惑っていると、校舎の方から30人程の生徒の集団がやってきた。

　その中心にいるのは──石いわ清し水みず疾はや人と。

「石清水君が立候補して、生徒会長には自分がなるから応援しろってメッセが回ってきたんです。それがかなり強い口調で、自分を応援しないとハブるみたいな」

　根津の話に、俺はカチンと来て石清水に詰め寄った。

「おいおい、これはいったいどういうつもりだよ？」

　石清水はフンと鼻で笑いながら答える。

「どういうつもりもこういうつもりも、生徒会長をやりたいと思っただけさ」

　頭上の雲が一段と黒くなった、そこにあったのは相変わらず『櫟原みらの』の文字だ。

「それならもっと早くに立候補すればよかったろ」

「言いがかりはよせ。期限内ならいつ届け出を出そうがオレの勝手だ」

「どう見ても櫟いちい原はらへの嫌がらせじゃないか。同じ中学の仲間なのになんでだよ」

「おまえが言うか、同おな中ちゆうに友達いないくせに。とにかく、正々堂々と選挙戦を戦おうぜ。おまえらが校門のこっちでやるなら、オレたちは向こうでやるからさ」

　納得いかず食い下がろうとすると、根ね津づに制止された。

「石いわ清し水みず君の言う通りです。立候補は自由ですし、締め切りギリギリまで待って情勢を見極めてから立候補するのはよくある戦術です。卯う曽そ月づき君の非難は筋違いですよ」

「根津はどっちの味方なんだ」

「自分がここにいるのは氷ひ鳥とり沢ざわ会長のご命令です。昨日、石清水君の届け出を受理した会長が自分に下した指示は二つ。一つはクラスメイトとして櫟原さんを応援すること。二つ目は卯曽月君がカッとして無む茶ちやしそうになったら止めること」

「……会長が」

　さすがは完璧超人氷鳥沢雛ひな子こ生徒会長だ。なんでもかんでもお見通しらしい。そして、そこまで気を遣われているからには会長の顔に泥を塗るような真ま似ねはできなかった。

「ここはおとなしく、自分たちにできることをやるべきじゃないですか？」

　たしかに、ここで石清水とケンカしてもしかたがない。

　根津の提案通り、俺たちは校門の脇に並んであいさつ運動を開始した。




「あいさつ運動は、生徒たちに立候補者を知らせることが狙いです。足を止めて話を聞いてもらってはいけないことになっていますから、細かい公約などは二の次で、とにかく名前と笑顔で立候補者をアピールしてください」

　会長の肝いりだけあって根津は生徒会長選挙を知り尽くしているようだ。しかし──

「この度、生徒会長に立候補した二年Ｂ組石清水疾はや人とです！　よろしくお願いします！」

「お願いします！」

　校門を挟んだ向かいで、大合唱が始まった。

　こちらの人員が七人しかいないのに対し、向こうは三十人以上、勢いの差は歴然だ。

　けれど俺たちも負けじと声を張り上げる。

「櫟原みらのです！　よろしくお願いします！」

「生徒会長に立候補しました！」

　人数こそ少ないが、こっちには大おお空ぞら真ま森もりと春はる霞がすみ陽はるという学園の二大スターがいる。特に大空の後輩女子人気はすごいものがあった。

「大空先輩、立候補するんですか!?」

「きゃー、絶対投票します！」

「握手してください！」

「いやぁ、立候補するのは、あたしじゃなくてみらのさ。でも頼んだよ、ハニーたち」

「「「はーい！」」」

　もちろん、櫟いちい原はらも頑張っていた。

「生徒会長に立候補した櫟原みらのです！　よろしくお願いします！」

　なんというか、金髪のギャルが殊勝に頭を下げる姿というのはそれだけでレア感がある。これはあれだ。普段まじめなやつがいいことしても当たり前だけど、不良がちょっといいことするとすごく褒められるみたいな感じだ。

「よし、これならこの人数差でも勝負になる。でも石いわ清し水みずめ、なぜこんな嫌がらせを」

「……もしかしたら、アタシのせいかも」

　いぶかしがる俺に、櫟原がボソリとつぶやいた。

「そういや中学の卒業式のあと、トークアプリになんか告白っぽいメッセが来たんだよね。『キミのことが気になる、二人の写真をアップしてもいいか』みたいな。アタシはその頃好きな人がいたし、はっきり告白ってわかんなかったから『りょ』で流したんだけど」

「マジかよ」

　じゃあ石清水はずっとそれを恨んでいたのか？　そりゃ渾こん身しんの告白を「りょ」で済まされた点には同情するけど、だからって相手が弱ったときに復ふく讐しゆうってのは男らしくない。

「……ゴメン。ちょっと抜けていいかな。アタシ、トイレ行ってくる」

「おう、朝は冷えるからな」

　校舎のトイレに戻る櫟原を見送って、ふと気がついた。頭上の雲が濃くなっている。

《あれ？　どうしたんデスかね？》

　気になって後を追った。

　案の定、櫟原は人ひと気けのないグラウンド脇の手洗い場の前でしゃがみこんでいた。うずくまっておなかを押さえている。あの時と同じだった。

「嘘うそを暴くぜ。やっぱりか、腹痛だな」

　ＵＡＰが上昇した。２８７００→３１７００

「平気、もうクスリ飲んだから」

「平気じゃないだろ。保健室の先生を呼んでくる」

　そう言った俺の腕を櫟原が掴つかんだ。

「待って。大丈夫だから。今日は初めてでちょっと緊張しただけだから」

　そういえば、自じ己こ免めん疫えき性せい膵すい炎えんはストレスで悪くなるという話だったっけ。

「本当か？　病院に行った方が良くないか」

「いらない。こないだみたいにおなか擦さすってもらえば治るから」

「わかった。でも、痛みが止まらなかったら病院だぞ」

　俺は櫟いちい原はらのベストのボタンを外して、シャツの中に手を突っ込んだ。こんな状況だし、二回目ということもあってあまり躊ちゆう躇ちよもない。

　腹部の熱が、俺の手に伝わってきた。良くなれ、と念を込めて摩擦を開始する。

「うん、よくなってきた。ありがとう」

　一、二分ほどで腹痛は治まってくれたらしい。落ち着いたところで尋ねた。

「どうする？」

「うん、もう戻れるよ」

「そうじゃない。立候補を辞退するかどうかだ。対抗馬なんて想定外なモンが出てきて、精神的なストレスは増えるかもしれない。それにそもそもクラスの連中と仲良くするのが一番の目的なのに、そいつらが敵に回っちまったら本末転倒だしな」

　すると、櫟原は慌てて起き上がった。

「何言ってんのよ。辞退なんて絶対しないから。だって辞退したら、また『かわいそうなみらのちゃん』に戻っちゃう。せっかく応援してくれる人もいて、何かが変わりそうな気がしてたのに」

「でも、病気が悪くなったらリタイアするってのが古ふる館だて先生との約束だったろ」

「約束は病気が悪くなったらでしょ。このくらいの腹痛は前から時々あるし、悪くなったうちには入らないってば」

「そういうの、詭き弁べんって言うんだ」

「大丈夫だって、今日は石いわ清し水みずのことでびっくりしただけだし、ほらもう全然平気」

　ぴょんとジャンプして転びそうになった櫟原を慌てて抱きとめる。

　いつも強気な瞳に、涙が浮かんでいた。

「……ウソ月づきの嘘うそつき。言ったじゃん。アタシをシンデレラにしてくれるって」

「一周して本名に戻ってるぞ……わかったよ。わかったから、そのかわり明日病院の日だよな。ちゃんと診てもらえよ。で、お医者さんにも立候補のことを相談しな」

　俺は半べその櫟原を連れてあいさつ運動に戻った。

　そこで見たものは、活況を呈する石清水陣営と、主役がいなくなって途方に暮れる仲間たちの姿だった。そして俺たちが戦線復帰しても、一度失った勢いを取り戻すことは難しく、あいさつ運動初日は石清水たちに大きく水をあけられた形で終了したのだった。




　そして迎えた昼休み。俺たちは塔屋で作戦会議を開催した。

「チクショー石清水のヤツ、裏切りやがって」

「でも意外だな。もっといい人だと思ってたのに」

「ホントホント、あんなやつには絶対負けないから」

　参加者は俺、春はる霞がすみ、大おお空ぞら、櫟原と──

「南みなみ宇う理りです。みらのとは一年から同じクラスで、みらのがやりたいことを見つけたんなら絶対応援したいんです。お願いします。みらのを生徒会長にしてやってください」

　テニス部副キャプテンの南宇理。今にして思うと、櫟いちい原はらの言葉に一番最初に賛同してくれたのは彼女だった。きっと春はる霞がすみにとっての大おお空ぞらみたいな存在なんだろう。ちなみにキーワードは『体重』。ごめん、見なかったことにするからそれで勘弁してくれ。

「あー、剣道部の斗と影かげ六ろく郎ろうだ。正直、櫟原さんとは絡みもなかったけど、昨日の話には感動した。それに石いわ清し水みずのやつは最近ちょっと調子に乗ってるっつうか、リーダー面して気に入らないんで、こっちにつくことにした」

　最終兵器の斗影六郎。キーワードは『臭わない』。靴下のことを気にしているんだろうか。もしかしたら石清水と仲なか違たがいしたのもあの件が関係してるのかもしれない。俺としては、足の臭いくらい気にすることない、むしろ武器になっていいと思うんだが、人として言っちゃダメなことなのでＵＡはしない。

「根ね津づ初はつ鹿か、生徒会執行部です。基本会長に言われての参加ですけど、優秀じゃない生徒会長を周囲がシステムで支えるというアイディアには興味があるかな。まあ、それに関しては石清水君が会長でも同じことですけどね。選挙や生徒会のことでわからないことがあったら、何でも聞いてください」

　地味に毒舌を放つのは、黒眼鏡の根津初鹿。文化祭のときから知ってる頭のいいやつだ。以前コイツが生徒会長になればと思って声を掛けたら、氷ひ鳥とり沢ざわ会長の下以外では働きたくないと断られた。キーワードは『生徒会長の踏み台』。会長を踏み台にしようとしているのかと焦ったけど、キーワードはあくまで『生徒会長の踏み台』だ。何のことか想像したくなかったので、俺は考えるのをやめた。

　Ｂ組からの参加者は、今朝と同じ三人だけ。

　でも石清水の脅迫に屈しなかった三人だけあって、三者三様で頼りになりそうだ。

「これから何をしたらいいんだ？」

「ポスター作りと、昼休みに教室を回って行う演説会ですね。そのためにまず櫟原さんが掲げる公約とかキャッチフレーズを考えることから始めた方がいいでしょう」

「……公約か」

　大空が待ってましたとばかりに手を挙げる。

「ハイっ！　制服の自由化やって欲しい！　あと文化祭の日数を増やす！」

　能天気な発言を根津がサラリと流した。

「残念ながらウチの生徒会にそこまでの権限はないんです。例年、学食のメニューを充実させるとか、制服を改造するとか、いろんなアイディアは出るけど全部ボツになってます。その点、現会長はすごかった。いま校内にスマホを持ち込めるのは、会長が理事長室で二時間演説して理事長を根負けさせたという氷鳥沢伝説その三のおかげですから」

　それを聞いた櫟いちい原はらはやれやれとばかりに天井を仰いだ。

「そんなのアタシには絶対真ま似ねできないよ。アタシの思いつくことと言ったら、せいぜい生徒会の活動を毎日ＳＮＳにアップしてみんなに知ってもらうとか、執行部室を開放してだれでも気軽に遊びに来れるようにするとか、その程度だもん」

　ため息を吐つく櫟原に、集まった面々は思わず顔を見合わせる。

「みらのちゃん、それすごくいいと思う」

「なんだよぉ、ちゃんと考えてるじゃん」

「うん、公約はそれで行こう。みんなに近い生徒会。なんか櫟原らしいし」

　どうやら櫟原はただの気まぐれで立候補したわけじゃないようだ。俺が思った以上にいろいろと考えているらしい。

「アタシらしいかな？　もっと派手な公約が良くない？　文化祭にアイドル呼ぶとか」

「生徒も馬鹿じゃないですから、実現不可能な公約はただの人気取りだって見抜かれてしまいます。逆に言うと、石いわ清し水みず側も大した公約は出せないわけです」

「つまり実質人気投票ってことか」

　すると、櫟原がおずおず手を挙げた。

「ええと相談なんだけど、アタシこのままでいい？　ギャルのままでいいかな」

　たしかにギャル＝不良のイメージだから、生徒会長にふさわしくないって人もいるだろう。人気投票に勝ちたければ、黒髪白肌に戻した方が無難だ。それに櫟原は偽ギャルでそこまでのこだわりはないはず、なんだけど──

「このままでいいと思うぞ。櫟原は櫟原のままで生徒会長を目指すのが一番だ」

「ホントに？　実はこのギャルって割と気に入ってるんだよね。これにしてから、月づきと再会したり、いろんな人と友達になれたから」

「みらのちゃんギャル似合ってるし、いいと思う」

「いまさらギャルじゃなくなったら、だれかわからなくなるもんね」

「ギャルが生徒会長、っていうのは意外性があっていいですよ」

　全会一致のようだ。

　俺は改めて櫟原を眺めた。金髪に小麦色の肌。美少女であることは間違いないし、スタイルも申し分ない。水着審査でもあれば当選間違いなしなんだけど……

「なに見てんのよ、このジト月！　なんか視線がヤラしいんですけど！」

「そんなことないよ！　卯う曽そ月づきくんは目つきがエッチなだけで、頭の中ではエッチなことはちょっとしか考えてないもん！」

「春はる霞がすみ、それフォローになってない」

　どっと笑いが起こる。さっきまでの重苦しい空気が吹き飛んでいった。ところが──

「ええと、盛り上がっているところに暗い話で悪いんですが、昼休みに行うクラス回り演説会、櫟いちい原はらさんが通院して欠席の日をどうするか。検討が必要だと思います」

　根ね津づが眉をひそめて言った。

　これから二週間、毎昼休みに各クラスを回って演説をしなければならない。

　しかも石いわ清し水みずたちと被かぶらないように、生徒会から割り当てられていた。つまり、こっちの都合で好きに回るわけにはいかないってことだ。櫟原の欠席の日はクラス回りを止やめるという手もあるけど、そうしたら全体の四割を捨てることになる。

「推薦人だけでも制度上は問題ないですが、本人不在だとかえって印象悪いですし」

「病院からスマホとかで中継するわけにはいかないの？」

「それは無理かな。診察時間は日によって変るし、点滴もあるし」

　今朝のあいさつ運動でわかったとおり、主役の不在はこちらの陣営の士気に大きく影響する。なんとかうまい方法はないものか？

　みんなそれぞれに頭をひねるが、いいアイディアは浮かんでこなかった。

　どんよりしたムードが再び辺りに広がる。その時だった。




「それは、僕に任せてくれないかな？」

　塔屋の階段を上ってくる人影があった。

「僕が、櫟原さんのＰＶを撮るよ。彼女が病院に行く日は、各教室でそれを流せばいい。スクリーンやプロジェクターは映研で貸し出す。あと、ポスターも撮るんだよな。それも僕たちに任せてくれ」

「どうして、おまえが？」

　美み川かわ太た一いちだった。

　映研の部長にして、文化祭で春はる霞がすみが主演した「人魚姫の唄」の監督だ。

「病気の身を押して学園の役に立ちたいって話を聞いて感動したんだ。ぜひ役に立たせてくれ！」

　そう言った美川の頭上から真っ黒い雲が湧き出してくる。

　キーワードは『春霞陽はる』

　どうやら、春霞に断られた新作映画への出演を諦めていないらしい。

「おまえの嘘うそを暴くぞ。どさくさにまぎれて、春霞を映画に引き込むつもりだろ」

「ギクッ」美川は、苦笑いを浮かべた。３１７００→３２７００

「ハハハ、まあ聞いてよ。僕に構想があるんだ。櫟原さんはみんなと一緒に頑張る生徒会長を目指すわけだろ。じゃあポスターもＰＶも一人だけで出るより、誰かと一緒に友情っぽい感じを演出した方がいいかなって」

「それに春霞を出演させようってわけか」

「……わたしですか？」

　隣で春はる霞がすみが顔を曇らせる。やはり、あまり乗り気じゃないらしい。

《あー、ムズカシイかもしれませんねえ。前に疋ひき田た監督のスカウトを断ったくらいだし。あの陽はるさんがプリンをチラつかされても即拒否でしたからねえ》

（プリンでダメなら、あとは唐揚げで釣るくらいしか思い浮かばんぞ）

「それでね、ＰＶの脚本は卯う曽そ月づき君に書いて欲しいんだ」

「なんで俺が？」

「だって公約とかは僕じゃわからないし。大丈夫。僕が手取り足取り指導するからさ」

「オーケー、うまくできるかわからないけどやってみるよ」

　俺がうなずくと、美み川かわはにっこり笑って春霞に問い直した。

「そんなわけだけど、春霞さんも出てくれるかな？」

　すると春霞は二つ返事でうなずいた。

「はい、わたしで役に立てるなら。それに、卯曽月くんの脚本だったら是非出たいし」

「ありがと、ハル！　一緒ならきっと最高のＰＶができるよ！」

　櫟いちい原はらが春霞に抱きついて、頬ほおと頬をくっつき合わせる。屈託ない笑顔の小麦色セクシー系美少女と、照れて戸惑う色白小動物系美少女。これが百ゆ合り営業ってヤツか？

　そのてぇてぇ画え面づらに速攻釣られた俺は、ＰＶの成功を確信した。

《さすが名監督、考えましたね。陽さんの一番の好物を餌にして釣り上げるとは》

（一番の好物って……俺か）

　美川のおかげで、それまで重かった雰囲気が一気に前向きになった。これなら、櫟原にさほど負担をかけずに選挙戦を戦えるだろう。

「よし、じゃあ今日から頑張るぞ！　打倒石いわ清し水みずだ！」

「この八人で『絶対みらのを生徒会長にする同盟』、略して『絶対生同盟』結成だね」

「その略はどうかと思うけど、みんなで団結して頑張ろう！」

「絶対当選するぞ！」

「おう！」

　俺たちは、気勢を上げて選挙戦の勝利を誓い合った。




　教室に引き上げる途中、エンジェがボソリとつぶやいた。

《なんか、話が変な方に行っちゃいましたね》

（まったく石清水のヤツ、器の小さい男だよ）

《そうじゃなくて、みらのさんが生徒会長に立候補した一番の目的はクラスの人たちと仲良くなって楽しい高校生活を送るためでしょう》

（そういやそうだったな）

《このまま選挙で当選したとして、その後の学園生活は大丈夫なんデスかねえ？》

　たしかに、エンジェの言う通りだ。

　この選挙戦は、当選すればいいってわけじゃない。たとえ生徒会長になれても、Ｂ組のやつらとギクシャクするようなら本末転倒だ。

（何か、作戦を考えなきゃいけないな）

《おっ、誠斗まことさん、なんかすごい悪い顔になってマスねえ》




【休みの日にモールに行ったら、地下アイドルがライブやってた。思いのほか歌もダンスもうまいので遠巻きにして眺めていたら、機材トラブルで曲が止まってしまったらしい。スタッフはあたふたしているけど、アイドルは顔色一つ変えずコールアンドレスポンスで場を繋つないでいた。

「私かわいい!?」「かわいい！」「人気アイドルになれるかな!?」「なれるなれる！」

　けどなかなか機材は復旧しない。アイドルもファンも何事もないかのようにコーレスを続けてたんだけど、さすがにネタが尽きたらしく、最後はクイズ大会みたいになってた。

「私の好きな銘菓は!?」「と〇りもん！」「私の持病は!?」「花粉症！」「私の好きなウィンナーは？」「シャ〇エッセン！」「私の今日のお昼は!?」「焼き肉弁当！」

　アイドルもすごいけどファンもすごい。てか、なんで昼ご飯まで知ってるの？】




　出来上がったポスターとＰＶは大好評を博した。

　ポスターは、制服姿の櫟いちい原はらと春はる霞がすみが夕焼けの教室に向かい合って立ち、みつめあって指を絡ませるというなんとも百ゆ合り百ゆ合りしいものだ。特に憂い顔の春霞が色っぽく、生唾ごっくんの仕上がりだった。

　キャッチフレーズは「私を生徒会長にしてください」。

　コイツは貼ったそばから盗難に遭った。ぶっちゃけ、俺も三枚キープしている。

　ＰＶの方は、春霞の質問に櫟原が答えるというインタビュー形式で、素人の櫟原を春霞がうまくフォローしていた。春霞はすっかり女優だったし、そのせいで逆に櫟原の素人っぽさというか、フレッシュな魅力が十二分に伝わってくる。

　ほんの五分ほどのＰＶだが、リハも含め撮影に八時間近くかかったという美み川かわ太た一いち渾こん身しんの作だ（ちなみに俺が書いた脚本は大幅改変されてほとんど原形を留とどめていなかった）。

　このＰＶを流すのは櫟原が通院する日のクラス回り演説会だけなんだけど、評判が評判を呼んで、むしろ櫟原がいない日には他のクラスの生徒が見物に押し寄せるという皮肉な現象を生むようになっていた。




「今日一年Ｄ組だって、観みに行くか？」

「行く行く！　やっぱ人魚姫可愛かわいいよな。そしてデカい」

「オレはみらの推しかな。黒ギャルは男のロマンだ」

　この日も、本人不在のクラス回りは大人気。教室の後ろにまで人があふれ返っていた。

「美み川かわ、おまえやっぱりすごいヤツだったんだな」

　不人気者の俺は、クラス回りの演説会では教室の外で待機役を請け負っている。

　同じように満員の教室を遠巻きにしていた美川太た一いちを見つけて声を掛けた。だが、この盛況を前にしても美川は浮かない表情だ。

「全然さ、最近スランプでね。人魚姫以来、二作目のアイディアが出ないんだ。そもそも僕って監督志望だし、物語を生み出すのには向いてないんだよ。イマジネーションに欠けるっていうのかな？　他に脚本を書いてくれる人がいればいいんだけど」

　まだ生徒会長と対決した件を引きずっているらしい。

「すごいのは、僕より春はる霞がすみさんさ」

　美川は真面目な顔で言った。

「彼女には、是非これからも女優を続けて欲しいんだ。彼女には絶対才能がある。もちろんできれば僕の作品に出て欲しいけど、それがダメなら他の監督の作品でもいい。彼女なら、商業作品のオーディションにも受かるんじゃないかな。実はデートの時に映画を紹介したのも、あれで彼女がやる気にならないかと思ってのことなんだよね」

　そう言うと美川は悪戯いたずらを白状する子供のように苦笑いを浮かべた。

　たしかに春霞は映画を気に入っていたし、女優の話も興味があったようだ。それでも春霞がスカウトを断ったのは、俺を応援するためだ。

　スクリーンで微笑ほほえむ春霞はキラキラ輝いて、一般人とは明らかに違うオーラがある。

　櫟いちい原はらが生徒会長になろうと頑張っているように、春霞にも自分のやりたいことをやって欲しい。これからは春霞に応援してもらうだけじゃなく、俺も春霞を応援したい。

　そのために、俺ができることはないんだろうか？

「卯う曽そ月づき、ちょっといい？」

　南みなみ宇う理りに声を掛けられた。気がつくと、ＰＶは終わっている。

「あ、ああ、ごめん、ぼぉっとしてた。撤収だな」

「そうじゃなくて、卯曽月に紹介したい子がいるんだ」

「えっ？　可愛かわいい子？　いまそんなにお金持ってないんだけど」

「ボケはいいから。『絶対生同盟』に入りたいんだって」

「まさかそれ、正式名称になったわけじゃないよな？」

　南の背後に、三人の生徒がいた。見覚えがある二年Ｂ組のやつらだ。

「いまさら勝手だと思うかもしれないけど」

「本当は最初から櫟原さんを応援したかったんだ」

「けど、石いわ清し水みずに『櫟原が生徒会長になったら病気が悪くなる』って言われてさ」

　石いわ清し水みず陣営からこっちに鞍くら替がえしたいらしい。もちろん、諸もろ手てを挙げて大歓迎だ。

「よかった、卯う曽そ月づきは根に持つタイプだから絶対断られるって脅されてたんだ」

　なんか、俺の悪評マジスゲエな。

「もしかして、他にもこっちに入りたいやつっているのか？」

「もちろんさ」

　寝返ってきた生徒たちの話によると、石清水陣営は一枚岩ではないらしい。

　もともと石清水と仲の良いカースト上位グループ、石清水を怖がって言うことを聞いているグループ、櫟いちい原はらの病気を心配して生徒会長にならない方がいいと思っているグループに分かれているという。

　三番目のグループにちゃんと病気のことを説明してこちらに引きこめば、二番目のグループは自然にこちらに流れてくる可能性が高い。

「なあ南みなみ、ちょっと頼まれてくれないか？」

「オッケー、石清水陣営の子たちに声を掛けて引き抜けばいいんだね」




　そして、一週間が過ぎた。

　南宇う理りは予想以上にネゴシエーターとしての才能を発揮し、Ｂ組の半分が「絶対生同盟」に参加するようになっていた。七対三十だった勢力図が二十対十七に逆転している。

　変わったのは、人数だけじゃなかった。

「あいさつ運動のコツは、生徒の名前を憶おぼえて積極的に呼びかけることです。知り合いや顔なじみになったと思われれば、投票してもらえる確率はグッと上がります」

「オッケー、まかせて。アタシ人の名前覚えるの大の得意だし」

「どの口が言うんだ？　櫟原まだ俺の名前覚えてないよな」

　根ね津づのアドバイス通りに、櫟原はどんどんみんなの名前を憶えて積極的に話しかけるようになった。通院中もスマホに撮った写真で名前のチェックをしているらしい。

　すると、本当に生徒たちの反応が変わってきた。以前は大おお空ぞらや春はる霞がすみの人気におんぶしていた感じだったのが、最近は櫟原が一人でいても自然に人が集まってくる。

　櫟原の周りにはいつのまにか笑顔があふれるようになった。

　何かが変わりそうな気がする。

　あの日、涙目でそう言った櫟原は自らの力で確実に周囲を変化させていた。




　放課後、「絶対生同盟」は中庭に集まって、春霞たちが作ってきたおにぎりを食べる習慣になっていた。クラス回りで昼食を食べる暇がないのでその代わりというわけだ。

「なんかすっかり大人数になったね」

「宇理のおかげだよ、ありがとう」

「ううん、みらのが頑張ってるからだよ。だからみんな応援しようと思うんだもん」

「泣いても笑ってもあと一週間だもんね、みんな頑張ろう」

　気合を入れなおしていると、根ね津づがスマホ片手に駆け込んできた。

「大変だよ！　ちょっと、コレ見て！」

　そう言いながら見せたのは、トークアプリの学年グループだ。華はな村むら学がく園えん二年のグループに、大量の画像が投下されていた。その画像とは──

「なんだこれは!?」




　授業中、大あくびする櫟いちい原はら。

　パンツが見えるスレスレの大股開きでおにぎりにかぶりつく櫟原。

　シャツの間に手を入れて腹をポリポリ掻かく櫟原。

　授業中、居眠りする櫟原。

　生足で上半身裸の男子を踏みつけにする櫟原。

　地面に落ちたシュークリームを、いまにもかぶりつきそうな表情でみつめる櫟原。

　授業中、居眠りする櫟原（涎よだれ垂れ流しバージョン）。




　明らかに悪意のある画像のオンパレードだ。

「なによコレ、マジでありえないんですけど！」

　櫟原が悲鳴混じりに叫ぶ。学年グループに上がっている以上、華村学園の二年生なら誰でも画像を見ることができる。さらにそこから拡散するのも時間の問題だろう。

　こんな写真が出回った日にゃ、生徒会長選挙に影響が出るだろうし、それ以前に一人の女の子として恥ずかしいに違いない。

「アタシ、絶対こんなことしてないし！」

「てことは、これは合成写真なのか!?」

「きっと石いわ清し水みず陣営のしわざだよ。最近自分たちが不利だからって」

「石清水のヤツ、やりやがったな。こんな偽写真」

「大丈夫だよ。みんな、みらのちゃんがこんなことしないってわかってるから」

　画像をアップしたのは、石清水陣営で間違いないだろう。

　絶対生同盟のみんなは口々に櫟原を擁護し、石清水を糾弾した。しかし──

「でもさ、櫟原って授業中よく寝てるよな」

「ああ、寝てる寝てる。涎も割と垂らしてる」

「そ、それは、欠席した後だと授業についていけなくて、つい退屈でさ」

「あと、みらのちゃん、ご飯食べるとき、ちょっと股広がってない？」

「それ言うなよ。俺らの目の保養なんだからさ」

「男子サイテー」

「それに、よくおなかに手入れてポリポリ掻かいてるよね」

「掻いてないよ！　ただおなかを触るとちょっと落ち着くんだもん」

「あー、でも、こっちはさすがに合成だろ。裸の男子を踏んでる画像」

「ええと、それは合成じゃないや。この前、根ね津づくんが腰が痛いって言うから、マッサージ代わりに踏んであげたんだ。いつも頑張ってくれてるし、そのお礼に」

「このニヤケ顔が腰が痛い奴やつの顔か？　それになんで服を脱ぐ必要があるんだ？」

「ははは、それはまあ、僕的にはご褒美ってやつですからねぇ」

　女子たちがドン引きしている。

　そういえば、根津のキーワードは『生徒会長の踏み台』だったっけ。そう思ってもう一度確認すると、キーワードが変わっていた──『次期生徒会長の踏み台』。うん、そういう性癖か。最近オーバーワークかと心配してたけど、まだまだ頑張ってもらえそうだ。

「てことはこの画像は、全部合成じゃないんだな」

「シュークリームの写真は？　アタシこんな意地汚い顔しないし、絶対合成でしょ」

　櫟いちい原はらの主張に、全員で「ないない」と首を振った。

　つまりアップされた画像はすべて本物、素の櫟原なわけだ。

「合成だろうとそうじゃなかろうと、こんな画像が出回ったら大ダメージでしょ！　どうすんのよ、このヤクタタ月づき！」

　照れ隠しもあるんだろう、悲鳴混じりに櫟原が叫ぶ。

「どうするって、いったんアップされたものはどうしようもないだろ」

「犯人はいったい何者なのよ!?　根津くんなら、こういうの調べられない？」

「調べましたけど、ＰＣ室で作られた捨てアカでした。犯人の特定は不可能です」

「絶対許さない。見つけたらギッタンギッタンにしてやるんだからね」

「ギッタンギッタンってリアルではじめて聞いた。てか、ぶっちゃけ自業自得だから」

　櫟原は怒り心頭の様子だけど、正直言ってこの画像が生徒会長選挙にマイナスになるとは思えなかった。そもそも金髪ギャルの櫟原が居眠りしようがだらしなかろうが食い意地が張っていようが、生徒諸君にとっては今更どうでもいいことのはずだ。

　それより問題なのは──

「卯う曽そ月づき君、気がついてますか？」

　根津が耳打ちしてくる。言いたいことはわかっていた。

「ああ、この写真撮ったのは、絶対生同盟うちの誰かだよな」

　授業中の居眠りはともかく、おにぎりを食べているところやお腹を掻いているところは仲間内でないと撮影不可能なアングルだ。

　つまり同盟の中に裏切り者、石いわ清し水みず陣営のスパイがいるらしい。いまのところシロなのは櫟いちい原はらと一緒に写っている根ね津づだけ。いやこれもタイマーでなら撮れるか？

「どうする？　これだけ大所帯だとスパイがいてもすぐにわからないよね」

　普通なら、たぶんそうだろう。でも、俺はキーワードを見ることができる。スパイを見つけることはさほど難しくないはずだ。

「大丈夫。そもそも俺たちにスパイされて困ることは何もないからな。このことはみんなには内緒にしてくれ。いまは疑心暗鬼になってチームワークが乱れるのが一番良くない」

「わかった。この件は卯う曽そ月づき君に任せるよ」




　それから数日間が過ぎた。

　心配された石いわ清し水みず陣営の妨害は特になく、選挙活動は順調そのものだ。あいさつ運動やクラス回り演説会は、圧倒的にこちらの方が盛り上がっている。世論調査があるわけじゃないから正確なことはわからないけれど、下馬評は確実に櫟原優勢だった。

　ただ、当初の予想と違ってスパイは簡単には見つからなかった。

　同盟の二十人全員のキーワードを確認したが、『スパイ』とか『石清水』に関係する嘘うそをついている人間は一人もいない。

《まあ、複数の嘘をついていればキーワードには出てきませんからねえ》

（さすがダメ天のくれた能力、思ったより役に立たないな。まあ、しょうがない。今のこの情勢なら、多少のスキャンダルを暴かれたところでこっちの優位は動かないだろう）

　そう考えてスパイ探しを諦めようとした頃に、事件が起こった。

　昼休み。俺はクラス回りを休んで、最終日に行われる演説会の原稿を考えるため中庭のベンチに向かった。そこは、絶対生同盟が集まるアジトのような場所だ。

　ベンチの上に、見慣れない紙箱が置かれていた。

　添えられた手紙には「食べてください」とだけ書かれている。

　中を開けると、明らかに手作り感のあるシュークリームが一個入っていた。

《もしかして、誠斗まことさんへのプレゼントデスか!?》

　キューピッドに憧れるエンジェが脳天気に言う。俺はガックリ肩を落とした。

（俺の不人気ぶりを知らないのか。こんなん石清水側の妨害に決まってるだろ！）

　見つけたのが俺だったから良かったようなものの、櫟原だったらパクリといってしまったかもしれない。シュークリームなんか食べたら、病気が悪化するのは必至だ。

　そして、俺たちには千ち夏なつ姉との約束があった。

『病気が悪化したら、立候補を辞退すること』

　ようやく状況を理解したポンコツ天使は頭から湯気を出して憤慨した。

《じゃあこれはみらのさんの病気を悪化させるための罠わなってことデスか？　自分が生徒会長になるためにそんなことするなんて、ひどいデス！》

「まったくだ、石いわ清し水みずがここまでやるとはな」

　櫟いちい原はらの病気を悪化させてリタイアに追い込む。正直言って、この手の作戦を想定していないわけじゃなかった。

　けど、俺のようなクズ人間でなければ思いつきすらしないと思っていた。

　中学の頃の石清水は本当に明るくて気のいいヤツだったのに……

　ちょうどそこへ、クラス回りを終えた絶対生同盟のメンバーが帰ってきた。中でもひときわ目立つ金髪が俺を見つけて声を掛けてくる。

「あ、サボ月づきみっけ！　ちゃんと原稿書いてる!?」

　俺は大慌てでシュークリームを口に放り込んだ。見た目はいびつだが、けっこう美う味まい。だが、この美味さが櫟原には命取りなんだ。すると櫟原が目ざとく尋ねてきた。

「あ、今なんか食べたでしょ。なになに？」

　選挙戦も終盤のこの時期にみんなの不安を煽あおる必要はない。慌てて笑顔を返した。

「いや、俺のファンからの差し入れのシュークリームだ」

「えー、キラワレ月のファン？　毒でも入ってたんじゃない？」

「いや、見た目はいびつだったが結構美味かったぞ」

「ふうん、美お味いしかったんだ？　そりゃ良かったわね」

　俺だけずるいと文句を言われるかと思ったが、櫟原は上機嫌で笑った。

　それに釣られたように同盟のみんなもニヤニヤしはじめる。

　なんだか、みんな楽しそうだ。

　選挙活動が始まる前と比べて、櫟原には格段に笑顔が増えていた。それだけじゃない。以前の彼女は、誰かと一緒にいると妙に気を遣って遠慮するようなところがあったのに、今ではビックリするほど自然体だ。それでいて仲間に対する気遣いも忘れていない。

　思った以上に、金髪ギャルは生徒会長リーダーに向いているようだ。

　その櫟原を卑劣な手段で陥れようとするなんて、絶対に許せない。

（こうなったら、あの作戦を決行するしかないな）




　放課後。ホームルームをサボって、俺は体育館裏へと向かった。

　いわずとしれた学園屈指の果し合いスポットだ。

　これからそこである人物と待ち合わせだった。

《どうして、誰にも言わなかったんデス？》

（わざわざ春はる霞がすみや櫟原を心配させたくないからな）

《でも用心棒に斗と影かげさんくらい連れてくれば良かったのに》

（別にケンカするわけじゃない。向こうから仕掛けてくりゃ別だけどな）

　そうこうするうちに、彼がやってきた。

「よお、卯う曽そ月づき、オレを呼び出すなんていい度胸だな。引き抜きなんて卑ひ怯きような真ま似ねしかできないのかと思ってたぜ」

　現れたのは、石いわ清し水みずだ。

「石清水だってスパイを使ってるだろ。けど、シュークリームはやり過ぎだぜ」

「シュークリーム？　相変わらず訳のわからんことを」

　とぼけるつもりらしい。

「とにかく卯曽月と話すことなんてなにもない。用件だけ済ませて消えやがれ。あのメッセージはいったいなんだ。オレがいつ嘘うそをついたってんだ」

　俺が石清水に送った呼び出しメールは、こうだった。

【これからおまえの嘘を暴く。今日放課後、体育館裏に来い】

　石清水はどんな嘘を暴かれるかと疑心暗鬼になって、まんまとこっちの思惑通り一人きりでやってきたというわけだ。

　とにかく、これ以上石清水の暴走を許すわけにはいかない。

　そのために俺ができることは一つしかない。

「なあ、石清水、今日は手打ちをしに来たんだ」

「手打ち？」

「立候補を取りやめないか？　これ以上Ｂ組同士で不毛な争いをすることはないだろ。生徒会長は執行部のメンバーを選任することになる。約束するよ。櫟いちい原はらが会長になったら、石清水を副会長に指名させる」

「だからなんで卯曽月がそんなこと決めてんだよ？　オレはおまえが嫌いなんだ。副会長になったって、おまえと一緒に生徒会活動なんてまっぴらだぜ」

　石清水は吐き捨てるように言った。だが、この返答は想定内だ。

「それならなおさらちょうどいい。俺は執行部には入るつもりはないんだ。櫟原が生徒会長に当選したら、お役御免さ」

　俺が身を引いて、代わりに石清水が生徒会入りする。単なる思いつきじゃない。前々から考えていたことだった。そもそも櫟原が生徒会長に当選しても、石清水陣営との間にしこりが残ったままでは、クラスの輪の中に戻るという本来の目的が達成できない。

　嫌われ者の俺が抜ければ、石清水も櫟原に協力してくれるはずだ。なぜなら──

「勝手なこと言いやがって、オレが素直にハイと言うとでも思ったのか」

「ああ、思ってるよ。言ったろ、これから石清水の嘘を暴くって」

「オレの嘘？　オレがどんな嘘をついてるって言うんだ？」

　石清水の顔に焦りの色が浮かぶ。俺はここでもど真ん中の直球を放り込んだ。

「石清水さ、櫟原のことが好きなんだろ」

「はぁ？　何言ってやがんだ？」

　ＵＡＰのゲージが恐ろしい勢いで上昇する。３２７００→９７７００

　やはり図星だったらしい。

　櫟いちい原はらが病気を告白して以来、櫟原みらの一色だったＢ組生徒たちのキーワードはみなそれぞれ別のものに変わっていた。病気を知らないフリをしなくてよくなったからだ。

　なのに石いわ清し水みずのキーワードだけ、変わらず『櫟原みらの』のままだった。

「石清水が生徒会長に立候補したのは、櫟原の身体からだを心配したからなんだよな」

　中学の卒業式で告白に失敗してからも、コイツはずっと櫟原が好きだったんだ。

「あーそうだよ。オレは中学んときからずっと櫟原を見てる。櫟原のことは、オレが一番よく知ってるんだ。櫟原のお母さんによろしくって頼まれたのもオレだしな。いいか、櫟原の病気はストレスで悪くなる。生徒会長なんてできるわけないんだよ」

「櫟原は本気で学園のために役に立ちたいと思ってる。櫟原のことを思うなら、石清水が副会長になって彼女を支えてあげればいいだろ。そういうふうには思えないか？」

　懸命に説得を試みる。だが、石清水はドンとコンクリートの壁を殴りつけた。

「だからなぜおまえがそれを言うんだ！　言っとくが、オレは絶対におまえの思う通りにはならないぞ。これで勝ったと思うなよ」

　そう捨すて台詞ぜりふを吐いて去って行った。

《……交渉決裂デスか》

「なんなんだよ、アイツ。櫟原が好きなら、素直に副会長やればいいだろ！」

《まあ、なんとなく気持ちはわかりマスけど》

「しかたない。南みなみに言って、櫟原が変なもの食わないように監視させよう」

　その時だった。パタパタという足音がして、校舎の向こうを人影が横切った気がした。

《誰でしょう？　あの人影が石清水陣営のスパイでしょうか？》

「まあ別にいいさ。交渉が決裂した以上、後は選挙で決着をつけるだけだ」




　その夜、俺は久しぶりに春はる霞がすみとトークアプリで話した。

誠【いよいよ。選挙まであと三日だな】

陽はる【卯う曽そ月づきくん、演説会の原稿進んでますか？】

誠【いまいち（笑）。だから明日明後日学校を休んで原稿に集中しようと思うんだ】

陽【そうですか。会えないのは寂しいけど頑張って。何かできることはありますか】

誠【もちろんだ。演説会は本人と推薦人でやるだろ。推薦人演説は春霞にやって欲しい】

陽【えっ、卯曽月くんじゃなくてわたしが？】

誠【ポスターもＰＶも二人だったんだ。演説会も二人でやるのが当然だろ。まあ、俺は人気が無さすぎるしな】

陽【卯曽月くんはわたしに超絶人気だから、そのくらいがちょうどいいバランスです】

誠【じゃあ、ＯＫしてくれるか】

陽はる【すごく恥ずかしいけど、わたしが卯う曽そ月づきくんのお願いを断ったことありますか？】

誠【いや、無いな】

陽【今回の選挙戦も、水着くらいまでならＯＫするつもりでした（笑）】

誠【マジかよ！　じゃあ今度個人的に】

陽【それはダメです】

誠【速攻断られた。話が違うぞ！　なーんて冗談だ】

陽【推薦人を引き受ける代わりと言っては何ですが、一つお願いしてもいいですか？】

誠【おう、俺だって春はる霞がすみのお願いに嫌と言ったことはないぞ】

陽【じゃあ、これからわたしのことは「陽」と呼んでください。「はるはる」なんて浮かれたことは言いませんから】

誠【なら俺のことは「誠斗まこと」だな。明後日に原稿をメールで送るから、よろしく、陽】

陽【はい！　わたしも頑張ります！】

　最後に、ひときわ大きい笑顔のスタンプが届いた。






第六章　嘘うそつき悪魔は二度ベルを鳴らす









【「私は妹界の頂点。妹神です」妹が、とうとう壊れた。

「血が繋つながってるコースと、繋がってないコース、どっちを選びますか？」

「いやいや、普通に繋がってるだろ！」

「そうですか。そんな実妹好きのお兄ちゃんにプレゼントするのは、ゼ〇シィ十月号。今月は兄妹きようだい婚特集。戸籍を偽造する裏技情報がいっぱい。特別付録は兄妹専用婚姻届！」

「そんなゼ〇シィないから！」

「うーん、じゃあ、お兄ちゃんはさっきトラックに轢ひかれて死にました。転生したのは、兄妹でしか結婚できないという異世界日本国です。よろしくね、お兄ちゃん！」

「よろしくじゃねえ、死んでねえよ」

　まったく、ウチの妹はなんでこんなに俺ラブなんだろう。これじゃあ、本当は血が繋がってないなんて話は口が裂けてもできやしないな】




　そしてとうとう選挙当日がやってきた。今日の授業は午前中まで。午後から体育館で全校生徒を前に最終演説会が行われ、そのまま投票になる。そして翌朝には結果発表だ。

　開始時刻が近づき、どうにも落ち着かなくて体育館前をウロウロしていると、演説会の司会を務める氷ひ鳥とり沢ざわ会長に呼び止められた。

「昨日の抽選に来ないからどうしたのかと思ったら、二日も学校を休んだんですって？」

　俺が休んでいる間にくじ引きが行われ、まず櫟いちい原はら陣営、次に石いわ清し水みず陣営の順で演説することが決まったという。演説時間は推薦人と本人を合わせて三十分間だ。

　時間配分は自由だけど、推薦人が十分、本人が二十分の演説をするのが通常だった。

「で、準備は万端なの？　石清水君の推薦人は三年の葉は隠がくれ詩歌しいかよ」

　葉隠先輩は、雑誌の読者モデルなんかもやっているという学園ナンバー２の美人だ。氷鳥沢先輩の陰に隠れているけど、男子人気は間違いない。

「大丈夫です。ウチの推薦人演説は春はる霞がすみですから」

「そう？　卯う曽そ月づき君がそう言うならそうなんでしょうね。言っておくけど、この演説会は生徒会長としての最後の仕事なの。私の顔に泥を塗ったら承知しないわよ」

「ははは、肝に銘じておきます」

　体育館に集まった生徒たちを横目に、舞台の袖の関係者控室に入る。そこには、同盟の仲間たちに囲まれて春霞が神妙な顔でちょこんと座っていた。

「そろそろ出番だな。陽はる、調子はどうだ」

「なんだか緊張してきちゃいました」

「演説と思うから緊張するんだろ。原稿を脚本、演説はセリフだと思えばいい。推薦人の役をやると思えばいいんだ」

「はい、誠斗まことくんが書いてくれた脚本ってことですね。わたし、頑張ります」

　両手をギュッと握ってみせる。今日も安定の可愛かわいさだ。正直、春霞のことは心配していなかった。この可愛さが全校生徒にバレるのだけが心配だ。

（問題なのは、櫟原だな……あれ？）

　控室を見回したが、どこにいても目につくあの金髪が見えなかった。まずは春霞の推薦人演説からだけれど、いやな予感がする。

　その時、ドアが開いて南みなみと斗と影かげが飛び込んできた。

「みらのちゃんがいなくなっちゃったの！　スマホだけ控こ室こに残ってて」

「あちこち探したんだが、すまん。目を離さないように言われてたのに」

「この二日間全然元気なかったの。卯曽月が休んでるからだと思ってたんだけど」

　なぜ俺が休むと櫟原の元気がなくなるのかはわからないが、そこにこだわっている場合じゃない。櫟原がいなくなった。さっきまで控室にいたのにフラッと出て行って、そのまま姿が見えなくなり、中庭にもトイレにもいないという。

『これで勝ったと思うなよ』石清水の捨すて台詞ぜりふが頭をよぎった。

《もしかして、またシュークリーム攻撃でしょうか》

　エンジェが不安げにつぶやく。

（いや、いくら櫟いちい原はらでもこの肝心なときにそんなもん食べるほど馬鹿じゃないだろ）

　それよりも心配なことがあった。舞台袖から覗のぞくと、体育館は想像以上に広く見える。女優経験のある春はる霞がすみですら緊張しているのに、素人の櫟原が緊張しないわけがない。

　ストレスのせいで、病気が悪化しているんじゃないのか？

　背筋に冷たいものが走ったそのとき、スピーカーから会長のアナウンスが響いた。

「それでは定刻になりましたので、第１０２代生徒会長選挙立候補者による最終演説会を開始します。まずは櫟原みらの推薦人の春霞陽はるさん、お願いします」

　春霞の演説原稿は十分間を想定したものだ。俺は春霞に耳打ちした。

「すまない。櫟原を探してくるが、ちょっと遅れるかもしれない。五分か十分か、それまで時間を繋つないでいてくれ」

　どう考えてもムチャぶりだ。けれど、春霞はニッコリ微笑ほほえんで答えた。

「はい、任せてください。みらのちゃんをよろしくお願いします」

　それから俺は、みんなを待機させて控室を出た。

《どうして一人で行くんデス？　大勢で探した方が効率良くないデス？》

（櫟原のいる場所には心当たりがある。それにスパイが誰かわからないんだ。もし櫟原の具合が悪くなってるなら、そんなところを見られたくないだろ）




　体育館を出ると、俺はまっすぐあの場所へ向かった。

　グラウンド脇にある例の手洗い場だ。砂ぼこりが舞う中にポツンと立つ灰色の塊は、まるで砂の海を漂う難破船のようだった。

　今にも沈みそうな船の舳へ先さきから、金色の光が煌きらめく。

　手洗い場のコンクリートにもたれるように櫟原がしゃがみこんでいた。

「やっぱりここにいたのか！」

「月づきぃ、どうしよぉ、おなか痛くなっちゃった」

　俺に気がつくと、櫟原は情けない声を上げる。慌てて駆け寄った。

「どうした？　またなんか拾い食ったか？」

「バカ月づきのバカぁ、そんなわけないじゃん」

　ということは、やっぱり全校生徒を前に演説するストレスか。

「薬は飲んだか？」

「飲んだのぉ、もう二錠飲んだのぉ。なのに、痛いのが引かないの」

「わかった。病院に行こう。救急車呼ぶぞ」

「やだよぉ。これから演説会なのに」

「馬鹿言うな。演説会より櫟原の身体からだの方が大切だ」

「でも、みんなであんなに頑張ったんだよ」

「すまない。俺が全部悪かった。そりゃ全校生徒の前で演説なんて緊張するよな。ストレスが櫟いちい原はらの病気にはダメだってわかってたのに。全部俺のせいだ」

「バカ、バカ月のバカ」

「本当にバカだ。病気の櫟原に無む茶ちやさせるなんて」

「違うよ。おなかが痛くなったのは、演説で緊張したからじゃないよ」

「えっ？」

「バカ月は、アタシが生徒会長になったらバイバイなの？　副会長やってくれるんじゃないの？　石いわ清し水みずくんに言ってたじゃん。自分は当選するまでだって」

　三日前、石清水と交渉決裂したあの日。こっそり俺たちの話を聞いているヤツがいるのには気がついていたけど、あれはスパイじゃなく、櫟原だったのか？

「……それは、櫟原がみんなと仲良くやるためには俺なんか邪魔になるだけだからさ」

　櫟原の目標は「かわいそうなみらのちゃん」じゃない櫟原みらのとして、みんなと楽しく高校生活を送ることだ。不人気者の俺がそばにいる必要も意味もない。

　ところが、それを聞いた櫟原の目からブワッと涙があふれだした。

「邪魔じゃないよぉ、なんでわかんないかなぁ。アタシはイケ月のことが好きなの！」

「……イケ月って、誰？」

「月に決まってるでしょ！　文化祭で話した時から、ずっとずっと好きだったの！　あのころ周りの目ばかり気にして息が詰まりそうだったアタシにとって、ボッチを気にもしない月は憧れの王子様だったんだよ！　ハルがいるから黙っていようと思ったのに、こんなにバカなんじゃつい言っちゃうじゃん！」

（マジかよ！）《マジデスかっ！》

　そんなはずはない。中学最後の文化祭の最中に非常階段で携帯ゲームしてた中二病男子に一目ぼれする女子なんているはずがない。

　けれど、櫟原の頭上は澄み切って雲一つなかった。

「だから演説会に出たいの！　生徒会長になって月と一緒に学園生活したいの！」

「……櫟原」

「おなか擦さすって。月が擦ってくれたら治るから、そしたらちゃんとできるから」

　櫟原の顔は涙でぐしゃぐしゃ、化粧が落ちてまだらになっていた。

　俺が好きなのは春はる霞がすみ。一番大切なのは春霞だ。

　それは間違いない。微み塵じんも揺るがない。この世界の定義だ。

　でも今、この場所で泣きじゃくる櫟原を助けてあげたい気持ちも嘘うそじゃなかった。

（……エンジェ、なんとかならないか）

　すると約束通りヘビメタメイクと黒ビキニに着替えた天使がデスボイスで答えた。

《みらのさんの病気を治すのには、前も言った通り１億ＵＡＰが必要デス。でも、今日一日具合を良くするだけなら、10万ＵＡＰで承りマスよ》

　いかにも親切そうな口ぶりだが、実際には親切心の欠片かけらもない。

　なぜなら現在のＵＡＰは９７７００。10万に少しだけ足りなかったんだ。

（まったくふざけやがって、何が天使だ。何がＵＡＰキャンペーンだ。要するにおまえらは、人間が苦しむのを見て楽しみたいだけなんだろ）

《何を言ってるんデス？　私は天使としてこの世の嘘うそを暴くために降臨したんデスよ》

　今まではローブに隠れて見えなかったエンジェの胸が、黒ビキニからあふれんばかりにボヨンと揺れる。春はる霞がすみほどではないが、かなりの美巨乳だ。

　予想はついていたけれど、これではっきりした。

（いいか、今からおまえの嘘を暴くぞ！）

　俺は、エンジェの鼻先に指を突きつけて宣言した。

（おまえの正体は、嘘つき悪魔のデビだ！）

《な、何を証拠にそんなことを》

（証拠は右胸にあるほくろだ。デビにも全く同じところにほくろがあったんだよ！）

《む、胸のほくろ！》

　ポンという音とともに白い煙が天使を包み込む。次の瞬間エンジェは、頭に羊の角、背中に蝙こう蝠もりの羽翼、尻に牛の尻尾を生やした小悪魔スタイルに早変わりしていた。

　やっぱりコイツの正体は嘘つき悪魔のデビだったんだ。

（まあ、最初っからそうじゃないかと思ってはいたけどな）

《いやぁ、バレちゃいましたかぁ。私の身体からだには一切興味ないフリして、実はばっちり視し姦かんしてたんデスね。誠斗まことさんのエッチ！》

（エッチじゃねえし！）

《こうなったら、全部白状しちゃいマスね。ＵＡＰキャンペーンの正体は、嘘を暴き続けて周りから孤立していく人間の姿を楽しむという非常に高尚な娯楽なんデス。正義マンを気取って嘘の一つも許さない器の小さい人間へのお仕置きってわけデスね》

（別に俺は正義マンじゃないぞ）

《それはそうデスけど、一度騙だまされた人間をもう一度騙すのは、詐欺師と悪魔にとっては定石中の定石デスから。でも残念でしたぁ。いくら私をＵＡしてもＵＡＰは貯たまりませんよ。契約したときのこと覚えてマス？　今回は人間の嘘を暴かなきゃダメなんデス！》

　そう言われてみれば、最初にそんな話をされたかもしれない。

（人間なら誰でもいいんだよな）

《人間なら誰でもオッケーデス。ここには誠斗さんとみらのさんしかいませんけどね》

（なあ、俺が最初からおまえをデビだと疑ってたのに、なんですぐＵＡしなかったと思う？　ちょっとでも疑っていたんなら、試しにＵＡしてみれば良かったのに）

《はて？　そう言われてみれば、いったいなぜでしょう？》

　俺は、自分の中の嘘うそを告白した。

（いまから俺の嘘を暴くぜ。ＵＡしてデビの正体を暴いたら、きっとデビはまたすぐいなくなっちゃうだろ。せっかくまた会えたんだから、もう少し一緒にいたいなと思ったんだ。俺さ、またおまえと会えて、実はけっこう嬉うれしかったんだよ）

　それを聞いたデビの顔が真っ赤に染まった。どうやら、悪魔のくせに照れてるらしい。

《な、何言っちゃってるんデス！　わ、私は悪魔なんデスよ！　しかも一度ならず、二度までも誠斗まことさんを騙だましてたんデスから！　そんな私と会えて嬉しいだなんて！》

（でも、正直な気持ちだよ）

　ＵＡＰが上昇する。９７７００→１１７７００

《し、しょうがありませんねえ。ほら、ＵＡＰが10万超えましたよ。みらのさんの症状を良くするなら、急いだ方がよくないデス？》

　照れ隠しに言うその姿は、やっぱり悪魔というより天使だ。そう思ったが、怒られそうなので言わなかった。それに、たしかに急いだ方がいい。

「櫟いちい原はら、よく聞いてくれ」俺は櫟原の腹部に手を添えて尋ねた。

「櫟原は俺と一緒がいいから、生徒会長になりたいのか？　もし俺がいないんなら生徒会長にはなりたくない？」

「……それは」俺の手を櫟原の細い指がギュッと掴つかんだ。

「アタシ、生徒会長になりたい。月づきだけじゃなくて、みんなに助けてもらったから」

「今日だけ、魔法をかける。キミのおなかは痛くなくなる。でも今日だけだ。明日からはまた病気とつきあっていかなきゃいけない。それでもやるか？」

「やるに決まってるじゃん。演説会に出れるなら、たとえ10分でも構わない。だってアタシ、本気で生徒会長になりたい。そんで、みんなで笑って高校を卒業したいんだよ！」

「わかった、俺に任せろ！」（よしデビ、やってくれ！）

《承りぃ！》

　どこかで、ポンという音がした。１１７７００→１７７００

「えっ……うそ」

　櫟原がポカンとした顔で俺をみつめている。それもそのはず、薬でも効かなかった腹痛が一瞬で治ったんだから。けど、もちろん俺は驚かない。嘘つき悪魔の力は絶対だ。

「これで演説会に行けるな。急ごう、みんなが待ってる」

「うん！」

　その時だった。キラリと何かが光った。

「誰だ！」俺が叫ぶと、チイッという舌打ちと一緒に人影が動く。

「写真を撮られちまったみたいだ」

「ウソ、彼が石いわ清し水みずのスパイ？」

　別に撮られてもやましいことはない、と言いたいところだけど、さすがにさっきの構図はまずい。不純異性交遊のようにも見えるし、そもそも櫟いちい原はらの病気が悪化したとなれば立候補を辞退しなきゃならなくなる。

（デビ、頼む！）《はいよ！》

　再びポンという音がした。１７７００→１５９００

　全身に力がみなぎり、身体からだが羽根のように軽くなる。足にグッと力を込めると、まるで風のように一蹴りで５メートル近くも宙を舞った。

　そこにいたのは、斗と影かげ六ろく郎ろうだった。

　手にしたスマホを大慌てで操作している。俺は素早く背後に回り込んだ。巨漢で武道の心得もある斗影相手だが、一瞬で首に腕を絡めて締め落とし──そうになって、ハッと我に返った。何やってんだ、俺？

《ＵＡＰを使ってアサシンスキルをアップしました。どんな敵でも一瞬で始末しマス》

（ここ日本！　しかも学校！　始末しちゃダメ！）

　腕の力を緩めて詰問する。

「斗影、おまえが石清水側のスパイだったのか！」

「いい演技だったろ。スパイだと臭わせないように必死だったぜ」

　ゴホゴホと咳せきをしながら答えた。頭上のキーワードはいつもどおり『臭わない』。つまり隠していたのは靴下の臭いじゃなくてスパイ臭さだったわけか。

「でも遅かったな。撮った動画は、石清水に送ったぜ」

「ちくしょう、遅かったか」

　俺は斗影を放すと、櫟原のところに駆け戻った。

「月づき、大丈夫？」

「石清水のスパイは斗影だった。でももう時間がない。体育館に戻ろう」

　俺は櫟原をお姫様抱っこに抱きかかえてジャンプする。

　アサシンマスターは数百メートルを瞬く間に駆け抜け、体育館に到着した。

　俺が櫟原を探しに体育館を出てから、かれこれ二十分近くが経過している。春はる霞がすみに演説を引き延ばしてくれるように頼んだが、それにだって限界はあるはずだ。




（春霞、遅くなってゴメン！）

　不安げに体育館の扉を開けた俺を待っていたのは──生徒たちの大歓声だった。

「みらのは生徒会長になれる!?」「なれるなれる！」

　マイクを握った春霞が、以前につぶやいたアイドルのライブよろしくステージ上を跳ね回っていた。彼女のコールに合わせて、生徒たちが大喜びでレスポンスする。

「誰に投票するの!?」「はるがすみぃ！」「違う違う。立候補してるのは、いちいはら!?」「みらの！」「そうそう、何になるの!?」「せいとかいちょう！」

　まるで、年季の入ったアイドルとファンのやり取りのようだ。

　ステージ上の春はる霞がすみからは、いつものおどおどした小動物系美少女の姿は全くうかがえなかった。言葉一つ、眼まな差ざし一つがキラキラとまぶしい輝きを振りまいて、男女問わず見る者すべてを虜とりこにしていた。

　呆あつ気けにとられる俺に、興奮気味の美み川かわが駆け寄ってきた。

「春霞さんホントすごいよ！　さっきからコーレスだけで十分以上みんなの目を釘くぎ付づけにしてるもん！　女優としても天才だけど、アイドルの才能もあるなんて！」

　たしかに、目の前の春霞は生まれついてのアイドルのように見える。でも、そうじゃないことを俺は知っていた。彼女は俺のついた嘘うそを演じている。

　やっぱり春霞は女優なんだ。

　すると俺たちを見つけた春霞が舞台の上から手を振って言った。

「それじゃあ、いよいよお待ちかね櫟いちい原はらみらのちゃんの登場です。最後にみんなでわたしたちのキャッチフレーズお願いします！　『私を生徒会長に──』」

「してください！」

[image: ]

　喝采に包まれながら春はる霞がすみはステージを下りる。入れ替わりにアナウンスが流れた。

「それでは次に、立候補者櫟いちい原はらみらのの本人演説お願いします」

　櫟原の手を引いて控室に入ると、青ざめた顔の南みなみ宇う理りが駆け寄ってきた。

「みらの、大丈夫だったの！」

「うん、ごめんね。心配かけて」

　舞台袖から根ね津づが切羽詰まった声で催促する。

「櫟原さん、急いでくれ。演説時間がもう五分しかない！」

　袖に上がってステージに出る直前で、櫟原が二の足を踏んだ。

「ちょっと待って、アタシひどい格かつ好こうしてる。どうしよう」

　そう言われて見ると、櫟原の髪はぼさぼさ、メイクは剥はがれ落おち、制服も土まみれになっている。これじゃあ、まるで灰かぶりだけれど着替えている時間はない。

「大丈夫だ、俺に任せろ！」（デビ、やってくれ！）

《フフ、いいでしょう。魔界きってのおしゃれ悪魔デビ様が、みらのさんを超絶プロデュースしてあげマス！　おしゃれスキルアップ！》１５９００→０

　背中を押された櫟原がステージに転がり出る。と同時に、ポンという音がして彼女の身体からだが白い煙に包まれた。

　そして煙の中から現れた櫟原は、金髪を盛り髪にして、ド派手なメイク、身に着けているのは制服じゃなく舞踏会で着るような真っ白いロングドレス。

　まさに、シンデレラだった。

《どうデス！　舞台に立つならやっぱり純白のドレスじゃなきゃ。憧れるなぁ》

（デビの趣味って案外乙女なんだな。でも、さすがにこれは……）

　本当に、こんなドレスで演説会に出ていいんだろうか？

「ちょっと卯う曽そ月づき、なによあのカッコ！」

「いったいぜんたい何が起こったんだ!?」

「いやあ、ウケるかと思って、早着替えのマジックを仕込んだんだけど」

「遅刻までしてやること？　ハルちゃんが必死でつないでくれたのに！」

　南たちに詰め寄られた、その時だった。

　体育館が拍手喝采に包まれた。

「すげぇ！」「ヒューヒュー、いいぞ！」「みらの可愛かわいい！」

　春霞のコーレスですっかり温まっていた客席は、シンデレラ姿で登場した立候補者に大喜びで割れんばかりの拍手を送ってくれたのだ。

（マジか？）

《フッ、ようやく時代が私に追いつきましたね。おしゃれマスターみらの爆誕デス！》

　我に返ってステージの中央に立った櫟原は、スタンドマイクの前で深呼吸した。

　吸い込んだ息の音がマイクに乗って流れる。

　なんということはない空気音なのに妙に色っぽかった。

　彼女の第一声をみんなが息を呑のんで待っている。俺もその一人だった。俺が書いた二十分の原稿はもう役に立たない。いまから彼女が喋しやべるのは完全にアドリブになるはずだ。

「私を生徒会長にしてください、これがアタシのキャッチフレーズです」

　ゴクリと唾を飲み込む。

　すると、いつのまにか隣に大役を終えた春はる霞がすみが立っていた。そっと耳打ちしてくる。

（みらのちゃんなら、きっと大丈夫ですよ）

（ああ、そうだな）

「でも残念ながら、アタシは生徒会長にふさわしい人物じゃありません。氷ひ鳥とり沢ざわ前生徒会長のような優秀な人物じゃないし、対立候補の石いわ清し水みずくんのようなクラスのリーダー的存在でもない。それどころか学校には週に三回しか登校してきません」

　生徒から笑いとざわめきが起こる。だが、しっかりした口調だった。櫟いちい原はらは落ち着いて、自分の言葉で自分の話したいことを話しているようだ。

「けど、アタシが学校に来ないのには理由があります。アタシは今、自じ己こ免めん疫えき性せい膵すい炎えんという病気と闘っているんです。命にかかわる病気じゃないと言われてますけど、毎日の薬と週に二日の通院が欠かせません。この話を聞いて、きっとみんなは思うでしょう。そんなんでどうしてアイツは生徒会長に立候補しようと思ったんだろう。仮に当選したって生徒会長の重責が務まるはずがない。それどころか病状が悪化してしまうんじゃないか。

　初めて生徒会長選挙に出たらと言われたとき、正直アタシもありえないと思いました。

　身体からだを大事に考えて無理はしない方がいい。

　でも、それって病気のアタシは何もしちゃいけない、ただ息をひそめて高校の三年間が終わるのを待て、そう言っているようなものじゃありませんか。それじゃあまるで高校と病院に通うだけのゾンビみたい。そんな高校生活が楽しいわけがない。

　ようするにアタシが生徒会長選挙に出ようと思ったのは、たぶんきっと寂しかったからなんです。アタシが通院している間にも、みんなは学園生活を楽しんでいて、どんどん置いて行かれてしまう。もし生徒会長になれたら、病気のアタシでもこの学園の中に役割が与えられて、みんなの役に立つことができる。居場所がもらえるんじゃないか。

　けど勘違いしないでください。アタシはけっしてかわいそうな病気の自分を憐あわれんで投票して欲しいわけじゃありません。

　この選挙期間の間に、アタシには自分勝手な立候補につきあってくれる仲間が出来ました。少しずつ増えていく仲間たちと一緒に選挙活動をするうちに気がついたんです。

　自分の居場所は誰かに与えられるものじゃない。自分で作り出すものだって。

　病気になる前のアタシは、周りを気にするタイプでした。他人との関係を気にして、空気を乱さないように、嫌われないように、気を遣って自分の居場所を守っていました。

　でもそんな居場所に、なんの意味があったんだろう？

　きっと病気をする前よりも、今の方がアタシはずっと幸せです。

　そして考えてみてください。

　そもそも生徒会長って優秀な人間がやるべきなんでしょうか？　現在、会長職はかなりのハードワークです。氷ひ鳥とり沢ざわ会長のような超人でなければ完璧にこなすことは難しい。それでいいんでしょうか？　いまのアタシたちは、善意で立候補した優秀な人材に生徒会長の重責を押し付けて後は知らんぷりしています。それでいいんでしょうか？

　いいわけがありません。

　生徒会長という役職は、アタシたち生徒の代表です。特別な人間でない、アタシたちの仲間の一人がその職に就くべきです。そのうえで難しいことは皆で分け合えばいい。

　アタシが会長になったら、いまよりも生徒会業務は滞るでしょう。みんなの負担は増えるかもしれません。でも、きっとそこが誰かの居場所になるはずです。

　だからアタシと一緒に生徒会長の重荷と幸せを分け合いたいという人がいたら、ぜひアタシに投票してください。

　そして、アタシをあなたの居場所にしてください」

　そう言うと、櫟いちい原はらは満面に笑みを浮かべた。きっと彼女の想おもいは俺の書いた原稿なんかより百倍みんなの心に届いているだろう。隣の春はる霞がすみもうっとりしたようにつぶやいた。

（みらのちゃん、本物のシンデレラみたいです）

（陽はるが頑張って繋つないでくれたからだよ）

（へへへ、でもわたしもあんなきれいなドレス着たかったなぁ）

（陽には、俺が本番の結婚式で着せてやるから）

（はわわ、誠斗まことくん、嘘うそでもそんなこと言ったらビックリして腰が抜けちゃいます）

「嘘じゃないよ」「大好きだよ」「約束するよ」

　言いたい言葉は山ほどある。けれど、ダメだ。

　俺が本気で伝えたい言葉は、春霞には信じてもらえない。でも、それが何だって言うんだろう。俺の言葉が嘘だろうが、本当だろうが、そんなことどうでもいい。

　櫟原がそうしたように、大事なことは行動で示していけばいいんだ。

（言葉なんて、どうでもいい）

　俺はしゃがみこみそうになる春霞を抱きかかえた。

（え？　誠斗くん？）

　春霞が慌てる。周りからヒューヒューと囃はやし立たてる声が上がった。

（ええと、こーゆーのは、つきあってる同士じゃないと）

　戸惑う声には耳を貸さない。

　そもそも俺たちは、つきあうとかそんなレベルはとっくに超えているんだ。

（いいですよね。今日くらい。わたし、頑張りましたから）

　しばらくあたふたしていた春はる霞がすみはやがて諦めたように力を抜いて俺に身を委ねた。

《言葉がどうでもいいなんて、嘘うそつき悪魔全否定じゃないデスか。まったくこの二人ときたら。もうこうなったら私が一肌脱いであげるしかないデスね》

　上空を舞っていたデビがヤレヤレと肩をすくめる。

《そういえば大事なこと忘れてません？　スキルアップ魔法の効果は五分ですよ》

（えっ？　効果が五分って、まさか!?）

《だってねぇ、シンデレラに時間切れはつきものでしょ》

　演説時間は約五分。ってことはそろそろ魔法が切れるはずだ。

「一緒にいい学園を作っていきましょう。ご清聴ありがとうございました」

　ステージ上では櫟いちい原はらが締めの挨拶とともにプリンセス風のお辞儀を決めていた。俺はそばにあった暗幕をつかんでダッシュする。

　──だが、間一髪遅かった。白煙が櫟原を包みこむ。煙が消えた後のステージに残っていたのは、床に落ちた制服とまぶしいピンク色の下着姿の櫟原みらのだった。

「キャ────!!」

　体育館に今日一番の大絶叫が鳴り響いた。




　突然のハプニングに興奮冷めやらない体育館の一角で、櫟原は真っ白に燃え尽きたようにしゃがみこんでいた。そんな彼女をみんなが慰める。

「大丈夫だよ、みらの。一瞬だったしそんなに見えてないよ」「ホントに？」

「櫟原スタイルいいからいいじゃん。ボンキュッボンでさ」「見えてんじゃん！」

「それにアレ見せパンじゃなかった？」「全校生徒に見せていいパンツなんかないし！」

「ここまでサービスしたら、当選間違いなしだね。毎回やる？」「やるもんか！」

　そこにいたのは、かわいそうなみらのちゃんとは正反対の櫟原みらのだった（ある意味かわいそうだが）。俺は確信した。

　これは、もうゴールだ。

（……櫟原、よくやったな）




　その時だった。ドンと背中を押された。

「てめえ、邪魔なんだよ」

　振り返ると、石いわ清し水みずが鬼のような顔で睨にらんでいた。ステージ上では推薦人のスピーチが終わったようだ。次は、石清水の本人演説だ。

「もう一度言うぞ。勝ったと思ってんじゃねえ。オレはおまえには絶対負けねえからな」

　春はる霞がすみと櫟いちい原はらの活躍で、生徒たちの雰囲気は完全にこっちに傾いている。ただの強がりなのか。それとも、ここから逆転するような演説ができるつもりなんだろうか。

（もしかして、さっきのアレか？）

　登壇する石いわ清し水みずの手には、スマホが握られていた。

　不吉な予感が頭をよぎる。あのスマホには、斗と影かげが送った動画が入っているはずだ。

　ステージに上がった石清水は、生徒会長選挙の立候補者とは思えない仏頂面で言った。

「スピーチの前に、みなさんに見て欲しいものがあります。トークアプリのそれぞれの学年グループに送りますので、まずはその動画を見てください」

　会場がざわつく。生徒たちはめいめいにスマホを取り出した。一応スマホは電源を切るかマナーモードにするように指示されている。

「音声も聞いてもらいたいので、音出るようにして動画を再生してください」

（マジかよ）

　斗影が撮ったのは、俺に抱きかかえられた櫟原の姿だ。いかがわしい行為をしているように見えないことはないし、そもそも病気が悪化したら立候補はやめるというのが学校側との約束だった。それ以前に、もしデビが魔法を使ったところが映っていたら？

　とはいえ、今さらどうしようもなかった。頼みのＵＡＰは使い切ってしまっている。

　俺はスマホのトークアプリを取り出して、石清水がアップした動画を確認した。

（……やっぱりか）

　そこには、腹痛に苦しむ櫟原の顔があった、

「アタシ、本気で生徒会長になりたい。そんで、みんなで笑って高校を卒業したいんだよ！」

　まずい。たしかここから俺がデビに頼んで魔法で腹痛を治す流れだったはずだ。

　しかし──動画は、そこで止まった。

（えっ、これだけ？）

　控室を出て、体育館の入り口付近で首を押さえている斗影を発見した。

「おい斗影、おまえ石清水の命令でスパイしてたんだろ！　いったい何してたんだ？」

「別に悪いことはしてねえよ。俺が頼まれてたのは、卯う曽そ月づきが櫟原にエロいことしそうになったら守るようにと、櫟原のオフショットがあれば撮って送るようにってだけだ」

「オフショットって……じゃあ、櫟原が寝ぼけてる写真とかを流失させたのは」

「ああいうレアな写真のが石清水のご所望だったんだ。けどスマホの調子が悪くて、ＰＣルームのパソコン使ったら間違えて学年グループにあげちまってさ。ビビったよ」

　ということは斗影はスパイだけど、櫟原を陥れようとしたわけじゃなかったのか？

「じゃあシュークリームは！　櫟原にシュークリームを食べるように仕向けただろ」

「何言ってんだ？　あれはいつも頑張ってるお礼だって、櫟原が卯曽月のために手作りしたやつだぞ。美お味いしいって言われたってめっちゃ喜んでたけど、知らなかったのか？」

　何だって!?　じゃあすべては俺の勘違いだったのか？

　なら、石いわ清し水みずのヤツはこれからいったい何をするつもりなんだ？

「動画、見ていただけましたか？」壇上で石清水がスピーチを再開した。

「オレが生徒会長に立候補したのは、櫟いちい原はらみらのを生徒会長にしたくなかったからでした。彼女は病気で、もし生徒会長なんかになって病気が悪化したら、一緒に卒業できなくなってしまう。ぶっちゃけオレ、実は彼女と同じ中学で、中学の卒業式の時彼女に告白したんです。フラれちゃいましたけど。なんかそれでもずっと好きで、もう一度高校卒業するときに告白しようなんて思ってて」

　会場がざわめく。

「なにそれ告白？」「マジか、このイケメン！」

　野や次じが飛び交うけど、石清水は表情を崩さなかった。

「オレはいまでも、櫟原に生徒会長なんて無理だと思います。病気が悪くなったら誰が責任取るんだって、はらわたが煮えくり返っています。でも、この動画を見て、櫟原がこんなに生徒会長になりたがってるんなら、やらせてあげたいと思ったんです。だからお願いします」

　そう言うと、石清水はステージの床に頭をつけて土下座した。

「オレは、櫟原の願いを叶かなえたい。お願いです。彼女を生徒会長にしてください」






エピローグ　隣の席のあの子は俺の彼女!?









「ママぁ、今日祝勝会があると思うんだ。ちょっとお小遣いプリーズ」

「いいけど、変なもの食べちゃダメよ。でも、みらのに生徒会長なんか務まるのかしら？」

「大丈夫大丈夫、優秀な仲間がいるからね。それにお医者さんもいいって言ってたじゃん」

　ママからお小遣いをもらって、アタシはいつもより一時間早く家を出た。

　昨日行われた最終演説会は大混乱の末に幕を下ろした。その後、氷ひ鳥とり沢ざわ会長の号令で速やかに投票が行われ、集められた結果は一晩で選挙管理委員会が集計。今日の朝一番で校内に掲示される手て筈はずになっている。

　けど、それを待つまでもなく結果はわかっていた。

　なんと言っても、対立候補の石清水くんが辞退したんだ。アタシは演説直後に起こった大事故の衝撃で聞いていなかったけど、石清水くんはアタシを生徒会長にして欲しいと全校生徒の前で頭を下げたんだそうだ。

　それだけじゃない。アタシのことを好きとか、そういうようなことを言ったらしい。

　中学の頃からアタシを好きで、実は彼がこの高校を選んだのもアタシがいるからだとかなんとか。なんだか、実感がわかなかった。

　だって、アタシは中学のときからずっと一人の男子のことが好きだったから。




　中庭に掲示板が設置されていた。

　すでに生徒たちが集まって騒いでいる。その中に南みなみ宇う理りもいた。この選挙活動中、ずっとアタシを支えてくれた大親友だ。

「おはよう、宇理」

「おはようじゃないよ、みらの暢気のんきすぎ。わたしなんか昨日一睡もできなかったのに」

「まーたまた、一睡もできなかったって顔じゃないでしょ。で、結果は？」

「それが、残念だけど……みらの、二位だって」

「ええっ！」

　二位ってことは会長になれないの？　なぜ？　石いわ清し水みずくんは辞退したはずなのに？

　驚いて掲示板に目をやる。たしかに、アタシは二位だった。獲得票数２２１。全校生徒の半数近い人数が投票してくれた計算だけど、当選にはならない。

　そして、一位の欄に書かれた名前は……「春はる霞がすみ陽はる」

「まったくウチの生徒って、なんでこう馬鹿ばかりなのかしら」

　振り返ると、氷ひ鳥とり沢ざわ会長が鬼の形相で掲示板を睨にらんでいた。

「自分が立候補しろって言われてるのに友達を立候補させる馬鹿。大事な最終演説会にシンデレラ気分でコスプレして、しかもストリップまで披露する馬鹿。そのコスプレ馬鹿に全校生徒の前で告白する馬鹿。あげく立候補してもいない推薦人に投票する馬鹿が全生徒の半数以上！」

　全身から噴き出る憤怒のオーラが半端ない。

　超絶近寄りがたい雰囲気だったけど、聞かないわけにはいかなかった。

「氷鳥沢会長、あの、これはどういうことになるんでしょう？」

「あら櫟いちい原はらさん。大丈夫よ。投票用紙には私にしかわからない小さな印があって、一見無記名投票のようでも誰が投票したか完全に把握しているから。春霞陽に投票した不心得者には、私が天罰を下します」

「ええと会長、天罰ってのは天から下される罰ですよね」

「ええ、だから私が罰を下すのだけど？」

　一瞬、何を指摘されているのかわからないと首をかしげてから、会長はようやく間違いに気がついたらしく手を叩たたいた。

「あ、あーそうね。私としたことが、すっかり間違えてしまっていたわ。本日付けで、会長はもう貴女あなただもの。櫟原会長と呼ばなきゃ。私は元会長になるのね」

「アタシが、会長？」

「当たり前でしょう。貴女の名前と貴女の推薦人の名前で、得票率92％。他に誰が会長をやるの？　まあ、私のときは単独で98％でしたけどね」

　それを聞いた宇う理りたちがしがみついてきた。

「みらの、おめでとう！」

「みらのちゃん、良かったね！」

「本日中に、執行部役員を選任して顧問の古ふる館だて先生に提出してください」

（……アタシが、生徒会長）

　喜びというより、ホッとした方が大きかった。

（良かった、みんなの努力を無駄にせずに済んで本当に良かった）

　それと同時に責任も重くのしかかる。

（これからが大事なんだ。自分は生徒会長になったんだから。投票してくれたみんなの信頼に答えなきゃ）

　気がつくと、目が彼を探していた。

　一緒に喜んで欲しい。お礼を言いたい。生徒会長は執行部の役員を選ぶことになるが、彼には副会長をお願いしたかった。そして、できればもう一度好きだと伝えたい。

　好きになったのは、初めて会ったその日だった。

　階段の隅に座って一人ゲームに興じるオタク少年。

　みんなに良い顔をしたくて頼まれたら断れないアタシとは正反対に、彼は目の前の上履きを拾ってすらくれない。その不親切さが衝撃だった。愛想笑い一つせず、堂々と自分のしたいことだけをする。そうやって生きていける強さが羨ましかった。

　以来、アタシの目は気がつくと彼の姿を追っていた。

　夜空に浮かぶ月のように、彼はいつも一人だった。この高校を選んだのも、半分は彼がいるからだ。高校に入ってからも彼は相変わらず不愛想で友達もいなくて、アタシにはそれが嬉うれしかった。

　告白しようなんて思わなかった。アタシと彼では住む世界が違いすぎる。

　けど病気になって学校に行けなくなったとき、まず思いだしたのは彼のことだった。

『かわいそうなみらのちゃん』

　そう思われるのが嫌で、クラスメイトと距離を取った。

　もし彼なら、きっとそんなこと気にもしなかっただろう。

　その強さが欲しかった。

　髪を金髪にしてちょっとセクシーなギャルになったのは、あのときの彼がやっていたゲームのキャラに似せたからだったんだけど……結局気づいてもらえなかったな。

「おう、櫟いちい原はら、当選おめでとう！」

　振り返ると、その彼がいた。

「あ、月づき！　やったよ！　カミ月づきのおかげで当選したよ！」

「ホントに頑張ったもんな、特に俺が」

「なにそれ、サイテー」

　病気になったときは神様を恨んだりもしたけど、でも、そのおかげで彼と話せるようになった。彼はアタシのついていた嘘うそを全部毟むしり取とって、丸裸にしてくれた。

　アタシは彼に嘘を暴かれるのが楽しかった。

　なんなら病気になって良かった、くらいに思ったりもしたんだ。

　やっぱり、彼はアタシにとっての王子様だった。でも……

「ええと、櫟いちい原はらあのさ、ちょっと話があるんだけど」

「何？」

「ここじゃなんだから……このあいだの話、というか、これからの話？」

　きまずそうに目を伏せる。その表情を見て、すぐに気がついた。

　昨日アタシは卯う曽そ月づきに好きだと言った。そして、これから一緒に生徒会活動をして欲しいと頼んだ。

　彼はアタシの告白に答えを出そうとしてくれているんだ。そして、その答えは──

　フウ、と深く息をつく。心臓が痛んだ。

　うすうす勘付いてはいた。

　彼の心には、あの子がいる。

　春はる霞がすみ陽はる。いつも彼を応援している可愛かわいい女の子。

　あの二人は、誰がどう見ても特別な関係だ。あの子がどんなに否定したって、二人は両りよう想おもいに決まっている。

　そして彼も言っていた。

「櫟原が当選するまでは、俺が責任をもってサポートするから」

　つまりサポート契約期間はもう終了。シンデレラの時計は十二時を過ぎたってわけだ。

（ははは、当選即失恋かぁ）

　胸の痛みは消えないけど、おなかは平気だった。失恋なんかしたら絶対病気が悪くなると思ったのに。まだ彼の魔法が効いてるんだろうか。

　いや、魔法の効果は一日だけだったはず。ってことは、アタシは強くなったんだ。

　失恋のストレスに負けないほど──今はそう思いたかった。

「あーそれって、昨日アタシが月づきを好きって言った話？　真に受けちゃった？」

「真に受けたって？　もしかして、嘘だったのか？」

「あたりまえじゃん。あーでも言わなきゃ、ビビった月が古ふる館だて先生にチクると思ってさ。だいたいなんでアタシが月なんか好きになるの？　それにアタシ、怒ってるんですからね。なんなの、演説会のあのドレス？　なんの手品か知らないけど、脱げて下着姿になるなんて聞いてなかったんですけど。きっと月のことだから、アタシの下着姿を見せれば当選間違いなしとかゲスい作戦を考えてたんでしょ。もう月なんかクビよ、クビ！」

　できるだけさりげなく言ってみた。

　嘘うそだということを気づかれないように、今度ばかりは嘘を暴かれないように、

「櫟いちい原はら……」

　彼は、なぜだかアタシの頭の上をみつめていた。そういえば嘘を暴くとき、彼はいつもアタシの頭の上を見ていたっけ。

「これからおまえの──」

　嘘を暴く、いつものフレーズを言おうとして言葉を飲み込んだ。

「いや、なんでもない。そうだよな。櫟原が俺なんか好きになるはずないよな」

　アタシが一番暴いて欲しい嘘を、彼は暴いてくれなかった。

「そういうこと。それがわかったら、さっさとハルのところに行きなよ。月なんかを相手にしてくれるのは、ハルくらいしかいないってば」

　さようなら、王子様。

　さようなら、アタシを照らしてくれた月つき。

　涙を気づかれないようにそっぽを向いて、シッシッと追い払う。

「ああ、ありがとう。櫟原も頑張ってな」

　そう言いながら、卯う曽そ月づきは小さく手を振って走り去って行った。
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　二年間の片かた想おもいが小さくなっていく。

　けれど胸の痛みだけは少しも小さくならなかった。




「卯う曽そ月づきと春はる霞がすみさんって、どういう関係なんでしょうねぇ」

　いつのまにかそばにいた根ね津づくんがハンカチを差し出してきた。

「ちょっと見バカップルにしか見えませんが、あの二人の会話聞いたことあります？　卯曽月が他人なら絶対騙だまされないようなみえみえの嘘うそをついて、春霞さんが嬉き々きとしてそれに騙されてるんです。『明日の天気予報、曇り時々唐揚げだってよ』『じゃあ傘逆さにしなきゃ』みたいな。大丈夫なんですかね」

「そうね。アタシにもよくわからない。でも、外野が口を出すことじゃないでしょ」

　あの二人の嘘は、きっと二人にしかわからない絆きずななんだろう。

「そんなもんですかね。で、本当に新執行部から卯曽月を外すんですか？　自分の構想では、副会長は彼以外ないと思っていたんですが」

　アタシは苦笑いを浮かべて首を振った。

「彼は当選するまでのサポートだもん。副会長は別の人を考えるわ」

「まあ、彼は氷ひ鳥とり沢ざわ元会長ですら扱いきれなかった男ですからね。どうしましょう。南みなみさんもいいし、会長さえ良ければ石いわ清し水みずを抜ばつ擢てきするのも妙案だと思います」

「アタシは根津くんでもいいと思ってるけど？」

「ご冗談でしょう。自分の希望は会長の影になることです」

「ふうん、なんかカッコいいじゃん」

「影は、いつも踏まれていますからね」

「台無しかよっ！」

　気がつくと、まわりにＢ組のみんなが集まってくれていた。

（うん、大丈夫だ。きっと、やれる）

　王子様だと思った卯曽月は、実は魔法使いだった。

　そしてアタシをシンデレラにすると、十二時の鐘とともにどこかへ去って行ってしまった。でもアタシは一人じゃない。彼が作ってくれた仲間がいる。

　そうだ。今までの嘘の自分はみんな彼が暴いてくれた。

　これからは、新しい本当の自分が始まるんだ。





　　　　＊　＊　＊






　人の増えはじめた中庭を抜けて、俺は教室へと走った。

　始業前の朝、いつもの二人きりの時間だ。

「陽はる、おはよう！」

「誠斗まことくん、おはよう！　みらのちゃん当選したんですね！」

「ああ、陽のおかげだな」

「そんなことないです。みらのちゃんの頑張りですよ」

　そう言って微笑ほほえむ春はる霞がすみは、今日も安定の可愛かわいさだ。

「でも誠斗くん、こんなところにいていいんですか？　これからの生徒会の打ち合わせとかあるんじゃないですか？」

「俺は生徒会とは関係ない。当選するまでの助すけっ人とだからな」

「……そうなんだ」

　こみあげる安あん堵ど感かんを押し殺すような、なんともいえない複雑な表情で春霞はつぶやく。

　実は、昨日からデビの姿が見えなくなっていた。正体がバレて魔界に帰ったのかもしれない。ということは、ＵＡＰキャンペーンはおしまいになるのか。

　せっかくのペナルティ解除のチャンスを俺は逃してしまったわけだ。

　でも、不思議に後悔はなかった。

「ああ、実は俺にもやりたいことができたんだ。だから今度はそっちを頑張るよ」

「何々？　どんなことです？　わたし応援しますよ」

「じゃあ、さっそくお願いしよう。今度の日曜日、オーディションを受けてくれ」

「えっ？　オーディション？」

「疋ひき田た鉄てつ生お監督の新作映画のヒロインオーディションさ。こないだ、スカウトされただろ」

「でも、それは一度断ってますし。それになぜオーディションが応援なんです？」

「実は俺さ、美み川かわに頼まれて映画の脚本を書くことにしたんだ。陽が好きだって言ってくれる俺の嘘うそを、もうちょっと本格的についてみようと思ってさ。で、ダメ元で疋田監督に相談したら、オーディションに陽を連れてくれば弟子にしてくれるって言うんだ」

　半分本当、半分は嘘だった。

　配給会社の佐さ藤とうさんに連絡して、春霞にオーディションに受けさせてもらえるように頼んだのは俺の方だ。ただ春霞のオーディション参加を条件に、疋田監督が脚本づくりのアドバイスをしてくれるというのは事実だった。

「だから、俺のためにオーディションに参加してくれ。もちろん合格して女優デビューしたってかまわないぞ。それでも、俺と美川の映画にはノーギャラで出てもらうけどな」

「……はい、わたし頑張ります。オーディションも誠斗くんの映画も」

　そう言うと、春霞はにっこり微笑んだ。

　そうだ。俺は、春霞を笑顔にしたい。

　そして、ずっとずっと笑顔のままでいて欲しい。

　そのためには言葉なんかはいらない。やるべきことをやればいいんだ。

　そうすれば、きっと俺と春はる霞がすみは通じ合える。

（大丈夫、なんとかなるよな）

　俺は悪魔てんしの消えた空に向かってつぶやいた。




《ちょっと待つデス！　なに良い感じにまとめようとしてるんデスか！》




　突然、頭上に嘘うそつき悪魔デビの姿が現れた。

《ＵＰのペナルティはあくまでペナルティなんデスよ！　誠斗まことさんが嫌がらなきゃ何の意味もないじゃないデスか！》

　まったくもって理不尽な言い草だけど、言葉ほど怒っているわけじゃないらしい。その表情にはどことなく笑みが浮かんでいる。

（デビ、おまえいったいどこに行ってたんだよ！）

《フフフ、どこだと思いマス？　じゃじゃじゃじゃーん！　実は私、魔界に帰ってたんデス！　魔界にあるＵＳＯ本部に掛け合って、この意味のないペナルティを終了にする許可をもらってきました！》

（なんでデビがそこまでしてくれるんだ？）

《なんでって、そりゃ私が誠斗さんを気に入ってるからデスよ。まあ、キスもしてマスし、熱烈な告白も受けましたし、これから一生つきまとうつもりデスから、その分の前渡し金みたいなもんデス》

（一生って、マジかよ!?）

《ホントは嬉うれしいくせに。とにもかくにもペナルティ解除、行きマスよ！》

　デビの言葉と同時に、頭の上でポンという音がした。

　とくに何かが変わった気はしないけど……

（これでもう、ペナルティはなくなったのか？　そ、それじゃあ）

《はい、陽はるさんは誠斗さんの本心からの言葉を信じられるようになったってことデス！》

（サンキュー、デビ！　おまえは本当に俺の天使だよ！）

《シャラップ！　御託はいいから、さっさと陽さんに告白してあげなさい！》

　デビに促されて、春霞の方を振り向く。

　彼女は小さく唇を尖とがらせ、丸い頬ほおを膨らませている。

「誠斗くん、また透明人間とお話ししてたでしょ。ホント、仲良いんですね。誠斗くんなんか、もう透明人間と結婚しちゃえばいいのに」

　どうやら焼きもちを焼いているらしい。

「そんなことないよ。俺が好きなのは──」

　そこまで言って、残りの言葉を飲み込んだ。

『俺が好きなのは春はる霞がすみだよ』

　この二か月近い間に、何度言ったかわからないおなじみのフレーズ。言っても言っても、嘘うそだと思われ信じてもらえない告白の言葉だ。

　でも今日は違った。もうペナルティは解除されている。続きを言えば、春霞は信じてくれるんだ。そう思うと、のどが貼りついて声が出なかった。

「俺が好きなのは、誰なんです？」

　黒目がちな大きな瞳が俺を覗のぞき込む。

「やっぱり、まもちゃんかなぁ。それとも、みらのちゃんかなぁ。氷ひ鳥とり沢ざわ会長の線もあるなぁ。意外に愛あいちゃんだったり。あと古ふる館だて先生も候補かなぁ。大穴は美み川かわくんだよね」

　誰かの名前が上がる度に、俺はぶるぶると首を振った。

「えーもう他に誰もいないじゃないですかぁ。いったい誠斗まことくんは誰が好きなんだろ？」

「本当はわかってるんじゃないのか？」

「言ってもらわなきゃわかりませんよ。ほら、こんなとき、誠斗くんよく誰が好きだって言ってましたっけ？　きまって上がる名前があったと思ったけどなぁ」

　やっぱり、わかってる。きっとこれから俺は一生この小悪魔に翻弄されることになるんだろう、そんな気がした。

「は、陽はる、聞いてくれ」

　意を決して、春霞の顔をみつめた。

　こぼれ落ちそうな大きな黒い瞳、ちょっと飛び出したおでこ、サクランボのような真っ赤な頬ほお、キラキラと艶つやめく唇。

　世界一可愛かわいい春霞が、今日も俺にかまってもらうのを待っている。

　その左耳にささやいた。

「卯う曽そ月づき誠斗が好きなのは、」

「ひゃ、ひゃい」

　春霞が声を上ずらせる。どうやら本当に左耳が弱点らしい。これは非常に有益な情報だけど、使うべきは今じゃない。俺は春霞の両肩を掴つかんで真まっ直すぐに言った。

「卯曽月誠斗が好きなのは、他の誰でもない春霞陽ただひとりだ」

「はい」

「俺の、彼女になってくれ」

　その途端、頭にカッと血が上ってきた。心臓の鼓動がうるさくて、まわりの音が聞こえなくなる。けれど、ぼやける視界の中で春霞の口唇が動いてたしかにこう言った。

「はい、よろこんで！」

　その言葉を待っていたように、ポンポンとクラッカーが打ち鳴らされた。デビがハンドベルを鳴らしながらご機嫌で教室中を飛び回る。
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　かくして嘘うそつき悪魔が乱舞する朝焼けの教室で、俺と春はる霞がすみは今度こそ正真正銘の恋人同士になることができたのだった。


（了）







あとがき




「かまわれたがりの春はる霞がすみさん２　隣のクラスのギャルは俺に嘘うそを暴かれたい」をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。あとがき担当の鶏けい卵らんうどん子こです。

　前巻のあとがきが好評で再登場させてもらえることになりました。（普段うどんの原稿を滅めつ多たに褒めてくれない担当編集さんから「完璧です」との言葉をいただきました）

　兄のうどんが授賞式に参加した際に、いろんな先生方に「うどん子は実在するの？」と質問を受けたそうですが、うどん子はいます！　本作品は生徒会長選挙がテーマの一つですが、うどん子も高校時代は生徒会に所属していて、その経験が本作品にも生かされています。あ、おかげさまで今年無事に女子大生になりました。

　アレ？　みなさん、急にうどん子に対する興味をなくしましたね。妹だからって、いつまでもＪＣやＪＫじゃないんです！　ＪＤって、そんなに価値ないですか？　あーそうですか、ふうん、すみませんね。

　それはさておき、本作には自じ己こ免めん疫えき性せい膵すい炎えんという実在の病気が出てきます。

　実際にある病気を登場させることは兄も悩んだようですが、嘘がテーマのストーリーで病気まで嘘では話が成立しないということで実在の病名のままになりました。

　その分、この病気の病態と治療法についてはしっかり勉強して、現実と大きく乖かい離りしないよう留意してあります。しかし本作はあくまでフィクションですし、医学は日々進歩していますから、みらのと実際の患者さんには違う点も多々あるかと思います。一般的な自己免疫性膵炎はみらのよりも軽症で、けっして不治の病はないことをご了承ください。

　この二巻は、一巻で両りよう想おもいになりそこなった主人公と春霞ちゃんが本当に結ばれるまでの物語です。そしてめでたく両想いになったところで、この二人のお話は終了ということになります。応援していただいた方、期待していただいた方には申し訳ありません。

　ただし二人が両想いになっても、それでキャラクターが死ぬわけではありません。

　わたしたち家族の頭の中では、誠斗まことも春霞もデビも真ま森もりも愛あいも会長もみらのもずっと生き続けています。二人が別れることもあるかもしれないし、会長やみらののリベンジがあるかもしれません。ラブもコメディも終わることはありません。

　願わくば、みなさんの頭の中でもこのラブコメディが続きますように。

　最後に、この作品の出版に関わっていただいた全ての方、読んでいただいた皆様に御礼を申し上げます。特に素敵なイラストを描いていただいた八や尋ひろぽち先生。みらのは、父が先生にギャルを描いて欲しくて兄に小遣いを渡して作らせたキャラクターです（情けないことに実話です）。そして担当編集のＩ様、もしかしたら兄は褒めた方が伸びるタイプかもしれません。今後ともよろしくお願いします。

　それでは、どこかのあとがきでまた会える日を夢見て──　鶏卵うどん子


















かまわれたがりの春霞さん２




隣のクラスのギャルは俺に嘘を暴かれたい








鶏卵うどん





ＭＦ文庫Ｊ





2020年3月25日　発行





ver.001





©Udon Keiran 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『かまわれたがりの春霞さん２　隣のクラスのギャルは俺に嘘を暴かれたい』

2020年3月25日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg
”’W//"”“‘"‘*R\ v






OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg
‘ |
| N\
/ ’ <
I
I






OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
DEDNIHDO
EE& A2

BiDISADFvIVIE
BICIEZRDbNTIEW

IS Eh

MFXEE)






OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg
P03 155

OREF VI - RRBEOLEEIIN. BhERREDS
AZADSHEIDNTNDOR, ZhIEH SOICRIBE UL ER > TUOBBsEE
B— 75, REORN5T > LBV ENBIAN] FEDHSOBHINGE ?
BREDBOITABVOLNESBBD 17 WSTIXHH !

B4
)
4
2
= 7
1
5,
BRSER B 34
Tk 52k k3
ris
[BUFEDPOTET, MUEHAITINDELE 0 {;’ b‘
52) #DT, NEQEENS—HICLZEROESE (=3 & D
HUST, ©IBERABERTIN, HESLTA ® H2)  mosS20%rIL [350] CEODIRERNT. BEEOWESEE?
DEFEMUARTTHROERU T NZEDROT = >§§
1 KITT. I I3 B .
. hER renns, sEAOMERS 1) UPspyn—vonr
iz k W7 THADBRER SN o il BEETI
K Byt R0, BHERBELYY 1ORF5AAEUAPE v~
. R —VEBNT B, SEOF TN, MEBITIHAY
N\BIES P MERDBENS BOR. AMBHERESHHIRO 52
h

BEAR. A5 —5—, 11A5BEFN,
. Twitter:@yahiropoti

=

PIATRRNGES BT TS SR VWP






OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
all uPOINT &

[(hNOoO—-—8 —a« <]

NN HRHRNIES ]

W

w

X

N

The gal from

[ & |

it — o o~ ~ ]

oMot K%

E

[ 114t —an~w]

NP — KR

Ll

5

[ Il it —a - on~]

E S K H &

i3]

[ E it —a - o o]

Y e R

'%:5

A

[ H@t—o-n~o]

LU SR CHE

L

[ Kt —o o =~ ]

B0 0 Rt

%

[HY O -8 —ao~ v o]

- SSI T SHE S

(4

the class next-door

wants to be caught out in a lie.

3

CONTENTS





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
e N EE O s O
") oo mm gmn N )
A RoRTRed e 20 /

FIRLNR S
T N L0100
156\ < FEEd






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		CONTENTS


		プロローグ　ブラコン妹はいつもポケットにパンツ


		第一章　嘘暴き天使は罪を憎まない


		第二章　アラサー女教師はショタに弱い


		第三章　学園の女王様は跡継ぎが欲しい


		第四章　陸上姫はお兄ちゃんと結婚したい


		第五章　金髪ギャルはシンデレラになりたい


		第六章　嘘つき悪魔は二度ベルを鳴らす


		エピローグ　隣の席のあの子は俺の彼女!?


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
REBRIEZ 550 LEDG
FEFEO O CH T IcF 2L T,

Bl rh? Rahrk?

W, o LEBERS





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
QRIS s 1

: ,.@IH

usrroINT T





OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





